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　伯はく爵しやく令れい嬢じようとして生を受けながらも没ぼつ落らくしていて貧びん乏ぼうだった私、レイファ・ライエンバルドは──とある貴婦人と契けい約やくし大金と引ひき換かえに異国の地へ旅立つ。

　その地は大たい華か輪りん国こくと呼ばれる国で、言葉、文化、習慣など、私が知るものと何もかもが違ちがう場所だった。

　十六年生きていて、こんな衝しよう撃げきを覚えたことはないだろう。それくらい、異国の地は驚おどろきの連続であった。

　王都、千せん華かで出会ったのは、見たこともないような絶世の美青年ザン＝シン・ユー。艶つややかな黒くろ髪かみは三つ編みにして垂らし、上うわ背ぜいもあってスタイルがいい。目元は鋭するどくキリリとしていて、スッと通った鼻筋に薄うすい唇くちびると、絵に描かいたような男前なのだ。

　彼かれは私と契約した婦人ザン＝ラン・フォンの息むす子こで、二十一歳さいとは思えぬ威い圧あつ感と貫かん禄ろくのある人だった。

　そんなシン・ユーは私にリェン・ファの名を与あたえ、あれやこれやあって結けつ婚こんすることになり、今に至る。異国の地で結婚するなんて、想像もしていなかった。

　ザン家は使いきれないほどの資産を有し、贅ぜい沢たくな暮らしをしている。

　けれど、貧乏でも幸せだった私と父とは違い、彼らは心満たされる暮らしをしていなかったようだ。

　親子の仲は最悪。顔を合わせるたびに、口くち喧げん嘩かをしている。大きな原因は、私の義は母はとなったラン・フォンの占うらない師しへの傾けい倒とうである。

　その根源は、シン・ユーが病弱であることなのだ。

　家族が仲良く暮らしていないなんて、不幸である。

　だから私はシン・ユーのため、家族のために何かできたらと思っている。
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　爽さわやかな朝のはずなのに、今日も親子の仲はよろしくない。顔を合わせるなり、「おはよう」を言う前に言い争いを始める。

「だから、このお茶は先生が健康によいと言っているお茶だって──」

「それが怪あやしいと言っている」

　今日も、占い師問題が熱いようだ。

　大華輪国の人達は占いを妄もう信しんしていて、なんと、病気の時まで占い師に頼たよっているらしい。義母は占いを信じ、シン・ユーは信じていない。そのため、衝しよう突とつしてしまう。

　私は考える。どうすれば、喧嘩をしないようになるのかと。




　一いつ生しよう懸けん命めい考えたけれど、シン・ユーと義母はいい歳としの大人同士なので、どちらかが譲じよう歩ほするということは難しいだろう。

　まずは喧嘩する間まを与えなければいいのでは、と思いついた。

　さっそく、作戦を実行してみる。

　シン・ユーは最近、夕食の時間に合わせて帰宅するようになった。つい先日、ダメ元で「一いつ緒しよにごはん食べたいから、早く帰ってきてね！」と言ってみたら、聞き入れてくれたのだ。

「シンユウ、おかえりなさい」

「ああ」

　私はガシッとシン・ユーの手を摑つかみ、食堂へと誘ゆう導どうする。

　というのも、先日、早く帰ってきたのに、そのまま執しつ務む室に行ってしまったので、別々に食事を取ることになってしまったのだ。

　一番大事なのは、毎日家族で食事を取ること。

　それを実行するため、私はこうやってシン・ユーを食堂へ連れて行く。

「おかーさん、シンユウ、帰ってきたよ！」

「見ればわかるわ」

　相変わらずの、冷たい反応である。もう慣れたけれど。

「それよりも、あなた達、仲がいいのね」

　どこが仲良しなのかと首を傾かしげたが、ふと、手を握にぎったままだということに気付く。恥はずかしくなったので、慌あわてて離はなした。

「それはいいとして、ごはん、食べよ！」

　女官達が食事を運んでくる。その間に、私は作戦を開始した。

「シンユウ、今日は、忙いそがしかった？」

「少しだけ」

「おかーさん、シンユウ、ちょびっとお仕事忙しかったって」

　私が考えた作戦とは、シン・ユーと義母に直接会話をさせないこと。そうすれば、喧嘩にならないだろう。

「寒くなかった？」

「朝と夜は、冷える」

　同じように、義母に伝える。そのあとも、何度か話しかけ、義母に伝えることを繰くり返かえしていたが──今度は私が怒おこられる結果となった。

「ちょっとリェン・ファ。そんなに話しかけたら、シン・ユーが疲つかれてしまうでしょう？」

「うっ、ご、ごめんなさい」

　まさか、私が義母に怒られるとは。だがしかし、驚きの展開はそれだけではない。

「俺おれは気にしていない。リェン・ファを怒るな」

　その言葉に、私がぎょっとする。シン・ユーが義母から庇かばってくれるなんて、想像もしていなかった。

「シンユウ……」

　シン・ユーのほうを見ると、安心しろと言わんばかりに頷うなずいていた。しかし──。

「なんでそんなことを言うのよ。私は、あなたのために注意したのに！」

「母上は、リェン・ファに冷たすぎる」

「なんですって!?」

　想定外の喧嘩が勃ぼつ発ぱつしてしまう。シン・ユーと義母に挟はさまれた私は、オロオロするばかりだ。

「他人の子より、実の子に目をかけるのは、当たり前でしょう？」

「リェン・ファをこんなところに連れてきたのは母上だろう？　それなのに、大事にしないなんて、無責任だ」

「こ、こんなところですって!?」

　やめて～、私のために、喧嘩はやめて～。

　その後、私は必死になって仲ちゆう裁さいしたのだった。

　……なんというか、疲れてしまった。義母とシン・ユーの仲を取り持とうと気合いを入れるから、こんなことになるのだ。漲みなぎるやる気が空回りしたというか。

　もう、こうなったら単純な作戦を実行するしかない。

　翌朝。私はありったけの勇気と共に、仕事に行くシン・ユーのもとへと走っていった。

「どうした？　そんなに息を切らして」

　シン・ユーは素そ朴ぼくな疑問をぶつける。

「ザン家の、廊ろう下か、な、長くて……」

　まるで、不思議生物を目にしたような視線を向けてくれた。失礼な。

　いやいや、そんなことを気にしている場合ではない。今日は「いってらっしゃい」だけでなく、義母との喧嘩をやめてもらうためにある申し出をしに来たのだ。

「あのね、シンユウ。お願いがあるの」

「なんだ？」

「その…………家にいる間は、私のことだけ、見て、考えて」

　シン・ユーが私に集中すれば、義母と喧嘩する暇ひまなんてない。喧嘩を防ぐには、それしかないと思ったのだ。

　シン・ユーは私をじっと見下ろしている。無表情なので、ちょっと怖こわい。

　しかし、ここで引いてはいけない。どんどん押おしていく。

「ダメ？」

「……いや、ダメではない」

「本当？　よかった！」

　これで、シン・ユーは義母と喧嘩する暇もなく、私のことだけを考えるだろう──って、もしかして、とんでもないことを言ったのでは!?

　シン・ユーが了りよう承しようしたあとになって、非常に恥ずかしい提案をしてしまったのだと気付く。




　そして、そのためにこのあと大変な目に遭あうなんて、想像もしていなかったのだ。
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　凍こごえるような寒さの大たい華か輪りん国こくに、春がやってきた！

　庭には若葉が溢あふれ、美しい花が咲さき誇ほこっている。

　私は四季の中で一番春が好きだ。庭の新芽はどれもおいしく、苦味が少ない。どれだけ採っても、すぐに新しく芽め吹ぶく。

　早朝、私はザン家の庭を散策することを日課としていた。

　これは、貧びん乏ぼう時代の癖くせというか、なんというか。人には言えないけれど。

「──それでね、実家の庭に生えている葉っぱを使って、毎朝スープ作ってたの」

「奥おく様さま、そのお話は私達以外にしないでくださいね」

　私の話を冷ややかに聞き、忠告しているのは、おかっぱの少女、リー・リン。私より幼く見えるけれど、三つ年上なのだ。

　彼かの女じよは私の教育係兼けん通訳。ハキハキ──というよりは淡たん々たんとした人で、何事もズバズバと臆おくすることなく発言する気持ちのいい性格をしている。

「奥様、春野菜で、おいしい食事を作りましょうね」

　一方で、涙なみだぐんで話しかけてくるのは、おっとりとしたメイ・メイ。彼女は私付きの女官で、リー・リンと同い年だが心優やさしい性格をしている。

　二人共、私を支えるために一いつ生しよう懸けん命めいになってくれるのだ。

　そんなリー・リンとメイ・メイを連れ、朝からザン家の庭を散策している。

　若葉の色は美しく、ふっくらと膨ふくらんだ花の蕾つぼみは開花が待ち遠しい。

「春は、いいよね」

「そうですね、奥様」

　新芽や花もいいけれど、私が一番気になるのは春の味覚だ。

「メーメー、リイリン、今日、市場に行きたい」

　王都千せん華かの市場は全国から新しん鮮せんな食材が届き、賑にぎわっている。見たことのない品物が並ぶ市場は、行くたびに新しい発見があってとても楽しい。

「奥様、今の時期は行かないほうがいいです」

　リー・リンにぴしゃりと言われる。いったいどういうことなのか。

「え、どうして？」

　理由は、メイ・メイが丁てい寧ねいに教えてくれた。

「奥様、もうすぐ、新茶祭があるからですよ」

「新茶祭!?」

　それは、大華輪国どころか世界中から新茶が集められ、千華の街に店を連ねるお祭りらしい。

「大華輪国を中心として、世界各国からお茶を商あきないとする商人が出入りするんです。大変盛り上がって、楽しいのですが、それに伴ともなって少々治安も悪くなり──」

「そうなんだ……。シンユウ、大変なんだね」

「そうですわね」

　シン・ユーは門もん戸こ宿しゆく衛えいを司つかさどる職に就ついている。わかりやすく言ったら、門番兵の親玉である。さまざまな場所に商人が出入りするため、仕事量も増えているだろう。

「だったら、シンユウが元気になる、食事、作るよ」

「お手伝いしますわ」

「ありがと！」

　私達は揃そろって、庭から家に戻もどることになった。




　厨ちゆう房ぼうでは、料理人達が忙いそがしそうに朝食の準備をしている。

「みんな、おはよ」

「おはようございます、奥様」

　邪じや魔まするのは心苦しいけれど、料理人達はいつも快く場所を貸してくれるのだ。

「あのね、シンユウの朝ごはん、作りたい」

「かしこまりました」

　シン・ユーは食が細い。今まで、朝食は食べないことが多かった。

　しかし、それでは余計に元気が出ないので私が作っている。異国料理という物もの珍めずらしさもあるのか、シン・ユーは食べてくれるのだ。

　作るのは私の知る料理と、大華輪国に古くから伝わる体に良い食材を使った薬やく膳ぜん。

　この国には、「医食同源」という言葉があり、「命は食に在り、食誤れば病やみ、食正しければ病やまい自おのずと癒いえる」と言われているのだとか。

　だから私は、シン・ユーを料理で癒いやそうと考えている。

　腕うでまくりをして──調理を開始。

　隣となりで手の込こんだ料理が作られている傍かたわら、私は貧乏時代に作っていたお手軽料理を作る。

　一品目は、スープから。

　まず、食材を置く台の上で目に付いたのは二枚貝。砂を吐はかせているようで、海水に浸つかっていた。

「これ、使っていい？」

「ええ、どうぞ」

　これはハマグリという二枚貝で、今が旬しゆん。春は実がプリプリしていて、おいしいらしい。

　ハマグリには、喉のどや腸を潤うるおす力がある。

　続いて選んだのは、芹せり菜な。私の国ではセロリと呼ばれていた。これも、春のものは葉も茎くきも柔やわらかくておいしい。

　芹菜は目の充じゆう血けつやイライラに効く。昨晩、シン・ユーの目が血走っていたので、是ぜ非ひとも使わなければ。

　鍋なべにハマグリと水を入れて火にかけ、ぐらぐらと煮に立たたせる。その間に、芹菜の筋を取って、切り分ける。

　灰あ汁くを取りつつハマグリの口が開いたら、芹菜を投下。味付けは塩と生姜しようが、それから大華輪国の調味料である醬しよう油ゆをほんのちょっぴり入れる。

　醬油は体を温める効果があるのだとか。

　メインは卵。ふわふわのオムレツにする。卵は体を潤す効果がある。それに、疲ひ労ろう回復効果のあるトマトソースをかけて食べてもらう。

「奥様、昨晩、パンを焼いてみたのですが」

「わあ、ありがと！」

　朝食時のシン・ユーはごはんよりも、パンをよく食べてくれる。元からお菓か子し好ずきだと聞いていたので、パンも好きかもしれないと思っていたのだ。

　作り方を料理人に教えたところ、こうして作ってくれるようになった。丸い形のコロリとした可愛かわいいパンである。

　ハマグリのスープとトマトソースのオムレツ、パンの三品で、シン・ユーの朝食が完成した。

「やや、これはおいしそうですね」

　話しかけてきたのは、ザン家の家職（ハイデアデルン国風に言ったら執しつ事じ）であるジン・ピンだ。気のいいおじさんである。彼かれに、朝食の配はい膳ぜんは任せた。

　身み支じ度たくを整え、食堂へと移動する。

　シン・ユーはすでに起き床しようしており、武官服に身を包んだ姿でお茶を飲んでいた。

　今日も朝から眉み間けんに皺しわが寄っていて、険しい表情である。

「シンユウ、おはよ」

　シン・ユーは睨にらむように私のほうを見て、挨あい拶さつを返してくれた。

「おはよう」

　最初の頃ころは、ジロリと見るばかりだった。こうして、おはようと言ってくれるだけで大きな進歩だろう。

　昨日の疲つかれが取れなかったのか、顔色が悪い。

「シンユウ、大だい丈じよう夫ぶ？　仕事、忙しい？」

「気にするほどではない」

「体調は？　声、かすれて、いるね」

「まあ」

　出た！　シン・ユーの「まあ」が。

　一言で会話を済ませようとする、シン・ユーの常じよう套とう手段なのだ。その一言の中にはさまざまな意味がある。そのため、私は毎回質問するのだ。

「そこを詳くわしく！」

　そう言うと、シン・ユーは深い息を吐いた。詳しく話すのが億おつ劫くうなのだろう。しかし、聞かなければわからない。

　ぎゅっと口元を結んで言いそうにないので、シン・ユーの服の袖そでをくいくいと引っ張りながら教えろと懇こん願がんした。

「……」

「シンユウ、お願い、教えて」

　だんまりを決め込みそうな雰ふん囲い気きだったので今度は、シン・ユーの膝ひざの上に握にぎられている拳こぶしに手のひらを重ねてお願いした。

「わっ、冷たい！」

　シン・ユーの手は、驚おどろくほど冷たかった。拳を伸のばして、両手で温めてあげる。

「なんでこんなに、冷たいの？」

　体が温かくなる薬膳スープを作っておいてよかったと、心から思う。

「もしかして、熱、ある？」

　シン・ユーの前まえ髪がみを指先で横に流し、額と額をくっつける。

「ん、熱は……ない。よかった」

　ホッと息を吐いて離はなれてすぐに、シン・ユーと目が合う。

　ふと気付けば、手は握りしめたまま、ずいぶんと距きよ離りが近い。

「ぎゃあ！」

　シン・ユーの美び貌ぼうが眼前にあったので、思わず悲鳴をあげてしまった。

「あなた達、何をしているの？」

「おかーさん！」

　私は食堂にやって来た義は母はに駆かけ寄よって、ヒシッと抱だきついた。

「おかーさん、おはよ」

「ちょっと、くっつかないでちょうだい！　なんなの、喧けん嘩かでもしたわけ？」

　……言えない。シン・ユーに自分から接近して、恥はずかしくなったなんて。

「えへへ」

「笑ってごまかさないの！」

　怒おこられてしまった。でも、シン・ユーに比べたら、ぜんぜん怖こわくない。

　ようやく朝食の時間となる。シン・ユーには、私特製の薬膳が運ばれた。

「それ、なんなの？」

　義母はオムレツを扇おうぎで差す。

「ふわふわのオムレツ。卵らん白ぱくを泡あわ立だててふわ～っと、しているよ」

　私の説明に義母は顔を顰しかめる。こんなフワフワとした料理は、未知の食べ物なのだろう。

　こうなったら、実際に食べてもらうしかない。

「シンユウ、ちょっともらって、いい？」

「好きにしろ」

「ありがと」

　レンゲでオムレツとトマトソースを掬すくい義母の口元に持っていこうと思ったが、シン・ユーのために作ったものなのでまずは彼から。

「シンユウ、あ～ん」

　シン・ユーは「は？」みたいな顔をしている。しかし、やってしまった手前、引くわけにはいかない。

「あ～ん」

　訝いぶかしげな表情を浮うかべるシン・ユーであったが、「おいしいよ」と言うと、口を開けてくれる。パクリと、オムレツを食べてくれた。
















　口の中に入れた瞬しゆん間かん、ハッとした表情となる。飲み込んだあと、どうだったか訊たずねた。

「おいしい？」

「うまい」

　シン・ユーがおいしいと言ってくれたので、むふふと笑ってしまう。続けて、義母にもオムレツを食べてもらった。

「おかーさんも、あ～ん」

「自分で食べられるわ」

「遠えん慮りよせずに！」

　そう言うと、義母も食べてくれた。

「おかーさん、どうだった？」

「……まあ」

　義母の口からも「まあ」が出た。この似た者親子めと、私は一人笑ってしまう。

「ねえ、リェン・ファ。あなた、何を笑っているの？」

「秘密～！」

「まあ、なんて子なの！」

　さらなる追つい撃げきを受けそうになったが、母の大好物である芋いも粥がゆが運ばれてきたので集中砲ほう火かを逃のがれる。

「奥様、どの粥かゆをお召めし上あがりになりますか？」

「おかーさんと一いつ緒しよのやつ」

　芋粥は私も大好きなのだ。

　シン・ユーは私が作った朝食をすべて食べてくれた。食欲はあるようだ。

　見送りの際、再び手を握ってみる。

「わっ、シンユウの手、温かくなったね」

　よかった。しっかり薬膳スープの効果があったようだ。ひとまずホッとする。

「リェン・ファ」

「ん？」

　なんだろうか。シン・ユーから話しかけてくることなんて珍めずらしい。

「使用人達が見ている」

　シン・ユーの指し摘てきに、体がピシッと固まる。

　私は今、シン・ユーの手を握っているわけだが、傍はたから見たらいちゃついているように……見える？

「うわっ！」

　慌あわててシン・ユーから手を離し、ぴょん、ぴょんと後方に飛んで距離を取る。

「あ、えっと、は、早く帰ってきてね！」

　働きすぎて疲れないようにとそう言ったのだが、これも、夫の帰りを待ち望む新にい妻づまのように聞こえるのでは？　言ってから後こう悔かいする。

「頑がん張ばって……、いや、頑張りすぎないでね！」

　もう、言葉が支し離り滅めつ裂れつだ。混乱していて、口が回らない。

　シン・ユーは口元を押おさえ、私から視線を逸そらす。肩かたが震ふるえているので、笑っているのだろう。

　この～～、シン・ユーめ～～。

「シンユウ、いってらっしゃい。遅ち刻こくするから、早く行く」

「ああ、行ってくる」

　シン・ユーは最後まで笑っているようだった。解げせぬ。

　振ふり返かえると、ニコニコ笑え顔がおのジン・ピンと目が合う。

「旦だん那な様、明るくなりましたね」

「そ、そう？」

　あれで明るい？　今までどれだけ暗かったのか。

「シンユウ、もっと明るいほうが、いいよ」

「ですね。奥様がお傍そばにいらっしゃったら、もっともっと、明るくおなりになるかと」

「なるほど！」

　シン・ユーが明るく暮らせるために、もっともっと頑張らなければ。

「旦那様は、幸せ者ですね。奥様がお傍にいらっしゃれば、何があっても心配いりません」

「ん？」

　ジン・ピンの呟つぶやきは、小さな声だったので聞き逃してしまった。

「いいえ、なんでもございません」

「そっか」

　私には関係のないことだったのだろう。

　とりあえず、今日は義母から新茶祭に行く許可をもらわなければ。
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　さっそく、居間でお茶を飲んでいる義母のもとへと急いだ。

「おかーさん」

「何よ」

「新茶祭、行きたい！　行っても、いい？」

　細められていた義母の目が、カッと見開かれる。ちょっと怖い。

「新茶祭、ですって？」

「ダメ？」

　世界中からお茶が集められるお祭りなんて、楽しいに決まっているだろう。絶対に行きたかった。義母を見上げるが──。

「ダメに決まっているじゃない！」

「ええ～～!!」

　義母の近くに駆け寄り、服の袖を摑つかんで縋すがりつく。

「どうして、どうして新茶祭、ダメ？」

「全国から観光客がやって来て、たまに物ぶつ騒そうな事件も起きるのよ。危ないわ」

「そ、そんなぁ……。行きたいのに」

　どうしてもダメかと引き下がったが、絶対に許可できないと言われてしまった。

　せっかくのお祭りなのに、行けないなんて。

「それよりも、あなたには大事なお仕事があるでしょう？」

「なんだっけ？」

　お仕事なんて頼たのまれていただろうか？

「う～～ん……？」

「後宮の宮きゆう廷てい茶会よ！」

「ん？」

　そんな話、していただろうか？　記き憶おくを掘ほり起おこすが、どこにも見当たらず。

「おかーさん、それ、聞いていない」

「そんなはずは──あら、言っていなかったかしら？」

「言ってな～い」

　義母は明後日あさつての方向を見る。どうやら、話をしていたつもりだったようだ。

「宮廷茶会って、何？」

「六りつ花かの奥おく方がたが、後宮の皇后とお妃きさき様と共にお茶会をするの」

　六花とは、大華輪国を代表する大華か族ぞくのことである。

　ザン家は六花の中でもっとも歴史の長い名家で、皇家に次ぐ尊い一族だと、リー・リンから習った。

　しかし、皇后は皇こう帝ていの奥さんとして、お妃様とは？　義母に質問してみた。

「おかーさん、妃って、どんな人？」

「皇帝陛下の側室よ。後宮に百名くらいいるんじゃないかしら？」

「お、おお……」

　後宮というのは、皇帝の奥さんが住まう宮廷らしい。正妻の他に、百人も妻がいるなんて驚きだ。

　シン・ユーも結けつ婚こん後に側室の申し出があったし、この国では普ふ通つうのことらしい。

「おかーさん、どうして、ここの国、側室迎むかえるの？」

「たくさん子どもを産むためよ」

　驚くべき事実が発覚する。ここの国では、出産時に命を落としてしまうことが多々あるらしい。その上、生まれてからも、夭よう逝せい──年若くして亡なくなってしまうことも珍しくないのだとか。

　それもこれも、医い療りよう技術に頼たよらず、占うらない師しに任せているからだろう。

「シン・ユーは父親に似てしまったのかしら。困った子ね」

　どうやら、シン・ユーのお父さんも側室を迎えることはしなかったらしい。

「シンユウのおとーさんは、おかーさんだけ、大好きだったんだ」

　そう言うと、義母の顔はみるみる赤くなっていく。案外、可愛いところもあるようだ。

　そんなことはさておき、新茶祭の裏でとんでもない催もよおしがあることが発覚した。

「おかーさん、それで、宮廷茶会、私も行くの？」

「当たり前よ。あなたが皇后様とお妃様をおもてなしするんだから」

「へ!?」

　皇后様とお妃様をもてなすとは？

「え、それ、どういうこと？　おかーさん、詳しく！」

「別に、騒さわぐほどのことではないわ。宮廷茶会には皇后様と四名のお妃様が参加されるのだけれど、その方々に、六花の奥方がそれぞれ茶と菓子をふるまうの」

　お茶を選び、お菓子は作ったものを持参するのだとか。

「ザン家のもてなしはリェン・ファ、あなたがするのよ」

「ええ～～!!」

　まさかまさかの大役に、目の前が真っ白になりそうになった。

「そ、そんなの……難しい」

「別に、そこまで難しく考える必要はないわ。茶を選ぶのは女官に任せて、菓子はザン家の料理人に命じればいいし」

「で、でも……」

　この国の茶の作法は大変複雑なのだ。茶器も、たくさんあって覚えきれない。

　皇后様やお妃様の前でお茶を淹いれるなんて、絶対無理無理。

　緊きん張ちようして失敗したら、ザン家の名に傷が付く。

「おかーさん、私、できないよ。代わりに、お茶、淹れて」

「それはできないわ」

「どうして？」

「おもてなしをする者は、当主の奥方だと決まっているのですもの」

「当主の奥方って、たぶん、私しかいない」

「たぶんじゃなくて、あなたしかいないのよ」

「うわぁ～～!!」

　頭を抱かかえて絶望する。

　こんな大事なことを義母は言い忘れていたなんて。できれば、早く教えてほしかった。

　こうしている時間ももったいない。お茶の作法をもう一回、復習しなければ。

　私は即そく座ざに、リー・リンとメイ・メイを部屋に呼んだ。





[image: ]






「──と、いうわけなんだけど」

「それは、それは」

　リー・リンは他ひ人と事ごとのような相あい槌づちを打つ。本日も通常営業のようだ。

　一方、メイ・メイは眉まゆを下げ、悲しそうな顔をしていた。

「奥様はこの国にやって来て、まだ一年も経たっていないというのに、大変な試練を乗のり越こえようとなさっていますのね」

　もしも失敗したら──。そんなことばかり考えてしまう。

「失敗ダメ。頑張って、おもてなししなきゃ」

「練習しかないですね」

「ええ」

「リイリン、メーメー、力、貸して」

　二人共、力強く頷うなずいてくれた。

　まずは、リー・リンから茶について学ぶ。

「奥様、お茶の種類を覚えていますか？」

「えっと……」

　祖国ではお茶といったら紅茶一いつ択たくだ。しかし、大華輪国ではたくさんのお茶がある。

「えっとね、緑茶ルーチヤア、白茶パイチヤア、黄茶フアンチヤア、青茶チンチヤア、黒茶ヘイチヤア、紅茶ホンチヤア……かな？」

「はい、正解です」

　この国の茶葉はツバキ科の植物から作られ、素材はどれも同じ。加工の違ちがいによって、さまざまな種類が作られる。

「これらの他に、花の香かおりを付けたり、花自体を入れた花茶、工芸茶などもあります」

「工芸茶、キレイだよねえ」

　お湯を注いだら花咲く工芸茶は、最初に見た時は感動した。

「しかし、宮廷茶会は先に言った六つの茶より選んでふるまうそうです」

　たくさん種類があるので混乱してしまう。

　習ったことを記憶から甦よみがえらせ、簡単にまとめてみた。

　緑茶は国内でもっとも飲まれているお茶で、茶葉を摘つんだあと炒いって発はつ酵こうさせずに作る。渋しぶみはあまり感じない。

　白茶は自然乾かん燥そうさせ、微び発酵させたのちに炒る。茶葉が白い産うぶ毛げのようなものに覆おおわれているので、白茶と呼ばれるのだとか。

　黄茶は後発酵茶で、歴史は古い。生産量が少なく、工程に大変な手間暇ひまがかかるのだとか。

　青茶は食事中によく飲む、烏ウー龍ロン茶チヤアが有名な半発酵茶だ。茶葉は大きめのほうがおいしいとのこと。

　黒茶は見た目もそのまま黒い。緑茶を発酵させ、蒸むして固めたもの。

「うう……」

　お茶の歴史を聞いていると、眠ねむたくなる。久々にリー・リンの教育棒が握られているのに気付いた瞬間に、ハッと目が覚めたけれど。

　座学が終わったら、実際にお茶を淹れる。先生はメイ・メイだ。

　卓子テーブルの上に並べられた大量の茶器を見て、くらりと眩暈めまいを覚える。

　祖国での茶器といったらポットとカップ、ソーサー、砂時計、ティーコジー……これくらいだろう。たぶん。

「では、茶器のご説明をいたしますね」

　お茶を飲む茶杯チヤアペイ、お茶を淹れる茶壺チヤアフー、お茶を淹れたり、飲んだりできる蓋ガイ椀ワン……などなど茶器は全部で十一種類ほどある。

「他にも、大変高価ですが、ガラス製の茶器もございまして」

「おお……」

　話を聞けば聞くほど、混乱してきた。

　これらの茶器を使って淹れる方法はいくつもあるよう。一番簡単なのは、蓋椀に直接茶葉を入れて湯を注ぎ、蓋をして蒸らすというもの。

「でもこれ、茶葉があって、なんか飲みにくい」

「こちらは、蓋をずらして飲めば、茶葉が口に入りませんの」

「そうなんだ」

　メイ・メイの言うとおりにしたら、確かに茶葉は口に流れてこない。蓋がせき止めてくれるようだ。

　なるほど。こんな淹れ方と飲み方があるなんて。

　これだったらできそうだけれど、庶しよ民みん的な淹れ方なので皇后様やお妃様達に出すわけにはいかないのだろう。

　一番手順が面めん倒どうなのは、工コン夫フー式というもの。茶壺を温めたり、茶葉の灰汁を取ったりと、手順が何かと複雑だ。

　そもそも、工夫というのが、「丁寧・手間をかける」という意味らしい。

　まず、茶器を温め、続いて茶壺に茶葉を入れ、湯を注ぐ。蓋を閉めてからも温度を維い持じするため茶壺の上から湯を注ぐ。次に、濃こさを均一にするため茶チヤア海カイに茶壺の茶をすべて注ぎ、最後に、茶杯に注ぎ分ける。

　話を聞くだけならば簡単に聞こえるけれど、実際にしてみると大変難しい。

「で、できる、かな……」

「奥様、大丈夫ですよ。慣れたら簡単ですわ」

　メイ・メイはそう言うけれど……。

　淹れてもらったお茶を飲んでみたけれど、手順の復習で頭がいっぱいになり、茶葉の香りや味などわからなかった。

「奥様、茶葉はどれになさいますか？」

「うッ！」

「茶器なども、ご用意しなければなりません。どのような品をご所しよ望もうでしょうか？」

「ううッ！」

「茶ちや菓が子しも、試食会を行うので、早く決めませんと」

　さらなる混乱状態となる。頭を抱え込み、その場にしゃがみ込んでしまった。

「ああ、奥様、申し訳ありませんでした」

「一気に、いろいろと詰つめ込こみすぎたかもしれないですね」

　メイ・メイが優しく背中を撫なでてくれる。

「ひとまず、休きゆう憩けいしましょう。お茶を淹れましょうか？」

「お茶……」

「温かい牛乳や、果か実じつ汁じるのほうがよろしかったですか？」

「ううん、お茶にする。勉強したい」

　居間に移動し、メイ・メイの淹れるお茶の手順をじっと観察した。

　優ゆう雅がな手つきで、とても綺き麗れいだ。これを、私はできるようになるのか。

「こちらは、鳳ほう凰おう単たん[image: 〓]そうと呼ばれる、青茶の一種ですわ」

　甘あまく、華はなやかな香りがするお茶だ。味わいはスッキリしている。

　飲んでいると、優雅な気持ちになれる一いつ杯ぱいだ。

「鳳凰単[image: 〓]は気分を爽そう快かいにしてくれる効能がございます」

　なんでも、この国でお茶は『養生の仙せん薬やく』と呼ばれているらしい。皆みな、不調を感じたら、お茶を飲んで体調を整えるのだとか。

「お茶も、お薬なんだ」

「わたくし達は、そのように認にん識しきしております」

　だったら、シン・ユーを元気にしてくれるお茶とかもあるのかも！

　薬膳に続いての大発見だ。

「いかがでしょう？」

「気分、よくなったよ！」

　メイ・メイにお礼を言ったら、にっこりと微笑ほほえみ返してくれた。

「奥様が元気になって、嬉うれしいです」

「うん」

　なんというか、私のことを思って準備してくれたことが、何よりも嬉しい。

　お茶を通じて気持ちを伝えるなんて、素す敵てきだなと思った。

　ここで、私は気付く。おもてなしとは、上う手まくお茶を淹れるよりも、相手のことを考えて、楽しませることが第一なのだ。

「……そっか、そういうことなんだ」

　こんな簡単なことを見み逃のがしていたなんて。

「よ～し、頑張るぞ！」

　気分を入いれ替かえ、再び宮廷茶会の準備を行うことにした。

　その前に、シン・ユーに相談したいことができた。帰りを待たなければ。
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　今日もシン・ユーは日付が変わるような時間帯に帰宅してきた。玄げん関かんで出で迎むかえをする。

「シンユウ、おかえり」

「ただいま戻った」

　以前まで「おかえり」と言っても睨まれるだけだったけれど、最近「ただいま」と返してくれるようになった。

　体調が良くなりつつあるからだろうか。シン・ユーはだいぶ穏おだやかになったような気がする。嬉しいことだ。

　しかし顔色は良いけれど目は血走っているし、いつもより疲れているように見える。

「どうした？」

「シンユウ、体の具合、どうかなと思って」

　その前に、夕食はきちんと取ったのかと確かく認にんする。

「まあ……食べた」

「む！」

　その「まあ……食べた」の意味を即座に見み抜ぬく。

「シンユウ、夜ごはん、たくさん食べてないでしょ？　残した？」

「……」

　その沈ちん黙もくは、肯こう定ていを示しているのだろう。恐らく、職場で用意された夕食はほとんど手をつけなかったに違いない。

「ちょっと待っていてね。用意するから」

　朝に焼いてもらったパンが残っているはずだ。それと、簡単なスープでも作ろう。

　ぐっと拳を握っていると、控ひかえていたジン・ピンが声をかけてくる。

「奥様、旦那様は何かご所望でしたか？」

「ううん、何も。でも、ごはん、あまり食べていないから、用意するよ」

「左様でございましたか」

　一緒に調理場に向かい、料理人と一緒に夜食の用意をする。

　作るのは、牡か蠣きのスープ。

「牡蠣は精神の安定と、安あん眠みん効果があるの」

　食材の棚たなから、牡蠣のオイル漬づけを手に取った。この前、牡蠣を市場で買って、作っておいたのだ。他に、カブやタマネギなど、春野菜を刻んで入れる。

　まず、深ふか鍋なべで野菜を炒いため、しんなりしてきたら水を入れる。材料に火が通ったら、牡蠣を入れた。仕上げに、牛乳、塩胡こ椒しようを入れて煮込む。

　味見をしてみる。牡蠣の濃い出だ汁しが、牛乳を入れることによってまろやかな味わいになっている。カブは消化不良を緩かん和わする効果があるので、胃もたれすることもないだろう。

「よし、できた！」

　牡蠣のスープに、丸パンを添そえる。これで完かん璧ぺきだと思ったが──。

「あ、お茶！」

　一緒に飲むお茶はどれがいいのか。厨房にあるものを見せてもらった。

「桂ケイ花カ烏龍茶などいかがでしょう？」

　烏龍ということは、青茶なのか。ジン・ピンに質問をする。

「これ、青茶？」

「いいえ、こちらは花茶になります。花を乾燥させて、烏龍茶にしたものです」

「そうなんだ～」

　うう、難しい。混乱しそう。

　桂花烏龍茶は、黄色い花が入っている綺麗な茶葉だ。

「効能は美び肌はだ効果と眼がん精せい疲ひ労ろう、らしいです」

「なるほど！」

　美肌効果はともかくとして、目が血走っていたシン・ユーにぴったりのお茶だろう。

「ジンピ、お茶、私が淹れたい」

「奥様が、ですか？」

「そう！　宮廷茶会、あるから」

「ああ、そうでしたね」

　作法やお茶の淹れ方を覚えるだけではダメなのだ。もっとも重要なのは、おいしく淹れることだろう。

　私はシン・ユーを実験台にして、お茶を淹れる修しゆ業ぎようをしようと思ったのだ。

　噓うそは言わない人なので、きっと不ま味ずかったら不味いと言うはず。

　シン・ユーの前だと緊張するので、厨房で淹れる。

　今日、メイ・メイに習った工夫式でやってみた。

「うう～ん……」

　ジン・ピンに教えてもらいながらなんとか淹れ終える。

「よし、持って行こ！」

「スープとパンは私がお持ちしますね」

　桂花烏龍茶は美肌効果があるというので、私の分も用意する。

　シン・ユーは食堂で待っていてくれた。

「シンユウ、お待たせ、いたしました」

　せっかく淹れたお茶を零こぼさないように、そっと、そっと運ぶ。

「桂花烏龍茶、でございます」

　シン・ユーは無表情で受け取る。反応は期待していなかった。

　ちょっとにこっとしてくれるだけで、「きゃあ！　私の旦那様素敵～」となるんだけれど。まあいい。

　シン・ユーはさっそくお茶を飲む。表情は変わらないので、おいしいかどうかわからない。

「シンユウ、お茶、どう？」

　近くに寄って、反応を窺うかがう。

「どう、とは？」

「おいしい、まずい、どっちかな～って」

「これは、リェン・ファが、淹れた茶なのか？」

「え、それは、いや～、どうかな」

　不自然な感じの誤ご魔ま化かしになってしまった。これでは、私が淹れましたと言っているようなものだろう。しかし、シン・ユーは正直者だ。はっきりと、言ってくれるはず。

「で？」

「まあ……普通にうまい」

「本当!?　やった～！」

　シン・ユー、おいしかったって。

　私は軽い足取りで席に着き、自分の分の桂花烏龍茶を飲んだ──が。

「うッ!!」

　口の中に広がる苦味。香りはまったくなく、体が飲むことを拒きよ否ひするような不味さだ。

　桂花烏龍茶はこういう味なのか？　「良薬は口に苦し」とも言うし。

　しかし本当に不味い。こういう味なのか、確認してみなければ。

「ジンピ！」

「は、はい」

「これ、どんな味、するお茶？」

「花の甘い香りと、爽さわやかな味わいのお茶でございます」

「そ、そんな～～!!」

　だったら、この苦い味わいの桂花烏龍茶の淹れ方は大失敗だろう。

　私は立ち上がり、シン・ユーに詰め寄る。

「シンユウ、これ、まず～い！　どうして、おいしいって、言った？」

　シン・ユーは私からサッと視線を逸らす。

　逃にがすものかと、私はシン・ユーが顔を向けた方向へと回り込む。

「質問、答えて！」

　もしかして、漢方茶かと思ったのか。そう聞いたら、シン・ユーは「違う」と答える。

「だったら、どうして？」

「リェン・ファが」

「うん」

「一生懸命、淹れてくれたと、思ったから」

「え!?」

　味云うん々ぬんではなく、私が淹れてくれたから、おいしいって言ってくれたの？

　そんなの、照れるじゃないか。淡々とそんなことを話してくれるなんて。

　シン・ユーは私の気持ちを、きちんと真っ正面から受け取ってくれていたのだ。

　じわじわと顔が熱くなるのを感じる。

　私の旦那様、やっぱりちょっと素敵じゃない？　誰だれかに聞きたくなった。

「すっごく嬉しい！　でも、でもでも…………ダメなの！」

「ダメとは？」

「宮廷茶会、あるから」

　皇后様とお妃様、それから六花の奥様方を囲んで行われる年に一回の茶会。

　そこでは、極ごく上じようのおもてなしをしなければならないのだ。

　私はシン・ユーの手を握り、お願いした。

「次から、まずかったら、まずいって言って。お願い……」

　必死の訴うつたえに、シン・ユーはコクリと頷いてくれた。

　安心したところで、作ったスープを食べてもらう。

　シン・ユーは黙もく々もくと、パンとスープを食べている。途と中ちゆうで手を止めて、じっと私を見た。

「ん、何？」

「うまい」

「え？」

「これは、本当だ」

「あ、うん。そっか！」

　まさか、自分から感想を言ってくれるなんて。しかも、おいしいって！

「よかった！」

　シン・ユーは、言葉は少ないし不愛想ぶあいそだけれど、こういう風に優しい一面もある。

　私は本当に、素敵な旦那様と結婚したんだな～っと、心がほっこりした。

「あ！」

　ここで、思い出す。幸せに浸ひたっている場合ではなかったのだ。

「あのね、シンユウ、お願いがあるの」

「なんだ？」

「えっとね、新茶祭、行きたいの！」

　義母にはダメだと言われてしまったので、今度はシン・ユーにお願いしてみる。

「宮廷茶会のお茶、自分で選びたい」

　それから、シン・ユーの体にいいお茶を買いたいのだ。

「ダメ？」

　手と手を合わせて頰ほおに当て、首を傾かしげて可愛らしく聞いてみた。けれど、シン・ユーの表情は途と端たんに険しくなる。

「今、千華の街の治安は悪くなりつつある」

　最後まで聞かなくともわかる。義母と同じで、危ないのでダメだと言いたいのだろう。

　私は耳を両手で覆って叫さけんだ。

「ヤダ～、ダメなの、聞きたくな～い！」

「リェン・ファ、聞け」

「ヤダヤダ～」

　シン・ユーは立ち上がり、耳を塞ふさいでいる私の手首を摑んだ。ぐっと手を引いて、耳から離す。

「新茶祭は、俺おれが連れて行ってやる」

「ヤダ～～、シンユウが連れて行ってくれる……って、え？」

　シン・ユーが、新茶祭に連れて行ってくれるだと？

「新茶祭、行ってもいいの？」

「ああ」

「本当の、本当に？」

「いいと言っているだろう」

「ありがとう!!」

　嬉しくなって、私はシン・ユーに抱きついた。

　ついでに背中に手を回し、体が温まっているか確認する。

　……うん、大丈夫そう。

　シン・ユーは私の体を抱き返し、耳元で「リェン・ファ」と、私の名前を囁ささやく。

「うぎゃ！」

　熱い吐と息いきが耳にかかり、一気に顔が熱くなる。

　自分からシン・ユーに抱きつくとは、なんて大だい胆たんなことをしてしまったのか。

　慌てて距離を取り、早口でおやすみなさいを言った。

「じゃ、私、寝ねるね！　シンユウも、温かくして、朝までゆっくり寝て！」

　照れてしまって、シン・ユーの顔を見ることはできない。そのまま走って食堂から私室へ戻ってしまった。

　まさか、シン・ユーにドキドキするとか……。

　あ、いや、別にいいのか。シン・ユーは旦那様だし。
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　私は上じよう機き嫌げんで翌日の朝を迎えていた。

　シン・ユーは太陽が出る前に出勤したらしい。無理していないといいけれど。

　しかし、嬉しい。新茶祭に行けるなんて。自然と笑えみが浮かんでしまう。

「あなた、どうしたのよ、そんなにヘラヘラして」

「うふふ～」

　しかし、まだ義母に言わないほうがいいだろう。

　義母はダメだと言ったのに、シン・ユーはいいと言ってくれた。これはきっと、喧嘩の種になるに違いない。

　私は、義母のことがずいぶんとわかってきたのだ。

「今日はいい天気だから、嬉しいの」

「まあ、お気楽な子ね」

　ここで、宮廷茶会の準備の進しん捗ちよく状じよう況きようについて聞かれた。

「今はね～、お茶のこと、勉強しているよ。昨日の夜、桂花烏龍茶を淹れた」

「そこそこ頑張っているのね」

「もっともっと、頑張るよ」

「あなたは空回りするから、頑張りすぎてもダメよ」

「わかった」

　朝食を食べ、ひと息つく。ジン・ピンがおいしいお茶を淹れてくれた。

「これ、なんのお茶？」

「こちらは六ロク安アン瓜カ片ヘンという緑茶でございます」

　春風のような香りに、品のある味わいがある。かつて、皇帝に献けん上じようされていたものらしい。

「おいし～」

　シン・ユーにも、こんなおいしいお茶を飲んでもらいたい。と、ここで思い出す。

「あ、そうだ。ジンピ、シンユウ、朝ごはん、食べて行った？」

「いえ、それが、食欲がないようで……」

「また!?」

　シン・ユーったら私が見ていないと、食事をサボる癖くせがある。

「朝ごはん、食べないと、一日の力が出ない、のに！」

「わたくしもそう申したのですが……」

　昼食も職場の食堂で取ることになっているらしいけれど、しっかり食べるか怪あやしい。

　ここでハッとなる。

「だったら私、シンユウのお弁当、作ったらいい！」

　お弁当だったら、きちんと食べたか確認できる。

　こうしてはいられない。私はすぐさま厨房へと走って行った。




「おやおや、奥様は旦那様のお弁当を作られると」

「うん、そう」

　厨房の料理人に説明し、調理場を貸してもらう。

　宮廷茶会の準備をしなければならないので、チャチャっと簡単な料理を作る。

　まずは、溶とき卵に体に良い薬味を入れた卵焼きを作る。それから、体を温める生姜をきかせた鶏とり肉にくのからあげを揚あげた。ほうれん草のお浸しには、栄養豊富な乾燥小エビを混ぜてみる。

　昼食用にと炊たいていたらしい山菜のおこわをおにぎりにして、シン・ユーのお弁当は完成した。

「よし！」

「おやおや、奥様、おいしそうですね」

「ジンピ、ありがとう」

　二段のお弁当は風ふ呂ろ敷しきに包む。

「ジンピ、これ、シンユウに、私が持って行く」

「奥様が直々に、ですか？」

「そう」

　一回、シン・ユーの職場を見てみたかったのだ。

　建物を見るだけでいい。お弁当は守衛さんに渡すつもりだ。

「では、大おお奥おく様さまに外出していいか、聞いてまいりますね」

「うん、よろしく」

　私はメイ・メイを呼んで、身支度を整えてもらうことにした。

　もしかしてダメかなと思っていたけれど、あっさり「行ってもよい」と許可が下りた。

　さっそく出発だ！　と思ったけれど、その前に。

「シンユウに、お茶を淹れてあげようかな」

　職場で飲むお茶を選ぶ。ザン家の棚にはお茶の缶かんや壺つぼがたくさんあるのだ。

「う～～ん、どれに、しよう」

　まだ、完全にお茶の淹れ方を習得しているわけではないが、できれば、おいしいお茶を飲んでもらいたいのだ。

「メーメー、簡単に、淹れられるお茶、ある？」

「そうですね……」

　棚に並べてあるお茶の一つを、メイ・メイは取り出した。

「こちらなど、いかがでしょうか？」

「それは？」

「紅茶です。奥様の国でよく飲まれているお茶でございます」

　これならば、おいしく淹れることができるだろう。私はメイ・メイにお礼を言って、紅茶の入った壺を受け取った。

　その後、外出許可が下りたのでリー・リンを伴い、馬車でシン・ユーの職場まで行く。

「シンユウの仕事場、初めて」

「よかったですね、許可が下りて」

「うん！」

　窓から街の様子を見る。確かに、私がこの国に来た時よりも、人通りは多い。兵士もたくさん行いき交かっていた。新茶祭に備えて警けい戒かいしているのだろう。

　十分ほどで到とう着ちやくする。

「──わっ！」

　馬車から降りて驚きの声をあげる。

　赤い瓦かわらが屋根に敷しき詰つめられた、白はく亜あの立派な建物がドン！　と待ち構えていたからだ。

「大きいねえ」

「軍の本部でもありますからね」

「そうなんだ」

　シン・ユーはここで、朝から晩まで働いているらしい。さっそく、守衛のいる詰つめ所しよへと向かった。

「こんにちは、お疲れさまです」

　門番をしている若い兵士に声をかけると、目を丸くされた。私の髪や目の色が珍しいのか。

　怪しい者ではないと、にっこり微笑みかける。すると、門番の兵士はぎこちない笑みを返してくれた。

　守衛所からもう一人、兵士がやって来た。役職者だろうか。年とし頃ごろは三十代半ばくらいで、剣けんや鎧よろいなど若い兵士よりも良い装備を纏まとっている。

「どうも、すみません。奥様、何かご用でしょうか？」

「夫への届け物を、持って、まいりました」

　一生懸命敬語で応対する。良家の奥様に見えるよう、頑張った。

「旦那様の、ですか。ちなみに所属はどちらで？」

「え～っと……」

　シン・ユーは光こう禄ろく勲くん府ぷで門戸宿衛を司る仕事に就いている、と言いたいところだがなかなか発音が難しい。

「えっと……う～～ん」

「では、お名前をお聞きしても？」

「ザン家のシンユウです」

「ザン家の……って、ザン中ちゆう郎ろう将しようの奥方ですか！」

「そう」

　名前を言って通じるなんて。シン・ユーってば有名人！

「あなたが噂うわさの……」

「え？」

「いえ、なんでも。中郎将にはお世話になっています」

　どうやら、彼はシン・ユーの部下らしい。

　彼は私とシン・ユーの結婚式の日は仕事で、参列できなかったという。

「是非とも、ザン中郎将の晴れ姿を見たかったのですが……」

　門番兵なので、全員参加は難しかったのだろう。

「シンユウ、カッコよかったよ」

「左様でございましたか」

　一応、結婚式のシン・ユーの様子を伝えておく。

「いやはや、素敵な奥様をお迎えになったようで、とても嬉しく思います」

「ありがとうね」

　私は嬉しくなって、リー・リンの持ってくれている弁当を指し示す。

「今日は、シンユウのお弁当を、持ってきたの」

「おお！　愛妻弁当ですか。いいですね」

　愛妻弁当！　そう言われると、照れてしまう。

　シン・ユーがごはんを食べないから、作ってきただけなんだけど。

「奥様直々に持ってきていただけるなんて、ザン中郎将は幸せです」

「そうなんだ」

　出発前に、義母から「こういうことは使用人の仕事なのに」とお小言をもらったのだけど。

　その辺は人によるのかもしれない。

「よろしかったら、ザン中郎将に直接お渡わたしになっては？」

「いいの？」

「はい。確か、今日は執しつ務む室にいらっしゃるはずです」

「だったら、シンユウに、持っていきたい」

「では、手配をしますね。守衛所でお待ちを」

「ありがとう！」

　守衛所の客室で待つこと十分。案内の兵士がやって来た。十五、六くらいの少年兵士である。緊張した面おも持もちで、話しかけてきた。

「お、奥様、今から、ザン中郎将のもとへご案内いたします」

「よろしくね」

「はい」

　守衛所を出て、光禄勲府の敷しき地ち内へと足を踏ふみ入いれる。

　大きな門を抜けて広大な広場を通り過ぎ、建物の中へ進む。

　外観は綺麗だったが、内部は老ろう朽きゆう化しているような気がする。床ゆかは歩くとギシギシ音が鳴り、壁かべの塗と装そうは剝はげかけていた。

　廊ろう下かの隅すみには埃ほこりが溜たまっている。こういうの、地味に気になる。

　窓も少なく換かん気きが十分でないからか、空気も淀よどんでいるような気がした。

　毎日朝から晩までこんな環かん境きようにいたら、シン・ユーの具合も悪くなってしまうだろう。

　食欲が湧わかなくなるのも、わかる気がする。

「リイリン、けっこう中は……古いね」

　汚きたないとは言えず、遠回しに言った。

「予算が回ってこないのでしょう。ザン家のお屋や敷しきとは大違いです」

　確かに、ザン家は外も中も綺麗だ。きちんと、手入れが行き届いている。

「みんなが、頑張っているからね」

「その前に、旦那様がきちんと予算を振り分けているからでしょう。庭の手入れをするにも、壁を塗ぬりなおすにも、お金が必要ですから」

「そっか。そうだよね」

　私が快適に暮らしているのは、シン・ユーをはじめとする皆のおかげだ。不足のない生活が送れることを当たり前だと思わずに、日々感謝をしなくては。

　長い廊下を抜けた先に、シン・ユーの執務室があった。

「ザン中郎将、奥方を連れてまいりました」

「入れ」

　シン・ユーの声が聞こえた。なんだか、いつもより声が硬かたい気がする。

　もしかして急な訪問だったから、怒っている？

　執務室に入るのは恐おそろしい気がしたが、勇気を出して入らなければ。

　重じゆう厚こうな二枚扉とびらが開かれる。どうぞと手で示された。

「奥様、お弁当を」

「あ、はい」

　リー・リンより差し出された弁当箱を受け取って、中へと進む。

　入った瞬間、扉は閉ざされ、シン・ユーと二人きりにされてしまった。

　リー・リンも一緒だと思ったのに、そんな！

　執務室は真っ赤な絨じゆう毯たんが敷かれ、本棚と卓子、長なが椅い子す、執務机、火ひ鉢ばちがあるだけという簡素な部屋だ。壁には龍の絵が描かれているが、古びていた。

　部屋には小さな窓が手の届かない位置にあるばかり。廊下のように埃っぽさはないものの、インクの匂においが充じゆう満まんしていて良い環境とは思えなかった。

　そして、シン・ユーは──眉間に皺を寄せた険しい表情で私を見ている。

「あ、シン・ユー、ご、ごきげんよう」

　貴婦人の挨拶をしてみたが、表情が和やわらぐことはない。

「お弁当、持ってきたよ」

　卓子に置いてさっさと帰ろうとしたが、シン・ユーは座すわったまま私に手を差し伸べる。自分は動かずに、寄こせというのか。なんという俺様。

　早足で近付き、お弁当箱を差し出した。

「はい、ど～ぞ」

　シン・ユーは黙だまったまま受け取る。じっと、穴が開くほど弁当箱を見つめていた。

「ど、どうしたの？」

　あまりにも見つめるので、質問してみた。

「リェン・ファ。いったい、なぜ弁当を？」

「シンユウが、ごはん食べない、からだよ」

　たくさん食べて大きくな～れと言ったら、眉間の皺がさらに深くなった。そんなに怖い顔しなくてもいいのに。

「シンユウの好きな物を作ったから、残さず食べてね」

　いや、シン・ユーの好きな料理なんて知らないけれど。なんとなく、卵料理は好きなんじゃないかな？　みたいな認識だ。

「あと、空気がキレイなところで、食べてね」

　室内はダメだ。空気が淀んでいる。あ、天てん井じように埃がくっついているのを発見してしまった。取り除きたいけれど、届かない。

　高い位置にある窓は開かないのか。せめて換気だけでもできたら、違うのだろうけれど。

「うう……ここのお部屋、汚い。お掃そう除じしないと」

「人手が足りないのだ」

「だったら、私がお掃除したい」

「ダメだ」

　ですよね。そう言われるのは、わかっていたけれど。

　心配なのはシン・ユーだけではない。兵士は体が資本なのに、こんな劣れつ悪あくな環境にいるなんて……。

　子どもの頃、祖国の騎き士し隊の見学に行ったことがあるけれど、掃除は行き届いていて綺麗だったような気がする。こんなにも、環境が違うとは。

「リェン・ファ、俺は大丈夫だ」

「大丈夫、じゃないよ！」

　何もできないなんて、無力だ。なんだか悔くやしくなる。

　俯うつむいていたら、シン・ユーが私の頭を撫でた。

「俺には、リェン・ファの弁当がある。だから、心配するな」

「シンユウ……」

　辛つらくて、悲しくて、思わず抱きつきそうになったが、シン・ユーの怖い顔を見た途端に体がピタリと止まった。

　危なかった。感情に流されるがまま、シン・ユーに抱きつくところだった。

「どうした？」

　手を前に出した状態で固まる私に、シン・ユーが声をかける。

　行き場を失った手を上に挙げて、「シンユウ頑張れ～」と応おう援えんの姿勢を取った。

　それから気を取りなおして、シン・ユーのために紅茶を淹れる。まずは、薬や缶かんに家から持ってきていた水を入れて、火鉢で湯を沸わかす。

　湯が沸くのを待つ間、茶器を準備した。

　壺の中の紅茶は最後の一回分だった。ザン家に来たばかりの頃、メイ・メイや、ジン・ピンが私を励はげますために、何度も淹れてくれたのだ。

　それを思い出すと、心がじんわりと温かくなる。私は今まで、たくさんの人に支えてもらったのだ。

　私はシン・ユーを、同じように支えたい。心を込めて、紅茶を淹れた。

　桃ももの花が描かかれた茶器に紅茶を注ぎ、シン・ユーへと差し出した。

「シンユウ、どうぞ。これ、私が大好きな、祖国のお茶」

「ああ」

　本当はミルクティーとかにしたかったけれど、お弁当には普通の紅茶ストレートテイーが合うだろう。

　シン・ユーは一口飲んで、私に感想を言ってくれる。

「これは、おいしい茶だ」

「本当？　嬉しい！」

　紅茶を気に入ってくれて、とても嬉しい気分になった。

　お弁当は渡したし、紅茶をふるまうこともできた。任務は完かん了りようだろう。

「そんなわけなので、私、帰るね」

　踵きびすを返かえし、扉に向かっていたら思いがけない言葉をかけられる。

「リェン・ファ、感謝する」

「え？」

　シン・ユーが優しい声こわ色いろで、お礼を言った。私は驚いて、振り返る。

　しかし、顔は怖いままだった。こんな時くらい、笑顔を浮かべてもいいのに。

　でも、シン・ユーは喜んでくれているようだ。私にだって、彼のためにできることがあるのだと嬉しくなる。

「シンユウ、またあとでね。帰ってくるの、待っているから」

「今日は、遅おそくなるかもしれないが」

「あ、だったら先に寝ているかも」

　そんな言葉を返すと、シン・ユーはふっと淡あわく微笑む。

　最後の最後で笑うとか！　表情の飴あめと鞭むちの使い方が巧たくみすぎる！

　これ以上は見ていられない。心臓に悪すぎる。そう思って、執務室から出たが──。

「わっ！」

　扉の向こうには、たくさんの兵士と、迷めい惑わくそうな表情を浮かべて佇たたずむリー・リンの姿が。

「あ、あれがザン中郎将の奥方！」

「か、可愛い……」

「あの、冷れい徹てつなザン中郎将が溺でき愛あいするのもわかる」

　兵士達は何やら早口で捲まくし立たてていたが、何一つ聞き取れなかった。それよりも、背後からものすごい圧力を感じる。

「お前達、何をしているのだ！」

　気配なく接近していたシン・ユーが、兵士達を怒ど鳴なりつける。

「ひえええ、シンユウ、ごめんなさ～い！」

　あまりの迫はく力りよくに、私まで謝あやまってしまった。

　その後、シン・ユーが守衛所まで送ってくれたが、別わかれ際ぎわにお言葉を受ける。

「リェン・ファ。お前はもう、ここへは来るな」

「……うん」

「届け物がある時は、ジン・ピンに言え」

「わかった」

「お前を、他の者に見られたくない」

「ご、ごめんね。恥ずかしい奥さんで」

　やはり、私が直接持って来るべきではなかったのだろう。
















　シン・ユーの顔を見上げると、怒っているような、困っているような、なんとも言えない表情を浮かべていた。

「違う、そうではない」

「だったら、どういう意味？」

「……」

「シンユウ？」

「今日はもう帰れ」

「わかった」

　再度、シン・ユーに頭を下げてから立ち去る。

　馬車の中で、反省していた。

「リイリン、やっぱり、おかーさんの言うとおりだったよ」

　義母の言うことを聞いていたら、シン・ユーに迷惑をかけることもなかったのだ。

「シンユウ、恥ずかしいって。私、他の人に見られるの、イヤだったのかな」

　美人じゃないし、ちんちくりんだし。礼れい儀ぎだって完璧ではない。ザン家の恥はじになってしまったのだろうか。

「まあ、そうですね」

「うっ！」

　リー・リンは相変わらず、容よう赦しやない。メイ・メイだったら優しく励ましてくれただろうけれど。

「シンユウに、迷惑、かけたくなかったのに」

「奥様、違いますよ」

「え？　何が、違う？」

「旦那様は、他の兵士に奥様を見せたくなかったのです」

「うん？」

　それはどういう意味なのか。どうやら、私が最初に言った「見られたくない」とは違う意味のようだ。

「もどかしいのではっきり言わせていただきますが──兵士達は奥様を見て好感を抱いだきました」

「そうなの!?」

　華族の奥様っぽく振る舞えていたのだろうか？　だとしたら、嬉しいことだ。

「それが、旦那様は面おも白しろくなかったようです」

「どうして？　華族の奥様として振る舞えたの、嬉しくないの？」

「奥様の思う好感と、旦那様の思う好感にはズレが生じているのですよ」

「ええっ、難しい」

　好感に種類があるなんて、知らなかった。もう一つの意味とは、どんなものなのか。

「それは、私が説明すべきものではありません。奥様がご自身で気付かなければ意味がないです」

「そ、そんな～」

　リー・リンは詳しく教えてくれるつもりはないようだ。

「一点だけ、言わせていただきます。旦那様が奥様に職場に来るなと言ったあと、奥様は落ち込んでいましたよね？」

「うん」

　だって、私の好意がシン・ユーには迷惑だったんだと気付いたから。

「奥様が背を向けたあと、旦那様は、お辛そうにしておりました」

　あの、謎なぞの表情は辛いものだったのか。非常にわかりにくい。

「でも、どうして？」

「職場に来るなと言ったことが、旦那様の我わが儘ままだからですよ」

「シンユウの、我儘だった？」

　通常、華族の奥方が職場に届け物をすることはない。だから、行ってはいけなかったのだと、思っていた。だが、シン・ユーが来るなと言った理由は、他にあるらしい。

　我儘とはいったい……？

「う～ん、う～ん。難しい」

「それがわかったら、奥様は旦那様に、もっと好感を抱くかもしれません」

「そっか」

　いくら考えてもわからないので、この問題は頭の隅に追いやった。

　とりあえず、シン・ユーはお弁当を受け取ってくれたのだ。それだけでも、喜ぶことにしようと思った。
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　新茶祭と宮きゆう廷てい茶会の開かい催さいまで、残り一ヶ月となった。今まで以上に、準備に追われている。

　やらなければならないことは、お茶やお菓か子しのことだけではない。

　茶会に来ていく服も作るというのだ。仕立屋をザン家の屋や敷しきに呼んで、布選びを行う。

「ダメよ！　金の髪かみにその布は合わないわ」

　服に使う布はリー・リンとメイ・メイで選ぼうと思っていた。しかし、客間にやって来たのは義は母はだった。私よりも真しん剣けんに、私の服の布を選んでいる。

　なんだかんだ言って、義母も優やさしい人なのだ。こうして、いろいろと手を尽つくしてくれる。

「おかーさん、ありがと」

「何よ、急に」

「嬉うれしいから」

　母と二人でお買い物なんて、もう二度とできないと思っていた。しかし、私には義母がいるのだ。

「お喋しやべりなんかしていないで、さっさと準備を進めなさい。午後からは、髪飾かざりを選ぶから、どんな品が欲ほしいか、考えておくのよ！」

「は～い」

　いろいろ揃そろえてくれるのは嬉しい。けれどまた、とんでもない額になりそうだ。かつて貧びん乏ぼう貴族だった私は、戦せん々せん恐きよう々きようとしていた。

　しかし、ザン家の嫁よめとして恥はずかしくない格好と振ふる舞まいをせねば。

　体面を重んじる華か族ぞくって、本当に大変だ。




　布選びが終わったあとは、お茶淹いれの修しゆ業ぎようをする。

　私の不器用さを見かねた義母が、付き合ってくれるようにもなった。

　シン・ユーと違ちがって、義母は容よう赦しやない。不ま味ずいしか言わないのだ。

　日々、悪あく戦せん苦く闘とうしている。

　お菓子については、私の祖国のお菓子に薬やく膳ぜんを取り入れてはどうだろうかと、メイ・メイが助言してくれた。

　突とつ飛ぴなものは受け入れにくいと思うので、なるべく親近感のあるお菓子でと義母からも注意される。

　その前に、まずはお茶の種類を決めなければ。

　そうこうしているうちに、新茶祭が始まった。今日から一ヶ月間、毎日行われるのだ。

　初日は会場が混み合うので、シン・ユーと行くのは一週間後となった。
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　──一週間後。

　私のお茶淹れ技術が上達したころ、待望の新茶祭となる。

　朝食後、メイ・メイが身み支じ度たくを手伝ってくれた。

「治安がよろしくないので、少々地味な服装となってしまいますが」

「いいよ」

　この前も、政治に不満を持つ市民達が皇こう帝てい像を倒たおすという事件があったと聞く。華族の店も暴動に巻き込まれているらしい。

　私達華族が浮うかれた格好で市民の集まる場所へ行ったら、事件に巻き込まれる可能性だってあるのだ。

　メイ・メイは紺こん色いろの布地で作られた服を、申し訳なさそうに取り出した。

「奥おく様さまには、華はなやかな色がお似合いになられるのですが……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。紺こんも、好き」

　メイ・メイに着せてもらう。

「あ、きれい！」

　全身紺色の服だけれど、よく見たら襟えりや袖そでにレンの花の刺し繡しゆうが刺さされていた。布と同じ紺色の糸で刺繡されているので、じっと見ないとわからない。

「嬉しい。メーメー、ありがとね」

　お礼を言うと、メイ・メイは困った表情を浮かべる。

「ん、どうしたの？」

「口止めされていたのですが……こちらは、大おお奥おく様さまがご用意されました」

「え、おかーさんが？」

「はい。奥様に、危険がないようにと」

　もしかして、義母ってば私のことが大好きなのではないだろうか？

　普ふ通つう、嫁にここまでしてくれない。

「よく見ないとわからない刺繡が入っているのも、大奥様が頼たのんで仕立てたようで」

　しかも、私の大好きなレンの花だ。周囲の人達に好きだと訴うつたえ続けた甲か斐いがある。

「そっか～、そうだったんだ～」

「あ、あの、奥様、わたくしが話をしたことは」

「うん、大丈夫。内ない緒しよなんだよね！」

　思いがけず、義母の愛を知ってしまった。

　これからは、素す直なおに愛を示してくれるといいんだけれどね。って、難しいか。

　髪は編み込みにして、後頭部で纏まとめてくれた。

「人込みで怪け我がをされる可能性があるので、御髪おぐしに櫛くしも差せませんが」

「ううん、平気。髪型、かわいくしてくれて、ありがとね」

「もったいないお言葉でございます」

　身支度が整ったら、出発となる。

　居間に行くと、黒尽くめの格好をしたシン・ユーが腕うで組ぐみして座すわっていた。

　相変わらず、ただ者ではない感がすごい。

「シンユウ、お待たせ」

「ああ」

　義母もいて、仲良く（？）お茶を飲んでいたようだ。

「おかーさん！」

　駆かけ寄よって、ぱっと腕を広げて抱だきつきそうになったが寸前で留まる。義母が服を準備してくれていたことは内緒だったのだ。

「な、何よ！」

　途と中ちゆうで動きが止まったので、義母に不ふ審しんがられる。左右の頰ほおに手を当てるという適当なポーズを取って、誤ご魔ま化かしておいた。

「か、かわいい？」

　そんな質問をすると、義母はぷいっと顔を逸そらしながら答えてくれる。

「普通よ、普通」

「ええ～～」

　やはり、私を素直に可愛かわいがってくれるということはなさそうだ。わかってはいたけれど。

「シンユウ、準備できたから、お祭り、いこ？」

「あなた達、気を付けるのよ？　リェン・ファは迷子にならないように、気を付けて。シン・ユーはリェン・ファから、ひと時も目を離はなさないで」

　義母は繰くり返かえし、注意を促うながす。私達はもう子どもではないのに、この言い様だ。

「母上、そこまで言わなくても、わかっている」

「本当に？」

「しつこい」

　だんだんと、険悪な雰ふん囲い気きになる。

　やめて～、喧けん嘩かはやめて～。心の中で訴えた。

「私は、心配して言っているのよ？」

「今の街中が危険なのも、重々承知している」

「シン・ユー、真面目に聞いているの？」

「いちいち言われなくとも、わかっている」

　言葉がだんだんと刺とげ々とげしくなった。激しくなる前に、私は二人の間に割り込もうとしたが──義母は目をキッと吊つり上あげ、怒いかりの形相となって叫さけんだ。

「私は、この子が可愛いから、連れて行かれないか、心配して言っているのよ!!」

「まさかの!!」

　義母の心配の理由を聞き、私も一いつ緒しよになって叫んでしまった。

　ゆっくりと、義母の顔を見る。みるみるうちに、赤くなっていた。

「おかーさん」

　呼びかけると義母はハッと我に返り、私の背中をぐいぐいと押おし出だす。

「早く行ってきなさい！　暗くなる前に帰ってくるのよ！」

「おっとっと……。は～い」

　こうして、義母に追い出されるように私とシン・ユーは家を出ることになった。

　新茶祭の会場までは馬車で向かう。

　道が混んでいるかなと思いきや、案外空いていた。

「シンユウ、道がスイスイなの、意外だね」

「ここは、華族だけが通れる道だからな」

「そうなんだ」

　まさか、そんな道があるとは。こういうのも、市民から反感を買っていそうな気がする。

「それに、華族の者達は、新茶祭に行かないからな」

「そっか」

　新茶祭は市民のお祭りらしい。華族達は新茶の時季に合わせて、お茶会を開いて楽しむのだとか。

　新茶の買い出しは、主に使用人の仕事らしい。

「じゃあ、シンユウも行くの、初めて？」

「仕事では、何度も行ったことがある」

　喧嘩の仲ちゆう裁さいに行ったり、無許可で販はん売ばいしている店を摘てき発はつしたり。新人時代は毎日のように新茶祭に行かされていたようだ。

「そっか」

　危険なことがわかっているから、ダメだと言ったのだろう。

「シンユウ、新茶祭に一緒に来てくれて、ありがと」

　にっこり微笑ほほえみかけたのに、シン・ユーはふいと顔を逸らす。親子揃って、素直ではないようだ。




　十分後、新茶祭の会場に辿たどり着つく。

「──わっ、すごーい！」

　広い通りには天幕が張られた露ろ店てんが軒のきを連ねていた。風に乗って、濃こいお茶の匂においが辺り一面に漂ただよっている。

　お茶は量り売りなのだろうか？　どこの店も、大きな麻あさ袋ぶくろに詰つめられた状態で売っているようだ。

　しかし、義母やシン・ユーの言っていたとおり人が多い。

「おお、人、すごいね。ちょっぴり、怖こわい」

「どうする？　帰るか？」

「行く！」

　ここまで来たのだ。行かないわけがない。

「リェン・ファ、手を」

「ええっ……」

　また、子どもみたいに手を繫つながなければならないようだ。大丈夫なのに。

「シンユウ、手、繫がないと、ダメ？」

「ダメだ」

「ううっ」

　別に嫌いやなわけじゃなくて、こう、恥ずかしいというか……。

　我わが儘ままを言ってここまで連れてきてもらったので、言うことも聞かなくては。

　手を差し出そうか迷っていたら、シン・ユーに手を握にぎられた。私の手をすっぽりと覆おおう、ごつごつとした、大きな手だ。こうして触ふれていると、戦う人だということがわかる。

　しかし、こういうのは照れてしまう。ドギマギとしていたら、声をかけられた。

「行くぞ」

「あ、はい」

　私はシン・ユーに手を引かれ、新茶祭の会場に一歩足を踏ふみ入いれたのだった。




　遠くから見るよりも、実際に足を踏み入れたほうが混雑を実感した。これは、手を繫いでいないと一いつ瞬しゆんにして迷子になってしまう。

「この辺りは、商人向けの店だ」

「そ、そうなんだ」

　周囲を見てみれば、小麦を入れるような大きな袋ふくろで購こう入にゆうしている人ばかりだ。

「別の通りに、試ためし飲みができる店がある」

「そっちがいいかも」

　シン・ユーと二人、頑がん張ばって人込みをすり抜ぬけて目的の通りに向かった。

　新茶祭の中央会場は、量り売りをしていたところよりも混雑していなかった。

「ここは売り場が広いから、客も散り散りになっているのだろう」

「なるほど」

　さっそく、露店のお茶を覗のぞき込こむ。

　紙に包まれていたり、缶かんに入っていたり、藁わらの中に縛しばられていたりと、さまざまな包装で売られている。見ているだけで楽しい。

「お嬢じようちゃん、お茶、飲んでみるかい？」

「わあ！」

　お嬢ちゃんじゃなくて、奥さんだけど。まあ、いっか。

　差し出されたお茶を受け取って覗き込む。

「普洱プーアール茶チヤアだよ」

　見た目は濃い色のお茶だ。なんだろう、饐すえた感じと表せばいいのか。けっこう独特な香かおりがする。

「黒いから、黒茶？」

「そうだよ」

　味わいはさっぱりとしていて、ほんのりと苦味を感じたあとに甘あま味みが口の中に広がった。

「これは、コウジカビ菌きんで発はつ酵こうさせて作るんだ」

「えっ、カビ!?」

　カビといっても、人体に有益な作用を与あたえる物質らしい。饐えたように感じた正体はコウジカビだったようだ。

「これは、洗茶をして、沸わき立ての熱湯で飲んだらおいしいよ」

　なんと、茶葉を洗うとな。新しすぎる。

「洗茶、どうやってするの？」

「茶葉に湯をかけて、数秒浸つけたあと湯を捨てるんだよ」

「そうなんだ。ありがと」

　普洱茶はおにぎりみたいに丸めた形で売っているのが面おも白しろい。茶葉を崩くずして使うらしい。

　癖くせのある味わいだけど、私が作れるお菓子との相あい性しようはどうだろうか。こればかりは、実際に作って食べてみるしかないけれど。

「リェン・ファ、どうする？」

「う～～ん」

　いろいろ教えてもらったしお菓子との組み合わせも未知数だったので、拳こぶし大に固められた普洱茶を二つ購入した。

　他にも試飲をさせてもらったけれど、いまいちで「これだ！」というのはない。

「シンユウ、どうしよう」

　綺き麗れいな花茶だったら見た目も綺麗だしいいかなと思ったけれど、美しさで誤魔化してもいいのかな？

　でもやっぱり、お茶といったら、茶ちや菓が子しとの相性が第一だろう。

「リェン・ファ」

「ん？」

　シン・ユーが指差した先にあったのは──紅茶！

「あ、あれ！　私の祖国のお茶！」

　駆け寄って見ようとしたけれど、シン・ユーが私の腰こしを抱き寄せた。

「ぎゃあ！」

　驚おどろいて叫んだ瞬しゆん間かん、荷物を持った商人が目の前を通り過ぎていく。危あやうく、ぶつかるところだったのだ。

「リェン・ファ、危ない」

「はい、すみません、でした」

　嬉しくなってつい、周囲が見えていなかったのだ。

「前にもこんなことがあった」

「はい、ござい、ました」

「その時にも、注意した」

「はい、注意、されました」

　なんで、市場の中心でシン・ユーに怒おこられているのだろうか。……いや、私が悪いのだけれど。

「その失敗を踏まえて、これからどうする？」

「シンユウから、離れません」

　その答えは正解だったのか、シン・ユーは頷うなずいて反省会は終しゆう了りようとなる。

　こうして、ようやく紅茶を売る店に近付くことができた。

「シンユウ、これ、この前淹れてあげた、紅茶だよ」

　お手頃価格だけれど、けっこうおいしいのだ。

　祖国にいた頃、給料日はミルクティーにするという贅ぜい沢たくな飲み方をしていた。この国にやって来て一年も経たっていないのに、懐なつかしく思う。

　気になるお値段は──あれ？　意外と安い。なぜなのか。まあ、安いに越こしたことはない。さっそく、シン・ユーにおねだりしてみた。

「シンユウ、これ、買ってもいい？」

「十缶でも二十缶でも、好きなだけ買え」

「いや、そんなにいらないけれど」

「大たい華か輪りん国こくの者は紅茶をあまり飲まない。だから、なかなか店でも売っていない。まとめ買いをしておかないと、次に入手できるのは一年後の新茶祭になる」

「あ、そうなんだ」

　でも、十缶とか買いすぎでは……？　と、そんなことを考えている間に、シン・ユーが店主に注文していた。家に届けるように、頼んでいる。

「シンユウ……！」

「遠えん慮りよはするな」

「うん、ありがとう」

「それに、宮廷茶会も、なんだったらこの茶をふるまえばいい。この前飲んだ紅茶は、おいしかった。自信を持っていい」

　シン・ユーの言葉を聞いて、ハッとなる。

　そうだ。私は、今までずっと紅茶を飲んできた。たぶん、この国で一番おいしい飲み方を知っている。

　しかし、ふと疑問に思う。

「でも、紅茶でいいのかな？」

　紅茶はあまり飲まないと言っていた。だったら、親しみのある大華輪国のお茶のほうがいいのではないのか。そんな考えが頭を過よぎったが、シン・ユーが私の背を押してくれる。

「大事なのは、茶の種類ではない。もてなす心だ。リェン・ファが一番おいしいと思う茶を、皆みなにふるまえばいい」

　シン・ユーのその言葉で、モヤモヤしていたものが、パッと晴れてなくなる。

「そっか。私、紅茶でおもてなし、してもいいんだ！」

　嬉しくなって、シン・ユーの手を取ってお礼を言う。

「シンユウ、ありがとう！　シンユウのおかげで、お茶が決まったよ！」

　今度は顔を逸らさずに、まっすぐ私を見て頷いてくれる。

　にっこりと笑いかけたら、わずかに微笑み返してくれた気がした。気のせいかもしれないけれど。

「あの～、お客様？」

「ハッ！」

　店主に話しかけられて、我に返る。シン・ユーと街まち中なかで手と手を取り合っていたなんて。

　だんだんと顔が熱くなるのを感じながらも、買い物を終えた。




　続いて訪おとずれたのは、茶菓子を売る露店の通りだ。

　紅茶と合わせるお菓子を考えるため、見て回る。

「わあ、お菓子、たくさんある！」

　黒豆の砂糖絡がらめに、話ホワ梅メイという、干した梅のお菓子。揚あげ菓が子しに、炒いったハシバミの実、乾かん燥そう果物など。

　基本的に、素材の味を楽しむものが多いようだ。

　売り場を見ていたら、試食品をたくさんもらった。中でもおいしかったのは、干した杏あんずの実。甘あま酸ずっぱくてお茶との相性が良さそう。

　たしか、杏の実は血行を良くする効果があると、薬膳の本に書いてあったような。

　商品を見ていると、あれもこれもと欲しくなってしまう。厳選に厳選を重ね、数種類の乾燥果物を購入した。

　最後に、義母へのお土産みやげとして、杏シン仁レン酥スーという、アーモンドクッキーみたいなお菓子を買った。

「ふう、こんなものかな？」

　宮廷茶会の買い物はこれにて終了。

　荷物はすべてシン・ユーが持ってくれている。申し訳ないと思いつつも、非常に買い物がしやすくてありがたかった。

　目的はすべて達成したので、ホッと息を吐はく。

「シンユウ、付き合ってくれて、ありがと」

　もう帰ろうか。そんなことを提案したが、もう一ヵ所、行くべきところがあるらしい。

「何が、あるの？」

「せっかくだから、屋台で昼食を取って帰ろう」

「本当!?」

　なんでも、お茶を使った料理が食べられるらしい。お茶の料理とは、いったいどんなものなのか。非常に気になる。

　大通りを抜け、小道に入ったところに料理が売られている屋台が並んでいた。

「わあ、すご～い」

　お茶で茹ゆでた鶏とり肉にくの入ったスープに、豚ぶた肉にくの渋しぶ茶ちや煮に、ゼリーや饅まん頭じゆうなどすべてお茶を使った料理だという。シン・ユーは一いつ軒けん一いつ軒けん指差しながら教えてくれる。

「あれは烏ウー龍ロン茶チヤアを入れて作った角かく煮に、そっちは普洱茶で煮に込こんだ茶卵」

「へえ～～」

　茶卵は殻からのまま煮込むようで、剝むいたら網あみ目め模様が付いている。煮ているうちに卵の殻が割れてお茶の色が白身に付着し、このような柄がらになるらしい。

　いろいろ買って、食事ができるように用意された卓テー子ブルに広げる。

　なんと、お茶がサービスでいただけるようだ。

「どれになさいますか？」

　品目表を示され、ウンウンと悩なやむ。料理がこってり系なので、さっぱりとした緑茶がいいのか。それとも、脂し肪ぼうを洗い流す効果がある黒茶がいいのか。

　シン・ユーは茉莉花ジヤスミン茶チヤアを選んでいた。ふわりといい香りが漂っていたので、私も同じ物を頼んだ。

「茉莉花茶は、消化促そく進しん効果があるので、お食事にはぴったりですよ」

　給きゆう仕じ係のお姉さんに、耳寄りな情報を教えてもらった。

　席に着いて、食事を始める。

　まずは、豚の角煮から。お茶で煮込むことによって、お肉が柔やわらかくなるのだとか。

　箸はしで割さけるほどトロトロになった角煮を、一口大にして食べた。

「──むっ！」

　舌の上で肉がとろける！　脂あぶら身みが付いているんだけれど、しつこくない。あっさりとした味わいだ。お茶で煮ているからだろう。

「これ、おいしい！」

「そうか」

　シン・ユーは食べずに、私をじっと見ていた。

「シンユウも、食べて」

　気を抜いているとぜんぜん食べないので、しっかり監かん視ししておく。

　私が見張る中、シン・ユーは豚の角煮を口に運んでいた。

　食べる時に眉み間けんに皺しわが寄っているのはいつもと同じだけれど、よく嚙かまずに飲み込んでいた。

「どう？　おいしい？」

「味が、濃い」

　しっかり味付けした食べ物のおいしさがわからないなんて……。いや、健康のために薄うす味あじの食事を与えているのは、まぎれもなく私なんだけど。

「だったら、シンユウがおいしいって思う角煮、作るね！」

　健康にいいお茶でぐつぐつ煮込んで、食べさせるのだ。新しい料理を外出先で思いつくなんて、冴さえている。シン・ユーをもっともっと健康にしなければ。使命感に燃えてしまった。

　他にもいろいろ食べたが、お茶を使った料理はどれもおいしかった。大満足である。




　食事を終えたので、家に帰ることにした。再び、シン・ユーと共に手を繫いで歩く。

　街中は『新茶祭』と書かれた赤い提ちよう灯ちんがいくつも吊つるされていて、いつも以上に華やかだ。道行く人達も、とても楽しそう。

　きょろきょろと見回していたら建物の路地に人の姿が見えて、視線が向いてしまった。

　裾すその解ほつれた、悪く言ったらボロを着た子どもが二人いる。見たところ、六歳さいから七歳くらいだろうか？

　子ども達は食堂の店員相手に、必死の様子で何かを訴えていた。

「それ、捨てるんだったらちょうだい！」

「ちょうだい！」

　捨てようとしていた食材が欲しいようで、小さな手を精せい一いつ杯ぱい伸のばしていた。すごく瘦やせていて、見ているのも辛つらくなる。

「どうした？」

　突とつ然ぜん立ち止まった私を、シン・ユーは訝いぶかしげな表情で見る。

「あれ？」

　私は子ども達を指差す。すると、シン・ユーの表情が歪ゆがんだ。

「シンユウ、どうして、あんなことを？」

「愚おろかな政策のせいだ」

　ぼそりと、低い声でシン・ユーは言う。

　なんでも皇帝が政治資金を集めるために、税率を上げたらしい。その結果、資し金きん繰ぐりが上う手まくいかなくなった事業主が増え、雇こ用よう者を解かい雇こすることになったようだ。

「街は失業者で溢あふれている。その日の食事に困る者もいるほどだ」

「……だから、国民の暴動、起きたんだね」

　シン・ユーは重々しい様子で頷いた。

　この先、この国はどうなるのだろうか。国民の反感を買っていたら、そのうち大変なことになりそうな気がする。そうなったら、私達の暮らしもこのままというわけにはいかなくなるだろう。

「シンユウ、なんだか、とても悲しい……」

　お腹なかを空かせて食べ物を乞う子どもがいるなんて。信じられない光景だ。

　華族の平和な生活も、脅おびやかされる可能性があるのだ。

「大丈夫だ」

　シン・ユーは私の手をぎゅっと握り、答えてくれる。

「でも、怖いよ……」

　国民の暮らしは困こん窮きゆうしているのだ。その怒りは、計り知れないだろう。

　いつか、大きなことが起きるとしたら、武官であるシン・ユーは騒そう動どうの鎮ちん圧あつに駆り出されてしまうかもしれない。

「政府にも貧しい民たみのことや、国の将来について考えている者達はいる。だから、心配しないでほしい」

「……うん」

「それに、もしものことがあったら、リェン・ファのことは、俺おれが守るから」

「シンユウ……」

　シン・ユーはそう言うけれど、きっと、今のまま守られるだけではダメだ。

　私も、ザン家を守らなければ。それが、妻としての役目だろう。

　義母も、使用人のみんなも、私が守る。

　そんな強さが、今後この国で生きるために必要な気がした。




　新茶会は賑にぎやかで、街は活気で溢れている。しかし、その裏で苦しんでいる人達がいた。

　今、私にできることはあるのか。しっかり考えなければ。
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　シン・ユーは、宮廷茶会では私が慣れ親しんだ紅茶で皇后様やお妃きさき様をもてなせばいいと言ってくれた。

　私も、そのほうがいいと思う。

　この紅茶の飲み方で一番おいしいのは、ミルクティーだろう。

　まず、大華輪国の人達に抵てい抗こうがない味かどうか、使用人の皆に味見をしてもらった。

　久々に、ミルクティーを淹れる。

　ポットとカップを湯で温める。次に、温まったポットに茶葉を入れ、熱湯を注いで蒸むらす。

　カップに紅茶を注ぎ牛乳と砂糖を入れたら、ミルクティーの完成だ。贅沢に、紅茶と牛乳は半々の割合にしてみる。

　リー・リンとメイ・メイ、ジン・ピンに飲んでもらった。

「おいしいです」

　意外にも、最初においしいと言ってくれたのは、リー・リンだった。

　彼かの女じよの父親は私と同郷で、この国でもミルクティーをたまに飲んでいたらしい。

　一方で、メイ・メイとジン・ピンは微び妙みような反応だった。

「少々、こってりしていますね。私みたいな中年は、胃がもたれそうで」

「わたくしも、ちょっとコクがありすぎるように感じました」

「なるほど」

　普ふ段だん、ほんのりとした風味のお茶ばかり飲んでいるので、慣れない味なのだろう。

　私にとってとびきりの贅沢である牛乳多めの作り方は、大華輪国の人の口には合わないようだった。

「だったら、牛乳減らしてみるね」

　すぐさま、淹れなおしてみる。茶葉の味が濃いほうがいいかなと思い、蒸らす時間も増やしてみた。

　まず、私が味見をする。

「う～ん、ちょっと、濃いね」

　牛乳でまろやかな風味になっているけれど、後味に渋しぶみが残る。そんなミルクティーが完成した。

　次に味見をしたリー・リンも、わずかに眉まゆを顰しかめている。

　これも微妙かも。そんな風に思っていたが、意外や意外。ジン・ピンとメイ・メイには好評だったのだ。

「おお、奥様。今度はおいしいです」

「わたくしも、これだったら飲みやすいですわ」

「そっか～」

　どうやら、この国の人達には、牛乳少なめで紅茶は濃いめが口に合うらしい。

「みんな、ありがと」

　あとは、シン・ユーや義母相手に作って、味の微び調節をしよう。

　さっそく、帰宅したシン・ユーに特製のミルクティーを淹れて持って行った。

「シンユウ、これ、宮廷茶会に出す、ミルクティー。作ってみたの」

　シン・ユーはカップを受け取り、飲んでくれた。

「どうかな？」

「……」

　飲んだ瞬間、すぐに眉間に深い皺が寄ったので不安になる。私は机に乗り出し、感想を聞く。

「おいしく、ない？」

「いや、今まで飲んだ紅茶の中で、一番飲みやすい。うまいと、思う」

「そっか！」

　牛乳少なめ、紅茶の味濃いめのミルクティーはシン・ユーの口にも合ったようだ。

　けれど、これは私の国ではごくごく一いつ般ぱん的な飲み方で、何か、この茶の売り──私が考えた工く夫ふうを追加したほうがいいのか。

「シンユウ、どう、思う？」

「このままでも、十分うまいと思うが？」

「う～～ん」

　でも、私が普段飲んでいたお茶そのままでは、特別感はないと思う。出した時に、これがこのミルクティーの素す敵てきなところなんですよ、みたいに言えたら、お茶会も盛り上がるかもしれない。

　しかし、ミルクティーを工夫して飲むことなんて、考えたことがなかった。

　こってりな味わいが好きならば、ミルクティーに生クリームを絞しぼって、なんてこともできたけれど。

　たぶん、私が好きな濃のう厚こうな味わいは、この国の人達は苦手だろう。

　思いがけぬ課題が出てしまったけれど、せっかくだから特別なミルクティーを出しておもてなしをしたい。

　そしてあわよくば、ザン家は素敵な奥さんを迎むかえたのね、なんて言ってほしい。

　やる気をガンガン燃やして、頑張ることにした。




　翌日から、ミルクティーの試し行こう錯さく誤ごが始まった。蜂はち蜜みつや生しよう姜がをきかせてみたり、お酒を入れてみたり。

　ピリッとした風味のある生姜入りのミルクティーは、体がポカポカになって私的にはおいしくいただいたけれど、メイ・メイやジン・ピンの口には合わなかった。

「やはり、お茶というのは基本的にすっきりした味わいのものを求めてしまうのです」

「わたくしも」

「う～～む」

　だったらと、柑かん橘きつの皮を散らしてみた。なかなかいい感じかもと思ったが、義母に飲ませてみたら茶葉の渋みが気になると言われてしまった。

　一緒に、私が義母へ購入した杏シン仁レン酥スーを食べてみる。アーモンドの実がまるまる入っている、贅沢なクッキーだが──。

「ウッ、硬かたい！」

　杏仁酥は石のように硬かった。義母は平然と食べている。

「貧ひん弱じやくな歯ね」

「いや……これ、硬すぎる」

「杏仁酥って、どれもこんなものよ。確かにちょっと硬いから、いくつも食べたいとは思わないけれど」

　どうやら、大華輪国のクッキーは石のように硬いらしい。

　勉強になった。

　その後もいろいろな風味を試してみたが、普通のミルクティーが一番おいしいという結果となる。

「リイリン、工夫、難しい、ね」

「ですね」

　とりあえずお茶の研究はやめて、お菓子を考えることにした。

　まずは、クッキーを作ってみる。杏仁酥みたいな硬いクッキーしかないというので、サクサク食感のものはどうかなと思いついたのだ。新茶祭で購入した茶葉を混ぜて、風味をきかせてみた。

　もう一つは、乾燥果物を刻んで入れたケーキ。甘酸っぱい杏の実を、惜おしげもなく入れてみる。これらも、使用人の皆に味見をしてもらった。

「これは──どちらもおいしいですね」

「甲こう乙おつ付けがたいです」

　思いの外、高評価をいただく。

　シン・ユーや義母にも食べてもらったけれど、二人共珍めずらしく「どちらもおいしい」と言ってくれた。

「う～～ん、どうしようかな」

　もうちょっと、感想が欲しい。ここで、私はピンと閃ひらめく。

　私はさっそく、シン・ユーに許可をもらいに行った。
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　外は晴天。絶好の、お出かけ日和びよりである。

　私は使用人と護衛を連れて、下町の広場へと足を運んだ。

　そこには、子ども達が遊んでいる。数は多くない。

　途中ですれ違ちがったのだが、下町の子は幼い頃から働いているらしい。そのため、遊んでいる者は少ないのだ。

　私達は広場に、敷しき物ものを広げた。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、見慣れない容姿をした私を見て子ども達は驚いた顔をしていたが、微笑みかけると近寄ってきた。

「お姉ちゃん達、何をしているの？」

「一時間後、ここでお菓子の試食会をする、よ」

　詳くわしく説明しようとしたら、リー・リンが一歩前に出て説明してくれる。

「金ジン公ゴン鼠シユ商会の新製品の試食会を行います。さまざまな年ねん齢れい層の人達に話を聞きたいので、誘さそってきてくれますか？」

「うん、わかった」

　今からしようとしているのは、宮廷茶会で出すケーキとクッキーの試食会だ。

　子どもから大人までどちらがおいしいか食べてもらい、意見を聞こうという魂こん胆たんである。

　思いついたきっかけは、新茶祭で見たやせ細った子どもを見たからだ。

　これで、下町の人達のお腹が膨ふくれるとは思わないけれど、お菓子を食べたらほんのりと幸せになる。その幸せを、おすそ分けしたいという気持ちもあったのだ。

　一時間後──広場には三十名ほどの人達が集まった。

　宮廷茶会で出すお菓子の試食に加え、リー・リンのお兄さんが経営する金公鼠商会の蜂蜜喉のど飴あめの試供品も配布する。

　下町の人に商会の名前を覚えてもらって、「私達は味方ですよ」と主張することが目的らしい。

　今、暴動でいくつもの商店が襲おそわれている。そうなったら困るので、対策をしておきたいとのこと。

　ザン家の使用人と、金公鼠商会の従業員でお菓子を配る。

　子ども達は、キラキラとした目で受け取ってくれた。

「わっ、おいしい！」

「甘くて、サクサクしている！」

「こんなお菓子、初めて」

　集まった子ども達は、明るい笑え顔がおを見せてくれた。その姿に、ホッとした。

　こんな風に、子ども達がにこやかに楽しく暮らしていける毎日であったらいいのだけれど……。もう、誰だれかが食べ物に困っている様子は見たくない。

「すみません」

　声をかけられて、ハッと我に返る。

「あ、はい。なんでしょう？」

「お菓子の投票はどこに行けば？」

「こ、こちら、へ」

　箱を準備して、おいしかったほうのお菓子の包み紙を箱に入れて投票するのだ。選ばなかったほうの包み紙は、リー・リンが用意したゴミ袋の中に捨ててもらう。

　百個近く用意していたお菓子は、あっという間になくなった。お菓子を配り終わったら、投票場所に向かう。私の持つ箱に、次々と包み紙が入れられた。

　最後にやって来た若い男性は、何かが入った紙袋を手て渡わたしてきた。

「あの……よろしかったら、どうぞ」

「これ、何？」

「えっと、うちの商品を、金公鼠商会で、使っていただけないかと」

　どうやら、営業にやって来たらしい。

　前後に振ふったら、シャカシャカと軽かろやかな音が鳴る。どうやら、乾かん物ぶつのようだ。

「もしかして、お豆？」

「いいえ。それは私達が作っている、粉圓タピオカです」

「たぴおか？」

　不思議な響ひびきの豆だ。どうやら、下町で作っているものらしい。

「芋いもの木という植物の根こん茎けいからデンプンを採取し、特別に加工した品です」

「え、これ、豆じゃない？」

「はい」

　豆ではなく、粉末にした芋の木の根茎を粒りゆう状じように固めて乾燥させたものらしい。

「二時間ほど茹でて戻もどすと、モチモチとした食感になります」

「へえ！」

　スープや粥かゆに入れて食べるらしい。

「最近米が高こう騰とうしているので、生産を増やしてみたのですが、不ふ況きようでなかなか売れず……」

　今、街の人達は新しいものを受け入れる余よ裕ゆうなどないだろう。

「すみません。最近好景気な金公鼠さんで使っていただけたら、うちの店も繁はん盛じようするかと思いまして」

「いえいえ。あ、金公鼠の人、呼んでくる、ね」

　営業だと言うので、リー・リンのお兄さんを交えて話を聞くことにした。

「こちらは粉末状にして小麦粉などに混ぜたら、生き地じがモチモチになりますよ」

　なるほど、粉圓か。面白い食材があるものだ。

　この豆にしか見えないものがどうなるのか、気になる。

　ここで、挙手して粉圓商人に話しかける。

「あの、たぴおか、私にも、売ってくれる？」

　今さっきもらった分は金公鼠商会の人達に渡すとして、自分が使うぶんを買いたい。料理に使ったらきっと、今までにないものが仕上がりそうなのだ。

「どれくらい必要ですか？」

「三袋くらい」

「かしこまりました。えっと、お届けはどちらになりますか？」

　どうやら、家まで届けてくれるらしい。

「ザン家だよ」

「ザン家って、六花のザン家ですか？」

「そうだよ」

「まさか、あなた様は、ザン家の奥おく方がたでしょうか？」

「うん、そう」

　よろしくね、とお願いしておく。

「奥様、帰りましょう」

「は～い」

　撤てつ収しゆうの時間となったようだ。お菓子の反応を知ることができたし大満足。




　帰宅後、投票された紙を数えてみる。

「え～～っと」

　紙の枚数はまったく一緒だった。もう一回数えても、リー・リンに数えてもらっても結果は変わらない。

「そっか……同じくらい、おいしかったんだ」

「もう、奥様が決めてもいいのでは？」

「そうだね」

　自信を持って、どちらも出すことのできるお菓子に仕上がっているのだろう。

「う～ん、どうしよ」

　大華輪国の人は硬いクッキーしか知らないというので、サクサクのクッキーを食べて驚いてもらおうかな。杏仁酥という似たお菓子もあるから、親近感も湧わくだろうし。

　なんてことを考えていたら、メイ・メイがやって来る。

「奥様、こちら、粉圓を湯で戻したものになります」

　豆のようだった粉圓は、湯で煮込むことによってプルプルのゼラチンのようになっていた。白くてツヤツヤした様子は、まるで真しん珠じゆのよう。

　一つ、匙さじで掬すくって食べてみる。

「これ、ぜんぜん、味しないね」

　味わいは無味無む臭しゆう。しかし、モチモチした食感が癖になりそうだ。

「でも、どんな食材にも、合いそう」

　スープや粥に入れると言っていたが、アイスクリームやヨーグルトなどに合わせてもよさそう。

「甘いものとの相性も、いいかも」

　ここで、ふと思いつく。

「甘いもの……そうだ！　たぴおか、ミルクティーにも、合いそう！」

　さっそく入れて、匙で掬って食べてみた。

「んん!?」

　粉圓がミルクティーに絡んで、極ごく上じようの甘味のようになった。

「これ、おいしいよ！　リイリンとメーメーも、食べてみて！」

　二人の分のミルクティーにも、粉圓を入れて食べてもらった。

「あ、本当に、おいしいです」

「こんなの、初めて食べますわ！」

　粉圓入りのミルクティーは、二人にも好評だった。

「だったら、これと、クッキーを出してみようかな」

　やっと、宮廷茶会で出す品目が決まった。

　長かった……。本当に。

　念のため、義母にも確かく認にんしてもらう。

「おかーさん、これ、新しいミルクティー、作ってみたよ」

「新しいって、今までのものと変わらないじゃない」

　見た目的にはそうだけど、中身はまるで違う。一口紅茶を飲んだ義母は、首を傾かしげる。

「これ、味も今までと変わらないわ」

　私はしたり顔で、義母に匙を手渡した。

「何よ、これ」

「ミルクティーから、掬ってみて」

「何を掬うのよ」

　そう言いながらも、義母はカップに匙を入れてくれる。

「あら、何かしら？」

　さっそく、粉圓を発見したようだ。

「リェン・ファ、これは何？」

「たぴおかだよ」

「たぴおか？」

　義母は恐おそる恐おそるといった感じで、粉圓を食べる。

「──まぁ！」

　義母の眉間の皺が解ほぐれ、口元も弧こを描えがく。どうやら、お気に召めしたようだ。

「これ、面白いわ」

「でしょ？」

「それに、綺麗……」

　そうなのだ。真っ白で、真珠のよう。

「確かに、真珠みたいだわ。だったら、これは『真珠茶』という名前にしたらどう？」

「わあ！　真珠茶って名前、綺麗かも！」

　真珠茶と聞いてどうしてなのかと気になり、あとから粉圓が出てくると名前に納なつ得とくする。

　うん、ぴったり。女性も好みそうな名前だ。

「でもこれ、一品でお茶としても、お菓子としても成り立っていると思うわ。これだけで出したらどう？」

　一杯ぱいでお茶としても、お菓子としても成り立つ真珠茶！　いいかもしれない。

　お茶クッキーはお土産として持って行けばいい。きっと、喜んでもらえるだろう。




　これで全部決まった。気が楽になる。と、思っていたけれど、今度は当日の振る舞いがきちんとできるかどうか不安になってきた。

「皇后様とお妃様に囲まれるなんて……！」

　考えただけで、緊きん張ちようして胸がドキドキする。

　リー・リンやメイ・メイ相手だと、慣れているので上手くできる。しかしこれが、高貴な貴婦人を前にできるのか。

「うう、胃が、痛いよお……」

　メイ・メイが背中を擦さすりながら心配してくれた。

「奥様、大丈夫ですか？」

「うん、少し、休もうかな」

　少し横になっていたら、義母に呼び出される。占うらない師しの先生が来るらしい。

「先生、いいよ。私、疲つかれているから、会いたくない」

「何を言っているのよ。宮廷茶会が成功するよう、祈き禱とうしてもらいなさい」

「ええ～～」

　なぜ、占い師に祈禱をしてもらって宮廷茶会を成功へ導こうとするのか。

　成功するか否いなかは、私の努力しだいだ。祈禱でどうにかなるわけがない。

　しかし、義母はまだ占い師を信じているようだ。

「やだ～、会いたくな～い」

「いいから準備をするのよ」

「拒きよ否ひ～」

「ふざけていないで、綺麗にしてくるの」

　こうして、私は無理矢理着替えさせられ、占い師と会うことになった。
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　一時間後。

「アラ～、久々ですネ～」

　出た！　インチキ占い師。

　白髪しらが頭に長い髭ひげ、スカートみたいな長い華服。相変わらず、見た目からして胡う散さん臭くさい。

「こんにちは、先生。今日はこの子の占いと祈禱をしていただきたくて」

　義母はニコニコと愛あい想そよく話し始める。シン・ユーにはこんな笑顔を向けないのに……。

　占い師のおじさんこと、シー・トゥームーは、私をじっと見る。目が合うと、ズンズンと接近してきた。

　あまりにも距きよ離りが近くて、思わずのけ反ぞった。

「ウ～ン、やっぱり、この結けつ婚こん、良くないねえ」

　いったい、何がどう良くないのか。具体的に言ってほしい。

「未来に、龍りゆうが苦しんでいるのが見えるよ……終わりが……ああ、なんという！」

　龍？　どういうこと？

　義母の顔を見ると、顔を顰めている。

「やはり、息むす子こさんとこの子、一緒にいないほうがイイネ」

「やっぱり、そうなの？」

「そうダヨ」

　こいつはまた、こんなことを言って！

　私とシン・ユーを引ひき裂さくのが目的だろうか？　いったいなぜ？

　もしかして、私がシン・ユーを健康にさせようとしているから商売の邪じや魔まになるとか？

　だったら、絶対に許さない。

　それにしても、龍が苦しんでいるとは、どういう意味なのか。終わりとは？

　気になったので、質問してみる。

「あの、龍って何？」

「いいや、これは、恐ろしくて言えないね……」

　これ以上は話せないと言う。一方、義母の顔は強こわ張ばっていた。

「ねえ、気になる、言って！」

　追加料金は出す。シン・ユーが！

　そう言おうとしたら、義母に止められた。

「リェン・ファやめなさい。先生は、言えないと言っているでしょう？」

「え……？」

　言わないとか、アリなのだろうか？

「危険を回かい避ひできるかも、しれないよ」

「でも、なんだか怖いわ」

　義母は自分の肩かたを抱き、珍しく気弱な様子で言う。しかし、怖いから聞かないって。

　なんのための占いなのか。義母はなんのことかわかっているように思えるが。この様子だと、答えてくれそうにない。

「あ、ソウソウ」

　シー・トゥームーは空気を読まずに、鞄かばんの中から紙袋を取り出す。

「こちらが、息子さんに飲ませるお茶ネ」

　私は卓子の上に出されたお茶を手に取り、開かい封ふうした。

　それは、なんの変へん哲てつもないお茶に見える。

「おかーさん、これ、ただのお茶！」

「何を言っているの？　そんなわけないでしょう？」

「私、わかる！　お茶、勉強したから！」

　これは、ほうじ茶だ。この国のお茶ではなく、他の国から輸入されたものだ。新茶祭で、店員さんがそう説明してくれた。

　ほうじ茶は殺さつ菌きん作用があり、栄養分も豊富。シー・トゥームーはほんのちょっと体にいいだけのお茶を、薬のように販売しているのだ。

「おかーさん、これ、高いお金、買うのダメ！」

「これは、先生の祈禱も込められているのよ？」

「そんなわけない！　これは──」

　インチキだと叫ぼうとした瞬間に、リー・リンから「奥様！」と、諫いさめられる。ここで私はハッとなり、占い師を取り巻く黒い噂うわさを思い出した。

　──それは、占いによる神秘と奇き跡せきの力はとうの昔に失われ、現代に残る占いはすべて紛まがいものだろうということ。

　加えて、それを指し摘てきした者は、『幻げん影えい采さい公こう社しや』という組織に消されてしまう。私の一言が、ザン家を滅ほろぼす可能性だってあるのだ。

　悔くやしいけれど、我が慢まんをしなければならない。

　その後、義母とシー・トゥームーの話は聞き流し、なんとかやり過ごした。

　なんというか、非常に疲れ果ててしまう。

　それにしても、龍とはいったい……？

　インチキ占い師の言うことなので、気にしないほうがいいんだろうけれど。

　そう、気にするだけ無む駄だだろう。

　今は、宮廷茶会のことだけに集中しなければ。




　帰宅したシン・ユーを、玄げん関かんで待ち構える。

「シンユウ、おかえり」

「どうした？」

「あのね、シンユウ。お風ふ呂ろにする？　お夜食にする？　それとも──私のお話聞く？」

　近くで聞いていたジン・ピンが、なぜかズッコける振りをした。シン・ユーの都合に合わせて三さん択たくにしてみたのだけれど。

　また私は、トンチキなことを言ったのか？　まあいい、話を進める。

「どうする？」

「先に、話を聞こう」

「わかった。お茶淹れてくるね」

　今日完成したばかりの、真珠茶を飲んでもらうことにした。

　シン・ユーは驚いてくれるだろうか？　ドキドキしながら、紅茶を淹れる。

「じゃ～ん、これ、真珠茶！」

「ミルクティーではないのか？」

「ちょっぴり違うの」

　見た目はミルクティーと変わらないので、シン・ユーは義母同様に訝しげな視線を向けている。

「飲んでみて」

「ああ」

　一口飲んだあとも、表情は変わらず。ここで、シン・ユーに匙を手渡した。

「匙で、味が変わるのか？」

「う～ん、惜しい！」

　正解は、自分で探すようにと手で示してみる。

　シン・ユーは眉間にぎゅっと皺を寄せたまま、真珠茶のカップを匙でかき混ぜた。

　胡う乱ろんな目が、ハッとなる。どうやら、粉圓に気付いたようだ。

「なんだ、これは？」

「芋の木で作った、たぴおかだよ。モチモチしていて、おいしいから」

　シン・ユーは真珠茶に怪あやしげな視線を向けていたが、どうぞどうぞと勧すすめたら食べてくれた。

「おいしい？」

「面白い」

　粉圓は初めて食べたらしい。ミルクティーによく合っていると評してくれた。

「いったいどこでこれを見つけたんだ？」

「昨日の試食会で、商会の人が営業にやって来たの」

「そう、だったのか」

「それでね、この真珠茶を、宮廷茶会に出そうと、思っているの。どう？」

「いいと思う。この茶には、おいしさと、驚きがある」

「本当？　嬉しい！」

　シン・ユーからも太たい鼓こ判ばんをもらったので、ホッとした。これで、自信を持ってお茶会に参加できる。

「シンユウ、ありがとう」

　あとは、当日を迎えるだけだろう。

　嬉しくなって、小走りで扉とびらに向かう。ここでふと忘れものがあることに気付き、シン・ユーのもとに戻る。

「なんだ？」

「おやすみなさいを、しにきたの」

　シン・ユーは何事かと私に訝しげな視線を向けていたけれど、もう慣れっこだ。気にせずに、おやすみなさいと言った。

「いい子で、眠ねむってね」

　そう言うと、シン・ユーは目を見開いた。

「どうした？」

「それは、子どもに言う言葉だ」

「そうなんだ。う～～ん」

　大人が言うことはなんなのか。

「先に、お布ふ団とんで、待っているね？」

　母が父に言っていた言葉を、思い出してそのまま言ってみた。

「わかった」

　シン・ユーは深々と頷く。

「え、待って！　私、待たないよ！　自分のお部屋で寝ねる！」

　結婚しておいてなんだが、まだ、心の準備ができていないというか、なんというか。

　添そい寝ねくらいだったら──いや、添い寝も無理!!

　シン・ユーとの初夜は、いろいろ大変だったのだ。

「なぜ？」

「なぜって、シンユウ、私をぎゅっとして、眠るでしょう!?」

　抱き枕まくら代わりは勘かん弁べんしてほしい。

「ぎゅっと？」

「ぎゅっと！」

　シン・ユーが真面目な顔をして「ぎゅっと」なんて言うから笑いそうになったけれど、ぐっと我慢した。

「とにかく──」

「嫌なのか？」

　真面目な表情で聞かれ、ピシっと固まってしまう。

　嫌かと聞かれたら、首を傾げてしまう。たぶん、嫌じゃないのだろう。

「あのね、嫌じゃなくって……う～～ん、なんて言ったら、いいんだろ？」

　考えて、考えて、言葉を振り絞る。

「またのご機会を、お待ちしてま～す」

　働いていた食堂でよく使っていた、愛想笑いを添えておく。

　また、何を言っているんだという視線を受けるかと思ったけれど──シン・ユーはぷっと噴ふき出だす。口元を押さえて笑っていたようだが、最終的には肩を揺ゆらしていた。

　そんなに面白かったとは。まったく、シン・ユーの笑いのツボがわからない。

「今度こそ、寝るね。シンユウも、温かいお風呂に入って、朝までぐっすり寝て」

「わかった」

「シンユウ、おやすみなさい」

「おやすみ、リェン・ファ」

　シン・ユーと話をして、不安は解消された。今晩はゆっくり眠れるだろう。





[image: ]






　翌日、来客があった。義母に用事があったみたいだけれど、外出していて、いない。

　私でもいいというので、客間に向かった。

　訪問してきたのは、イエ＝ホン・リウという華族のお嬢様。

「へえ～、イエ家のホンリウさんか～。って、誰？」

　リー・リンが懐ふところから手帳のような物を取り出し、パラリとページを捲めくる。

「奥様、イエ＝ホン・リウは、旦だん那な様に側室の申し込みをされていたお方です」

「あ～～！」

　今、思い出す。結婚式の最中に、熱ねつ烈れつな「側室になりたい」アピールをしていた親子が確かにいた。

　彼女の父親いわく、性格が良くて、美しい心を持ち、容姿も優すぐれている上に、賢かしこさも備え持っている完かん璧ぺきなご令れい嬢じようだ。

「でも、なんの用事？　ホン・リウ、一人で来たの？」

「数名の侍じ女じよを引き連れていますが、父親は来ていないようです」

「そっか」

　義母に用事があるのに不在ならば私でもいいとか、なんだか、嫌な予感しかしない。

　重い足取りだったが、客間に辿り着いてしまった。

　扉の前で、息を大きく吸すい込こんで──吐く。

　私はザン家の女主人だ。毅き然ぜんとして、立ち向かわなければならない。以前のように、弱気なところを見られたら、あっという間に攻こう撃げきされてしまうだろう。

　堂々たる義母の様子を思い出す。優ゆう雅がな手つきで扇おうぎを持ち、伏ふし目めがちに相手を見る。

　控ひかえめなようで、相手にバリバリ威い圧あつ感を与えるアノ感じを真ま似ねてみた。

　これで大丈夫。たぶん！

　それから「できる、私はできる」と暗示するように呟つぶやいて、気合いも入れた。

「よし！」

「開けますよ？」

「受けて立つ！」

　リー・リンが客間の扉を開いた。

　目が合った瞬間ホン・リウは立ち上がり、強い眼まな差ざしを向けてくる。

　彼女はすらりと背が高く、色気のあるたれ目に美しい黒くろ髪かみと、絵に描いたような美女だ。

　負けるものですかと、完璧な女主人の挨あい拶さつをする。

「ホンリウさん、ごきげんよ──」

「出たわね、この女め狐ぎつね!!」

「め、女狐？」

　出会いがしらに、ホン・リウは私を見て叫んだ。

「キツネ、言われたの、初めて！」

　森で見かけたことがあるけれど、狐はふわふわしていて可愛かった。

　毛が金色だから、そう言われたのだろうか？

「そっか～、狐か～」

　シン・ユーは黒狐って感じ。切れ長の目が、ちょっと似ているような気がする。

「あなた、女狐の意味わかっているの？」

「うん、狐、似ているんでしょ？」

　私は手で耳を作り、左右に揺れてみる。すると、みるみるうちにホン・リウの顔が真っ赤になった。

「あなた、私を馬ば鹿かにしているでしょう？」

「してないよ？」

「しているわ！」

　とりあえず、ゆっくり話をしよう。そう思って座るように勧めたけれど、聞きやしない。

「あの、ホンリウさん、椅い子すに座って。お願い」

「聞けるものですか！」

　ホン・リウは私のほうへと、大おお股またでズンズンと接近してきた。顔が怖かったので、つい後退してしまう。

「なんで、逃にげるの!?」

「だって、お顔怖いよ」

「あなたがそういう風にさせたのでしょう!?」

　私は彼女を怒らせる言動をしただろうか？

　狐に似ていると言われて、喜んだだけではないか。

「あなたみたいなおかしな人が、ザン家の嫁だなんて、絶対に認めないわ！」

「でも、選んだの、シンユウだよ」

　そう答えたら、ホン・リウの表情はますます強張った。

「あなたが、私の悪口を言って、側室になるのを邪魔したんじゃないの？」

「していないよ。言いがかりだよ」

　ホン・リウがじりじり接近するので、私は後退する。接近と後退を繰り返しているうちに、追いかけっこのようになった。ぐるぐると卓子の周囲を回りながらの会話となる。

「あなたから、お願いすればいいのよ。ザン家の嫁は重圧だから、イエ家の娘むすめを側室として迎えたいって」

「ええ、無理！」

　こんな風に突つっかかってくる人と、二人でお嫁さんだなんてできない。

　それに、シン・ユーとホン・リウが仲良くしているところなんて、見たくなかった。

「あなた、自分が恥ずかしくならないの？」

「恥ずかしいよ！　でも、一いつ生しよう懸けん命めい、頑張ってる！」

　失敗して、穴に入りたいと思うことは一度や二度ではない。

　しかし、それを乗り越えれば成長すると思っている。そう自分に言い聞かせ、奮い立たせているのだ。

「ホンリウさん、シンユウの側室になりたかったら、自分で言って」

　私はもちろんのこと、義母に頼んでも側室にはなれないと伝えておく。

「この家のことは、ザン家の当主である、シンユウが全部決める。私も、おかーさんも、シンユウの決定に従うから」

　もしも、シン・ユーがホン・リウを側室として迎えると言ったら、私も受け入れるしかないだろう。

「でも、シン・ユー様はお忙いそがしくて、会えないわ」

「お手紙、書いたらいい」

「今日、すぐに決めていただけないと、間に合わないのよ！」

「間に合わない？」

　なんのことかと、ホン・リウの顔を見る。すると眦まなじりに涙なみだを浮かべ、ジロリと私を睨にらむ。

「言わないと、わからないよ。何か、困っているの？」

「別に、いいでしょう!?」

　いったい何があったのか。話をしてくれる雰囲気ではないが。

「言ったら、楽になるよ」

「そもそも、あなたがきちんとしたザン家の奥方だったら、私は今日ここに来なかったんだから!!」

　ホン・リウのその一言は、私の胸に深く突き刺さる。足元の床ゆかがパラパラと崩れるような衝しよう撃げきがあった。

「全部、あなたのせいなのよ!!」

　一瞬ぼんやりしている間に、ホン・リウは私の背を両手で突つき飛とばした。

「わっ!!」

　衝撃に備えて踏ん張ったつもりだったが、あっさりと体は傾かたむき──ドン！　という衝撃音と共に、視界が真っ暗になった。




　夜がきたのだ。そう思ったが、違った。まだ夕方くらいだろう。

　それなのになぜ、私は寝しん台だいに横たわっているのか？

「ああ、奥様！」

　ぎゅっと、手を握られる。ぼんやりとしていた視界が綺麗になると、目の前にいたのはリー・リンだった。珍しく、泣きそうな顔をしていた。

「リイリン、どしたの？」

「奥様……私のことよりも、具合はいかがです？」

「大丈夫──うっ！」

　起き上がろうとした瞬間、ズキンと頭が痛んだ。なぜか、おでこが痛い。

「いっ……あれ？」

　額を打ったようで、濡ぬれた布ふ巾きんが被かぶせられていた。どうやら、タンコブができているようだ。

　それにしても、いつ頭を打ったのか。記き憶おくを遡さかのぼり──原因に気付く。

「私、ホンリウさんに、突き飛ばされたんだ」

「そのようですね。物音がして部屋に入ると、奥様が倒れておりました」

　どうやら、卓子の角で頭をぶつけたらしい。

「イエ家のお嬢様は、奥様が転んだとおっしゃっていましたが」

「違う。ドン！　って、後ろから押されたんだよ」

「やはり、そうでしたか」

　リー・リンがホン・リウに何が起こったのかと聞いても、転んだだけだと言うばかりだったらしい。

「口論が聞こえていたので、奥様が勝手に転んだというのも、信じがたい話でした。しかし、使用人の身分では、追つい及きゆうすることもできず……」

　いつも冷静沈ちん着ちやくなリー・リンが、悔しそうにしていた。私のために、怒ってくれるなんて。

「リイリン、ありがと」

「何が、ですか？」

「私を守ろうとしてくれて」

「いいえ、守れていません。お傍そばを離れなかったら、こんなことには」

「大丈夫」

　どうやら、ホン・リウから「二人きりで話をしたいから部屋に入るな」と言われていたようだ。

「申し訳ありません」

　私はリー・リンに手を伸ばし、指先をぎゅっと握る。

「大丈夫だよ」

　手を引いて近くに引き寄せ、リー・リンの頭を抱きしめる。背中に手を回し、ポンポンと叩たたいて安心させた。

　今回の件に関しては、助けを呼ばずにボケっとしていた私も悪い。一番悪いのは、突っかかってきたホン・リウだけど。

「あのお方は、いったい何を？」

「シンユウの、側室さんに、なりたいって」

　なんだか焦あせっている様子だった。今すぐにでも、みたいな勢いだったのだ。

「恐らく、結婚話がきて、明日が挙式とかそんな感じでしょう」

「そっか」

　リー・リンいわく、イエ家は国内屈くつ指しのお金持ちだが、そこまで家格の高い家ではないらしい。

「ホン・リウ様はあのとおり美しいお方ですし、引く手あまただったはずですよ」

　お婿むこさん候補はいっぱいいたらしいけれど、ホン・リウはずっとシン・ユーのお嫁さんになりたいと望んでいたらしい。

　イエ家の当主も娘の願いを叶かなえるために、ホン・リウを妻に迎えないかと持ちかけていたようだ。

「しかし、イエ家はザン家とつり合わないと、大奥様が突っぱねていたそうです」

「そ、そっか」

　華族の結婚事情も、いろいろあるようだ。私の両親は仲が良かったので、いまいちピンとこないが。

　ここで、扉がドン！　と勢いよく開かれる。

　やって来たのは、怖い顔をしたシン・ユー。あまりの恐きよう怖ふに、思わず叫んでしまった。

「ひえええええ!!」

　ズンズンと接近し、手にしていた桶おけをリー・リンに手渡す。

「氷を買ってきた」

　氷ひよう囊のうを準備するように命じる。リー・リンは深々とお辞じ儀ぎをして、部屋から去って行った。

「シンユウ、どうして？」

　外はまだ明るい。窓を覆う布の隙すき間まより、茜あかね色いろが差し込んでいる。

　いつも、帰宅してくるのは夜だ。早すぎる帰宅に、首を傾げる。

「母が、仕事場に来た。リェン・ファが倒れたから、助けてくれと」

「え、おかーさんが!?」

　なんと、私が昏こん睡すい状態であることを聞いた義母はシー・トゥームーを呼ぼうとしたが、不在だったよう。次にシン・ユーのもとへと向かったらしい。

「戻ってきた時には医者がいて、問題ないと」

　ジン・ピンが下町の医者を呼んでくれたらしい。

「医者が、腫はれている部位に氷を当てて冷やすといいと言っていたから、買ってきた」

「そっか……ありがとう」

　ちなみに、義母は部屋の前をうろついているのだとか。

「おかーさん、入ってきたらいいのに」

「素直じゃないのだろう」

　息子にまで素直じゃない認にん定ていをされる母親とは。

　義母に会いに行きたいのは山々だけれど、起き上がろうとしたらシン・ユーにそのまま安静にしておくようにと言われた。

　扉が叩かれ、リー・リンが入ってくる。扉のほうを見たら、チラリと義母の姿が見えた。

　本当に、扉の前でうろついているようだ。ちょっとおかしくて、笑ってしまう。

「おかーさん、本当にいる──痛っ！」

　頭を少し動かしただけなのに、おでこが鈍にぶい痛みを訴える。

「腫れが引くまで、大人しくしておけ」

「はあい」

　リー・リンが氷囊を吊るす棒を持ってきて、寝台に取り付ける。吊るした氷囊は、私のタンコブに当たるように微調整された。

「冷たくて、気持ちいい」

　一晩経ったら、腫れも引くだろう。リー・リンは一礼し、部屋を去る。

　笑ってしまうので、出入り口付近にいると思われる義母は見ないようにした。

　シン・ユーは私の寝台近くに置いてあった椅子に腰かける。

「シンユウ、お仕事、大丈夫？」

「気にするな」

「ごめんね」

「リェン・ファは悪くない」

　そうだけど、まさか、シン・ユーが仕事よりも私を優先してくれたなんて。

　いやたぶん、義母が大おお袈げ裟さに言ったから、驚いて帰ってきてくれたのだと思うけれど。

「シンユウも、みんなも、優しいね」

　そんな優しい人達を、心配させてしまった。とても、悔しい気分になる。

「イエ家には正式に抗こう議ぎ文を送った」

「へ？」

　どうやら、シン・ユーが口で言った言葉をジン・ピンが書にしたため、即そく座ざにイエ家へ送ったようだ。仕事が早すぎる。

「二度と、ザン家の敷しき居いを跨またがぬよう、警告しておいた」

「お、おお……」

　なんという厳しい処置が。しかし、また危害を与えられたら怖いので、ありがたいなと思ってしまった。ホン・リウはシン・ユーのことが好きなのに、可か哀わい想そうだとは思うけれど。

「来客がある時は、母と共に会うようにしろ」

「そうだね」

　義母は強いので、もしも襲われても扇とかで返かえり討うちにしそうだ。

「それに、先さき触ぶれがない時は、取り合わなくてもいい」

「そうだったね」

　ザン家の嫁として頑張ろうとするあまり、大失敗をしてしまったようだ。

「あのね、シンユウ」

　なんとなく、以前からぼんやり頭の中にあったことを告げた。

「私がね、頼たよりなかったら…………側室さんを、迎えて」

　情けないことに、最後のほうは言葉が震ふるえてしまった。

　だって、ふがいないのだ。私の一挙一動で、ザン家の評判が地に堕おちるなんて。

　今後は義母のように、ザン家を切り盛りするしっかりした女性が必要かもしれない。そんなことを考えていた。

「なぜ、そんなことを言う？」

「だって、私、しっかりお嫁さん、できていないし」

　大貴族の女主人なんて、義母やホン・リウのような貫かん禄ろくのある人じゃないと務まらないのだろう。

　シン・ユーに側室を迎えることを考えると、なんだか頭がグラグラして、嫌な気分になる。でも、私は奥さんとして、不完全だ。

「シンユウと一緒に眠るのも、恥ずかしいし」

　どうしてもと言ったら、応じるだろう。でも、自分からはちょっと照れてしまう。

　本当の奥方がどういうことをするのか、知っているつもりだ。その務めから、私は逃げているのだ。

「だから、シンユウ、側室さんを」

「以前も言ったが、側室を迎えるつもりはない」

「うん、でも」

「俺の妻はリェン・ファだけだ。今は、共に在るだけでいい。それ以上のことは望まない」

　胸がギュッと締しめつけられ、切なくなる。その感情がどういうものなのか、今はわからない。

　シン・ユーは話を続ける。

「それに、今は自身が健康になることを優先したいとも思っている」

「健康！　そっか。シンユウ、元気になることは、大事」

「そうだ。だから、手を貸してくれないだろうか？」

　シン・ユーの差し出した手を、私はぎゅっと握った。

「私、シンユウのために、頑張る！」

　結局、私は現状維い持じでいいらしい。本当の妻の役割は、シン・ユーのやるべきことが終わった上に、健康になってからで問題ないとか。

「リェン・ファ。ずっと気になっていたのだが……」

　シン・ユーが私の枕元にある、円えん卓たくを指差す。

　それは、私が水色の布を縫ぬい、その上にシン・ユーから買ってもらったレンの花の箸置きと、鳥の置物を置いて泉を表現したものである。

「これ、かわいいでしょう？」

　私の密ひそかな癒いやしなのだ。水辺の生き物を増やしたいけれど、なかなか買い物に行く暇ひまもなく、眺ながめては頭の中でいろいろ増やしてみるだけの毎日を過ごしている。
















　シン・ユーは険しい表情で、泉を見下ろしていた。

「この鳥、お気に入り！」

　そう言うと、シン・ユーの眉間の皺が解ほぐれる。

　鳥の置物は、シン・ユーが以前買ってくれたものだ。

「そうか。また今度、何か買ってきてやる」

「本当？　嬉しい！」

　どうやらご褒ほう美びがあるらしい。それを励はげみに、頑張らなければ。




　一晩中冷やしていたのがよかったのか、翌日、痛みは引いていた。元気よく朝食の席へと赴おもむこうとしたら、リー・リンに止められてしまう。なんということだ。

「食事をお持ちしました」

　メイ・メイがお粥を持ってきてくれた。

「メーメー、なんのお粥？」

「三つ葉と干しエビですよ」

「わ～、おいしそ！」

　起き上がって膝ひざの上にお盆ぼんを載のせようとしたら、メイ・メイがレンゲに掬ったお粥を差し出してくれた。

「奥様、あ～ん」

　まさかの「あ～ん」である。

「え、自分で食べられるよ」

「遠慮なさらないでくださいな。はい、あ～ん」

「あ、あ～ん」

　干しエビの出だ汁しがきいていて、とてもおいしい。三つ葉のシャキシャキ感も堪たまらない。

　メイ・メイが優しく食べさせてくれるので、余計においしく感じる。

「メーメー、ありがと。とってもおいしかった！」

　メイ・メイはにっこり微笑み、下がっていった。その後、リー・リンより今日一日は安静にしておくようにと言われる。

　薬膳の本を読むのも禁止されてしまった。

　寝て過ごすこともできず暇をもてあましていたら、誰かがやって来る。

「誰～？」

「私よ」

「おかーさん！」

　なんと、やって来たのは義母だった。いったい、なんの用事なのか。

「元気になったようね」

「うん、元気だよ」

　元気すぎて、ちょっと暇だよと主張したい。

「今日は、大人しく寝ていてちょうだい」

「うっ……！」

　義母より冷ややかな視線を向けられる。心の中を読まれたようで、ドキッとした。

　容態を確認したら出て行くと思いきや、いまだ座ったままである。

　扇越しに視線が送られ、鋭するどい視線が突き刺さっていた。

「お、おかーさん、何？」

　もしや、ここで一日中監視するつもりでは？　だとしたら、恐ろしすぎる。

　ここで、義母の女官が何か持っていることに気付いた。

　大きな箱を綺麗な花はな柄がらの布で包んでいた。

「おかーさん、あれは？」

「昨日、買ってきたものよ」

　どうやら、昨日の義母は箱の中にあるものを買いに行っていたらしい。

「何を買ったの？」

「……」

　義母は無言で扇を軽く上げ、合図を出す。

　布団の上に箱は置かれ、包みが広げられた。箱は木箱だった。外観から、なんであるかはわからない。

「リェン・ファ、開けてもいいわよ」

「私が？」

「ええ」

　木箱の蓋ふたを開封する。

「──わっ！」

　中に収められていたのは、フワフワとした黄色い花が描かれたカップである。

　ポットに十個のカップとソーサーが収められていた。

「かわいい！　これ、何？」

「蒲公英たんぽぽという、この国で春に咲さく花よ」

「たんぽぽ！」

　なんという、可愛い響きの名前なのか。花言葉は『真心の愛』なのだとか。

「おかーさん、これ、どうしたの？」

「新茶祭で、見つけたの。小さくって、フワフワしていて、あなたにそっくりでしょう？」

「もしかして、私のために、買いに行ってくれたの？」

「べ、別に、あなたのためじゃないけれど。あなたが使う、見み栄ばえのする茶器がなかったから、仕方なくよ！」

「嬉しい。ありがと、おかーさん」

　まさか、そこまでしてくれたなんて。義母に抱きつく。

「きゃあ！　な、何するのよ！」

「おかーさん、すき」

「なんですって!?」

「だいすき」

「わ、私は、そこまで好きではないわ」

「またまた～」

　義母は真っ赤になった顔を逸らしている。

　なんだかんだ言って、義母は本当に私のことが大好きなのかもしれない。そうでなかったら、人が多いと言って行きたがらなかった新茶祭で茶器など買ってこない。

「これ使って、おいしいお茶、淹れるね！」

「もちろんよ。ザン家のすごさを、皆に知らしめるんだから」

　タンポポの茶器を見ていたら、ひとりでにニコニコしてしまう。本当に、嬉しい。

　義母のおかげで、よりいっそう頑張れそうだと思った。
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　メイ・メイに礼れい儀ぎを習ったり、お茶について勉強したりと、忙しく過ごしているうちに、宮廷茶会の当日となった。

　お土産のお茶クッキーはたくさん焼いたし、粉タピ圓オカも茹でて戻した状態にしてある。

　茶葉も十分。義母の用意してくれた、タンポポの茶器も持っている。

　きっと、上手くいくだろう。そう思えてならない。

　朝から身支度を始める。みんな、気合いが入っていた。

「わたくし達の奥様が一番だと、皆に知らしめるのです！」

　あの大人しいメイ・メイが、燃えている。そんなに頑張らなくてもいいからねと、やんわり言ってみたが聞き入れてくれる様子はない。

　念入りに髪を洗い、優しく乾燥し、丁てい寧ねいに梳くしけずる。

「奥様、白椿つばきの精油を取り寄せました」

「お、おお」

　大華輪国では数の少ない白椿は大変高価だと、以前リー・リンが言っていたような気がする。それを、髪に揉もみ込んだようだ。鏡を覗き込むと、私の金の髪の輝かがやきが増している。

　続いて、服が用意された。それは、薄うす紅べにの地色に、白い花が描かれているものだ。

「お着物は百花王と呼ばれる、高貴な牡ぼ丹たんの柄で作ったものをご用意いたしました」

「す、すごいね～」

　艶あでやかな薄紅色の花は、とても華やかで美しい。今日のお茶会のために、わざわざ用意してくれたようだ。恐きよう縮しゆくですと言いたくなる。

「牡丹は春の花で、今回の茶席に相応ふさわしいものですわ」

「そうなんだ」

　服の模様まで季節を考えて仕立てたようだ。

　まず、下に透すけ感のある赤色の長なが衣ぎぬを着て、そのあと牡丹柄の服を纏まとう。色の違う布を重ね合わせると、一ひと際きわ美しく見える。私の祖国にはない、大華輪国の素す晴ばらしい文化だ。

　続いて服が汚よごれないよう大判の布で覆い、前髪を上げて化け粧しようを行う。

「奥様の可愛らしさが引き立つように、お化粧を施ほどこしますね」

「うん、お願い」

　きっと、皇后やお妃様は美女軍団なのだろう。私も負けじと顔面偽ぎ装そう及および、全身武装を行わなければならない。

　最後に、髪を結ゆってもらう。

　纏めた髪を頭のてっぺんで結び、髪で作った輪が幾いく重えにも重なるように結う。これは、高貴な華族女性にのみ、許された髪型らしい。

「奥様、髪飾りは旦那様から贈おくり物ものがございまして」

「え、何これ！」

「銀と珊さん瑚ごの髪細工でございます」

　メイ・メイが差し出した銀盆には、キラキラ輝くいくつもの髪飾りが。

「わっ、レンの花の髪飾りだ！」

「はい。旦那様が、奥様のためにお探しになったようで」

　珊瑚製のレンの花と透かし蝶ちようの銀細工に、赤い宝石が連なった房ふさがゆらゆらと揺れる。絢けん爛らん豪ごう華かで見事な髪飾りだ。

　よく見たら、髪飾りだけでなくお揃いの耳飾りもある。

　今日まで頑張ったご褒美らしい。まさか、こんな素敵な品を準備してくれていたなんて！

「では、挿さしますね」

「うん、お願い」

　髪の毛にサクサクと櫛が挿されていく。結婚式の髪飾りほどじゃないけれど、そこそこ重たい。でも、シン・ユーの気持ちがこもっている感じがしてとても嬉しかった。

　最後に、女官達に囲まれて、服装や化粧など、ちょこちょこ手直しされた。

「これで、終わり？」

　メイ・メイは満面の笑えみで頷いた。

　約五時間にわたる身支度が、やっと終わったようだ。

「みんな、ありがとね」

　鏡の向こうに映った私は──私らしくありながらも私ではないようだった。

　物語に出てくる幸せなお姫様のような、華やかで素敵な姿になっている。

「奥様、準備は調ととのったようですね」

「リイリン」

　今回、リー・リンは後宮の出入り口の門までしかついて来られない。

「リイリンいないの、不安だよ」

「大丈夫ですよ。奥様は、立派な貴人です」

　リー・リンは明後日あさつての方向を見ながら言う。まったく説得力がない。

「大奥様も一緒でしょう？」

「そうだけど」

　リー・リンはどこに行くのにも一緒だったので、いないとなると心細くなる。

「奥様、応おう援えんしています」

「ありがと」

　リー・リンはおろしたての団扇うちわを差し出してきた。持ち手は木で、赤い房飾りが付けられている。表面の布地には薄紅の花を咲かせる木々に、黄緑の鳥が刺繡で刺されていた。

　義母のように、優雅な手つきで持ってみる。

「リイリン、どう？」

「大奥様の真似ですか？」

「そう！」

「お上手です」

　リー・リンがある提案をする。

「なんでしたら、奥様方とやり取りする中で、困った事態になったら大奥様の真似をすればいいのでは？」

　何があっても、堂々としているほうがいいらしい。狼狽うろたえたり、泣いたりしてしまったら、相手に寝ね首くびを搔かかれてしまうと。

「おかーさんの真似、してみる。リイリン、私をいじめてみて？」

「かしこまりました」

　深々とお辞儀をしたのちに、リー・リンはじっと私の顔を見る。瞼まぶたを閉じて開くと、いつも以上に目つきが鋭くなっていた。

「あなた、生意気なのよ！　ザン家の嫁になるなんて！」

　なんというかリー・リンってば、けっこう演技派だ。いや、もしかして本音？

「奥様、反応を」

「あ、そうだった」

　ザン家の嫁に相応しくないと言われることは、あるかもしれない。義母だったらどうするか考える。

　……たぶんだけど、自信に満ち溢れている義母なら、「ふっ」と、悪口を言った人を鼻先で笑いそうな気がする。というわけで、やってみた。

　扇を口元に当て、目を細める。

「リイリン、どう？」

「眠そうに見えます」

「ええ～」

　もう一回！　と言っても、諦あきらめたほうがいいと諭さとされる。

「先ほどの扇を持つ様子はお上手でしたが、表情はちょっと……」

「できるよ～！　意地悪な顔とか！」

「無理かと」

　食い下がっていろいろやってみたが、どれも微妙と言われてしまった。

「奥様、どうやら私と遊んでいる場合ではないようです」

「ん？」

　そろそろ出発の時間らしい。本格的に緊張してきた。廊ろう下かを抜け、玄関を通り過ぎ、馬車に乗り込む。

　続いて、義母が馬車にやって来た。

「──わっ!!」

　義母の装よそおいがあまりにも美しくて、驚いてしまった。

　髪を左右に分けて作った三つ編みを後頭部で纏め、そこに鳥を模した金の櫛を挿している。それがまた豪ごう奢しやな感じで、とても似合っていた。

　服は木こ漏もれ日びみたいな若葉柄で、紺色の真っ赤な藪やぶ椿つばきの花が描かれた帯で締しめている。

「何よ」

「おかーさん、すっごくキレイだね」

「綺麗にしたんだから、当たり前でしょう？」

　そんなことを言っているけれど、顔は嬉しそうだ。相変わらず素直じゃない。

　続いて、リー・リンが乗り込む。

「後ろに、二名付きます」

　荷台に、護衛が二名乗るらしい。最近物ぶつ騒そうだからだろうか。

　馬車は動き出す。

　後宮はいったいどこにあるのかと、窓の外を見ようとしたら義母に止められた。

「危ないから、やめなさい」

「ど、どうして？」

「一昨日、華族の馬車が襲われたらしいのよ」

「え!?」

　なんでも、戸こ部ぶの長官が乗っていた馬車が、市民による武装集団に襲しゆう撃げきされたのだとか。

「そ、それって、税金上がったのが、不満で？」

「ええ、そうでしょうね」

　戸部尚しよう書しよを狙ねらっての犯行なので、無差別に華族の馬車を襲ったわけではないようだ。

「危ないから、しばらく外出は控えたほうがいいわ。今日は、後宮での催もよおしだから仕方がないけれど」

「そうだね」

　ここで会話は途と切ぎれ、静かな中で馬車は進む。

　それにしても、いつ到とう着ちやくするのか。もう、三十分以上経っているような。

「おかーさん、後宮、まだ？」

「もうすぐよ」

　皇帝が政治を行う敷しき地ち内には、東西南北の門と城じよう楼ろうがあるとのこと。

　宮きゆう殿でんは左右対たい称しように建てられ、皇族と役人、使用人と、多くの人々が生活を営んでいるようだ。

　その、もっとも奥まった場所にあるのが、皇后や妃が住む後宮である。

　それから三十分後、やっとのことで後宮に到着した。リー・リンとはここでお別れだ。

「奥様、それでは」

「リイリン、寂さびしいよ」

「大袈裟ですね」

　リー・リンをぎゅっと抱きしめ、別れる。

「リェン・ファ、早く。行くわよ」

「はあい」

　後宮へと入る前に、佇たたずまいを見上げる。

　石造りの門の中にあるのは、褐かつ色しよくの屋根に赤あか壁かべの立派な建物だ。玄関先には大きな猫ねこの像が左右に置かれていた。牙きばが突き出していて、微妙に可愛くない。

「大きい猫さん！」

「あれは白びやつ虎こよ」

「びゃっこ？」

「そう。この国を護まもる、守護神の一柱」

「へえ、猫ちゃんじゃないんだ」

　虎とらというのは、大華輪国に生息する野生のネコ科動物らしい。

「とら、見たことない」

「とっても大きいの。たしか、物置に剝はく製せいがあったような」

「見たい！」

「あなた、見たいとか言って、怖がらないでよね」

「大丈夫、大丈夫！」

「全長はシン・ユーよりも大きいのよ」

　虎はシン・ユーよりも大きい!?　そんな猫が存在するなんて、驚きだ。

「こ、コワイ!!」

「ちょっと、離れなさい！」

　義母の腕にしがみついたところで、大勢の女官に出で迎むかえられていることに気付く。

　後宮にいる女性はすべて皇帝の妻だと聞いたことがある。この女官達も、皇帝の妻なのだろう。

　なんか、揃って同じ表情というか、目が死んでいるというか。

「いらっしゃいませ、ザン家の奥様方」

　皆、いっせいに膝を折って挨拶する。義母と私は同じように、挨拶を返した。

　普通の女官であればこのようなことをする必要はないが、彼女らは女官の格好をしているとはいえ皇帝の妻なのだ。

　女官の先導で、後宮の内部へと入っていく。

　先が見えないほど長い廊下は、真っ赤な絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられている。等とう間かん隔かくに灯籠ランタンが並べられ、足元も明るい。途中には、高価そうな壺つぼが飾られていた。

　床はギシギシ鳴らないし、埃ほこり一つなく掃そう除じが行き届いていた。

　シン・ユーの職場とは、ずいぶんと違う。

「リェン・ファ、どうしたの？」

「ううん、なんでもない」

　辿り着いた部屋は、客間のようだった。会場の支し度たくが調ととのうまで、しばらく待機するらしい。その間、お茶とお菓子がふるまわれる。

　私と同じくらいの年とし頃ごろの女官が、鮮あざやかな手つきでお茶を淹れてくれた。工夫式を用いて、ここまで優雅に淹れてくれるなんて。さすが、皇帝に選ばれる女性なだけある。

「お待たせいたしました」

　女官が淹れてくれたのは、鳳ほう凰おう単たん[image: 〓]そうという名の烏龍茶。

　付け合わせのお菓子は、蜜棗ミーザオ──棗なつめの蜜みつ漬づけ。

　お茶は華やかな香りに、独特の味わいのあるお茶だ。蜜棗は甘酸っぱくておいしい。

「リェン・ファ。あなた、そんなに飲んでいたら、厠かわやに行きたくなるわよ。ほどほどにしておきなさい」

「わかった」

　それよりも気になるのは、手が蜜まみれになったことだ。果物を刺す串くしがあったのに、気付かずに手で食べてしまったのだ。

「まったく、あなたは」

「ごめんなさい。ちょっと手、洗いたい」

「桶に湯を持ってまいりましょうか？」

「井い戸どでいいよ。気分転てん換かんもしたいし」

　女官に案内してもらい、中庭にある井戸で手を洗う。その帰り道で──遠くからドタドタと走る音が聞こえてきた。

「ん？」

「これは──」

　目にも止まらぬ速さで走ってきたのは、六歳くらいの幼い少女。

「わっ！」

「奥様」

　すぐ目の前に少女が迫せまっていたけれど、女官が手を引いてくれたので回避できた。危うく、ぶつかるところだった。

「おっとっと」

　少女のほうも転ばなくって、ホッ。

　くるりと振り向いた少女は、私を見て叫んだ。

「わっ、綺麗な髪に綺麗な目！　天てん女によ様だ！」

　てんにょとはいったい……？

「こちらのお方は天女様ではないですよ。それにロン・シャン様、廊下は走ってはいけません」

「ごめんなさ～い」

　ロン・シャンと呼ばれた少女は、目がくりっとしていて髪を高い位置でお団子にしている可愛いらしい女の子だ。

　誰かの娘だろうか？　お付きの人もいないようだけれど。

　キラキラとした好奇心旺おう盛せいな目で、私に話しかけてくる。

「お姉ちゃん、今日のお茶会のお客様？」

「うん、そうだよ」

　私はしゃがみ込んで返事をする。
















「私、ロン・シャン。よろしくね」

「私はリェン・ファ」

「リェン・ファ、素敵な名前ね」

「ありがと」

　二人で、でへへと笑い合う。

「あ、そうだ」

　袖の中に入れていたクッキーを差し出した。

「これ、お近付きの印に」

「わあ、何これ！」

「乾燥果物が入った、クッキーだよ」

　お茶のクッキーだと渋すぎるかなと思い、果物入りも作ってみたのだ。

「くっきーってお菓子、初めて見るわ」

「私の国の、お菓子なの」

「そうなのね」

　しばらくクッキーを眺めていたが、またまた遠くから声が聞こえる。

「ロン・シャン様～、ロン・シャン様～」

「あ、見つかりそうだわ。リェン・ファちゃん、お菓子、ありがとうね」

「いえいえ」

「またね！」

　ロン・シャンは手を振りながら、廊下を駆けて行った。すごく、元気な子だ。




　客間に戻り、ソワソワとした時間を過ごす。

「リェン・ファ、落ち着きなさい」

「とっても、落ち着いているよ」

「落ち着いていないわ」

　むうっと頰を膨らませていたら、義母にむにっと摘つままれてしまった。

「ザン家の嫁たるもの、頰を膨らませてはいけません」

「おかーさんも、シンユウと喧嘩している時、ほっぺたぷくーってしているよ」

「揚げ足は取らないの！」

　義母と戯たわむれているうちに、女官がやって来る。

「お待たせいたしました。会場が調いました」

　その言葉を聞いた途と端たん、胸がドクン！　と跳はねる。

　とうとう、お茶会が始まるようだ。私は緊張で、オロオロしてしまう。

「おかーさん、おかーさん」

「しっかりなさい」

　背中をドンと叩かれた。けっこう力が強かったので、ウッ！　となる。

「今日のために、頑張ってきたのでしょう？」

「うん」

「だったら、心配することは何もないわ」

　義母の言葉にコクンと頷くと、シャランと房飾りが揺れる。シン・ユーがくれた、レンの花と蝶の髪飾りを挿していたことを思い出した。

　シン・ユーの髪飾りがあるから、きっと大丈夫。

　私は気合いを入れて、立ち上がる。

「よし、行こ！」

　このお茶会は、恐らく女の戦場となるだろう。しっかりと、戦わなければ。

　武器はとっておきの真珠茶。それから、おもてなしの心。

　きっと上手くいく。私はそう信じる。

　義母と二人、お茶会会場となる大広間へと向かう。

　そこは、ザン家の大広間よりも広い。

　お馴な染じみの赤い壁かべには透かし花細工が嵌はめ込こまれた窓があり、天てん井じようには花模様が描かれた磁器のタイルが嵌め込まれている。房飾りのついた赤い提灯がいくつも吊るされているため、部屋の中は明るかった。

　小さな卓子と座ざ布ぶ団とんが、左右に六つずつ並べられている。どうやら、同じ家の者同士、向かい合う形で座るようだ。

　大華輪国の名家、六花の者達が招待されているのだ。皇后様とお妃様達はまだ来ていない。

　六花の中では、私達が最後だったようだ。

　義母は通る声で「ごきげんよう」と言い、優雅に会え釈しやくをする。私もそれに倣ならう。

　右側のほうが上かみ座ざらしい。左側に行こうとしたら、義母に右に行くよう押しやられる。

　どうやら、当主の妻が上座らしい。

　チラリと、顔ぶれを見てみる。

　みんな、四十代から五十代くらいの貫禄のある人達ばかりだ。結婚式の時に軽く挨拶したのは覚えているけれど、家名くらいしか暗記していない。

　皆、穴が開きそうなほど、じっと私を見ている。猛もう獣じゆうに囲まれた子鼠の気分だった。

　ザン家が座る座布団が置かれた位置は、皇后様やお妃様に一番近い。

　歴史ある一家であるという話は聞いていたが、ここまでの扱あつかいだったとは。

　六花の奥様方と一緒に来ているのは、娘か息子さんの婚こん約やく者しやなのだろう。私と同じくらいの年齢に見える。本当は、向こう側に行きたいのだけれど。

　戦々恐々としながらも、座った。

「ごきげんよう、ザン家の奥様」

「ご、ごきげんよう」

　話しかけてきたのは、目元に濃い化粧を施した奥様。肌はだも白おし粉ろいをしっかり塗ぬっている。

　髪に挿してあるのは、ウメの花の櫛。ツゥイ家だ。六花はその名のとおり、家か紋もんが花の形となっている。当主の奥方は、それぞれ家紋と同じ花飾りを身につけているようだ。

　その隣となりはランの家紋のフェン家、ユリのデン家、スイセンのゴン家、キクのヂァオ家。

　ザン家の家紋はレンの花だ。

「それにしても、驚いたわ。ザン家が異国の血を入れるなんて」

　会話に入ってきたのは、ゴン家の奥様。扇で口元を隠かくしつつ身を乗り出し、私に値ね踏ぶみするような視線を向けてくる。

　これが、大華輪国の社交界の洗礼!?

　なんだか、物語の中のような展開である。

「ザン家の大奥様も、大変だったでしょう？　息子の嫁が異国人で」

　どういう返しをしようか考えている間に、言葉の攻撃は義母に向いた。

　義母は扇を扇あおぎながら、スッと目を細める。すごい、狐みたいな目だ。

「別に、異国人の嫁でも、なんてことなかったわ。普通の娘と、何も変わらなかったもの」

「でも、千せん華かで異国人と会うなんて、すごい偶ぐう然ぜんね」

「私が気に入って、連れてきたのよ」

　バチバチと火花が散っている。私のことで喧嘩はやめて！　と止めたくなった。

「でも、息子さんは大変若奥様を愛されているのね。お支度を見たら、わかるわ」

「不況の中でも、財政は潤うるおっているようで、羨うらやましいわね」

「本当に。うちなんか、布物商が持ってきた少ない布から仕立てていただいて」

　確かに、他の人は装いが弱干地味なような？

　皇帝が税率を上げたので国民が苦しんでいる話は聞いていたが、まさか華族にまで影えい響きようがあるとは。

「六花といえども、今は名ばかり。豊かな暮らしをしているのは、ザン家くらいでしょう」

　ヂァオ家の奥様が、溜ため息いき交じりで言っている。

「ザン家は結婚式も盛せい大だいで」

「ええ、ええ。わたくしの娘時代の頃よりもずっと、贅沢だったわ」

　まさに、針の筵むしろというやつである。義母の目つきがだんだん鋭くなっていく。

「なるべく、質素な生活をしていたほうがいいですわ。先日も戸部の尚書が、暴動に巻き込まれてしまったというお話ですし」

「ザン家の方々もあまり贅沢をしていると、民の反感を買うおそれがありますわ」

「本当に。何が起こるかわからないから、一人でも多く側室を迎えて、跡あと継つぎを産ませなければいけませんわね」

　皆、そうだそうだと頷いている。

「どうかしら、うちの末娘なんて？」

「ザン家は側室をお断りしているそうよ？」

「まあ！　あのお嫁さんの小さな体で、子どもが何人も産めるでしょうか」

「そもそも、歴史ある名家に異国の血を取り入れるなんて、信じられな──」

　パン！　という物音で会話が遮さえぎられる。義母が扇を手のひらに打ち付けるようにして畳たたんだのだ。

　そして、何も言わずにジロリと奥様方を睨む。すると、皆、大人しくなった。

　さすが義母だ。歴戦の戦士みたいな六花の奥様方を、ひと睨みで黙だまらせるなんて。

　それにしても、皇后様やお妃様が来る前に、こんなに険悪な雰囲気になるとは。

　ここで、女官が大きな銅ど鑼らの音を鳴らす。どうやら、本日の主役である皇后様とお妃様がいらっしゃったようだ。

　大広間の前方にある扉が開かれた。

　最初に女官が二人、柄えの長い団扇を重ね合わせながら歩いてくる。

　その後ろを歩いているのは、皇后様のようだ。女官の持つ二枚の団扇で顔を隠している。

　真っ赤な布地に、竹林で戯れる白虎が刺された豪奢な服を纏っていた。

　あとに続くのは、四名の女性達。

　あれは貴妃、徳妃、賢けん妃ひ、淑しゆく妃ひの称しよう号ごうが与えられた、四夫人と呼ばれる皇帝の妻達だ。

　皇后の次に、位が高いらしい。

　四夫人は家いえ柄がらや教養など関係なく、もっとも美しい者が選ばれるという。

　どれだけの美女揃いなのか。女官に囲まれていて、まだ顔は見えない。

　もう一度、女官が銅鑼を鳴らす。すると、皇后の顔を隠していた団扇が脇わきに避よけられた。

　皇后様は──二十代半ばくらいだろうか。意外と若い。

　優しそうなたれ目に、形の良い鼻、ぽってりとした唇くちびると、色気のある美女である。

　皆、片膝を突いて、左手で拳を作り、右手で包んだ形を作ってそれを頭上まで掲かかげた。

　これは、抱ほう拳けん礼れいという、目上の者への挨拶である。私も、家で練習してきた。

「面おもてを上げよ」

　優しそうな、皇后の声が聞こえる。命じられたとおり、顔を上げた。

　他のお妃様もたいそうな美女である。

　三十歳と一番年上らしいシエ貴妃、教養あるジン賢妃、名家の生まれだというシャオ徳妃──そして、一番年下となるのがイエ淑妃とのこと。

「みなさんに、新しい妃を紹しよう介かいしましょう」

　最近、皇帝が新しい妃を迎えたようだ。

「イエ淑妃、前へ」

　四夫人の中で、名を呼ばれた一人の女性が前に出てくる。

　ここで、私は叫びそうになった。

　勝気なつり目に、自信に満ち溢れた佇まい、それから私を渾こん身しんの力で睨みつけるイエ淑妃は、シン・ユーの側室になりたかったイエ＝ホン・リウだ。

　まさか、皇帝の奥さんになっていたなんて。びっくりするあまり、口をあんぐり開けたまま見つめてしまった。

　ここで、いろいろ腑ふに落ちる。

　ホン・リウは皇帝と結婚をしたくないので、あの日ザン家に無理矢理押しかけてきたのだろう。

　皇帝は四十歳くらいだと聞く。後宮へ上がることは名めい誉よなことだろうが、若い娘さんが、父親ほど歳としの離れた相手に嫁とつぐのは辛いだろう。

　だからといって、彼女が私にしたことは許せることではないけれど。

　と、いうか、ホン・リウはまだ私を睨んでいる。あれか。あの時、シン・ユーの側室にしてくれなかったから皇帝に嫁ぐことになったと、抗議したいのか？

「イエ淑妃、どうかしたか？」

「いいえ、なんでも」

　生意気なように聞こえるホン・リウの返しに、皇后様は眉を顰ひそめる。他の四夫人も含ふくめて、見えない火花がバチバチ散っているように見えた。

　大丈夫なのか、後宮は。そして、この国は。

　皇后に続いて、四夫人も華やかな服装でいる。

　ホン・リウ改めイエ淑妃は、銀水すい仙せんの簪かんざしを挿し、薄うす紫むらさきの布地に白牡丹が描かれた服を金色の蔦つた模様が刺された帯で締めている。手元の扇には孔く雀じやくが描かれていた。

　美しさで妃に選ばれただけあると納得してしまうほど、綺麗だった。

　そんなイエ淑妃は自分の服と私の服とを見比べ、何かを訴えるような視線を寄こしてくる。きょとんとしていたら、イエ淑妃は自身の牡丹柄を指差す。

「ん？　……ああ！」

　どうやら、牡丹柄が被かぶった点が気に食わないようだ。

　その辺の打ち合わせはできないので、仕方がないというかなんというか。許してほしい。

「皆の者、よく集まってくれた。楽しい時間を、過ごすように」

　皇后様の挨拶のあと、ようやく、お茶会が始まる。

　女官達が沸かした湯と、茶器の入った籠かごを持ってきた。

　まず、指名されたのはヂァオ家の奥様だ。スカートの裾を摘つまみながら、中心に用意されたお茶台のもとまで歩いて行く。

　それから膝を深く折って、皇后様とお妃様に抱拳礼をする。

「わたくしが淹れますのは、こちらです」

　丸い陶とう器きの器うつわに入っている茶葉を、軽く掲げながら説明する。

「東方美人という、青茶です」

　ヂァオ家の奥方は、丁寧な所作でお茶を淹れた。茶チヤア杯ペイに注がれた東方美人を、皇后様とお妃様に配る。

　私達の分は、後宮の女官が淹れた東方美人が配られた。

「お茶ちや請うけの菓子は炒った瓜うりの種に、肉桂ニツキをまぶしたものになります」

　まずは、毒味係の女官がお茶を飲み、お菓子を食べる。不正がないよう、毒味は公開で行われるようだ。

　数分、様子を窺うかがう。その間、沈ちん黙もくに包まれていた。毒味の間に、お茶は冷めきってしまっただろう。仕方のない話ではあるが。

　特に問題はないようなので、皇后様はお茶を一口飲み、瓜菓子を食べる。

「東方美人──熟した果実のような香りに、甘く柔らかな味わいが素晴らしい。瓜の菓子は、独特の匂いがあるが品がある」

　肉桂とはどんなものなのか。とても気になる。

　四夫人がお茶とお菓子を口にしたあと、私達の番がやってくる。

　私はまず、東方美人を飲んだ。驚くほど飲みやすい。さらっとしていて、癖がない。

　瓜菓子のほうは、匂いで肉桂の正体がわかった。これは、シナモンである。まさか、この国にもあったとは。

　肉桂は貴重な香こう辛しん料りようのようで、皇后様は喜んでいた。

　私の祖国だと、そこまで高価ではないけれど。関税や輸入費などが上乗せされているのか。

　もしかしたら、後宮の財政もそこまで豊かじゃない？　そんなことが脳のう裏りを過る。

　いや、今はそんなことを考えている場合ではない。お茶会に集中しよう。

　評判が良かったようで、ヂァオ家の奥様はニコニコである。

　そのあとも、次々と六花の奥様方がお茶とお菓子をふるまっていく。

　ゴン家の奥様が振る舞ったのは、白牡丹茶と生姜の砂糖漬け。

　白牡丹茶はまろやかな味わい。お菓子の生姜の砂糖漬けは、生姜に砂糖？　と疑いの目で見てしまったが、これまたおいしい。クセになる味だ。

　デン家の奥様がふるまったのは、黄おう金ごん桂けい茶と乾燥藍ラン苺メイ。

　黄金桂茶は金きん木もく犀せいのような甘い香りがする。藍苺とはなんぞと思っていたけれど、食べたらわかる。ブルーベリーだ。

　フェン家の奥様がふるまったのは、翠すい玉ぎよく茶と茶梅。

　翠玉茶は白はく木もく蓮れんのような柔らかな香りがする。味わいはあっさり。茶梅は烏龍茶で梅の実を煮込んだものだとか。品のある甘さだ。

　ツゥイ家の奥様がふるまったのは、色しき種しゆ茶と月げつ餅ぺい。

　色種茶は花のような香りに、深みのある味わいがある。月餅はお祝いの時に食べる焼き菓子で、中に木の実と白しろ餡あんがたくさん詰まっていた。

　どのお茶も、甲乙つけられないくらいで、お菓子もおいしかった。

　なんといっても、冷めてもおいしいということが素晴らしい。皆、毒味で冷えてしまうことまで考えて茶葉を選んでいたのか。

　ミルクティーはアツアツが一番おいしいけれど、粉タピ圓オカを食べることを考えたらちょうどいいかもしれない。

　初めて食べた時、ちょっと舌を火傷やけどしたし。

　次は私の番と思いきや、一回休きゆう憩けいを取るらしい。各おの々おの、客間へと戻る。

「う～～！」

「ちょっとリェン・ファ、落ち着きなさいよ」

「む、ムズカし」

　集中力が途切れてしまったようだ。気分がソワソワして、大人しく座っていることができず、歩き回ってしまう。

「唇を嚙まないの。紅べにが落ちているじゃない」

「ご、ごめんなさい」

　無意識のうちに、唇を嚙みしめていたようだ。義母に手招きされる。

「塗りなおしてあげるから、そこに座りなさい」

「え、自分でできるよ？」

「いいから、座りなさい」

「はい」

　義母の目がカッと見開かれて怖かったので、即座に命令に従う。

「まったく、なんで私がこんなことをしなきゃいけないのかしら！　リェン・ファ、こういうことをするのは、今日だけだからね！」

「は～い」

　義母は小指に紅を付け、私の唇に塗ってくれた。その眼差しは真剣そのもの。

　なんだか、亡なくなった母を思い出してしまう。

　幼い頃、鏡の前で化粧をしていた母に、口紅を塗ってくれとせがんだことがあったのだ。

　今日、義母がしてくれているみたいに、母は口紅を塗ってくれた。

　口紅を塗った自らの姿を鏡で見たら、母のように似合っていなくて衝撃を受けてしまったっけ。そんな私に、母は言った。

「──綺麗よ」

　義母はあの日母が言った言葉と、まったく同じことを言った。その瞬間、私は涙をポロリと零こぼしてしまう。

「ちょっと!!　あなた、何泣いているのよ。せっかくのお化粧が、剝はげるでしょう!?」

「ご、ごめんな、さい……」

　だって、義母が優しい言葉をかけてくれるから。

　涙を拭ぬぐい、再び化粧を整えてから鏡を覗き込む。

　真っ赤な口紅は、まだそこまで似合っているようには見えない。けれど、義母は綺麗と言ってくれた。だから、自信を持とう。

　それから、シャラリと音をたてて揺れるレンの花の簪を見る。

　これはシン・ユーが私を妻と認め、贈ってくれたものだ。

　何も、臆おくすることはない。堂々と、ザン家の一員としてお茶会に臨のぞみたい。

　休憩時間を挟はさんだおかげで、気持ちの整理ができた。

　あとは、本番を迎えるばかりである。




　お茶会再開の銅鑼が鳴らされた。

「次、ザン家の者」

「はい」

　皇后様に呼ばれ、返事をする。

「金の髪に青い瞳ひとみ……異国の者か？」

「ハイデアデルン国から、嫁いでまいりました」

　新入りなので質問責めにされるのだろうか。何を聞かれるのかと、ドキドキしてしまう。続けて、皇后様は私に問いかける。

「ザン家の当主が、たいそう溺でき愛あいしていると噂で聞いた」

「お、おかげさまで……」

　どこで、シン・ユーと私の新しん婚こん生活が噂になっているというのか。溺愛されているということは、仲良し夫ふう婦ふに思われているのだろうけれど。

　これで終わりと思いきや、さらなる質問を受ける。

「今回、自分で茶葉など選んだのか？」

　皇后様は異国人である私に興味があるのだろうか？　どんどん話しかけてくる。

　私は精一杯の笑みを浮かべながら、話に応じた。

「はい。新茶祭で、祖国のお茶を見つけまして」

「新茶祭に行ったのか？」

「はい」

「誰と行った？」

「だ、旦那様と」

「祭りの様子はどうだったか？」

「その、とても、賑やかで」

「そうか」

　まだ何か話しかけようとしていたが、お妃様の一人──年長者のシエ貴妃が待ったをかけてくれた。

「皇后様、湯が冷めてしまいますわ」

「そ、そうね！　じゃなくて、そうだな」

　威い厳げんのある喋り方は作っているものなのか。一瞬、皇后様の素を垣かい間ま見みたような。

　少しほっとしながら、私はミルクティーの準備に取りかかる。

　私は茶葉の入った慣れ親しんだ缶を見せながら、説明をする。

「こちらはゴールデン・チップスという名の、私の故郷で愛されている茶葉です。新茶祭で偶然見つけまして、皆様にも召し上がっていただきたいと思い、ご用意いたしました」

　一生懸命リー・リンと練習した敬語も、なかなか上手く喋れたような気がする。

　この辺も、失敗しないか心配していたのだ。

　義母に口紅を塗ってもらったからか、口がよく動く。

「今回、この茶葉の一番おいしい方法で、召し上がっていただきます」

　大きく息を吸い込んで、吐く。気分を落ち着かせたあと、お茶を淹れた。

　温めたポットに茶葉を入れ、熱湯を注いで蒸らす。そのあと、粉圓を入れていたカップに紅茶を注ぎ、そのあと牛乳を入れた。

　これで、粉圓入りの真珠茶の完成である。

　まずは、毒味を頼んだ。

「あっ！」

　毒味係の女官が声をあげる。ここにいる皆が、ぎょっとした。

「どうかしたの!?」

　イエ淑妃がキッと私を睨んだあと、女官に声をかける。

「な、なんでも……」

「なんでもないような声じゃなかったでしょう？　言いなさい」

「はい……。あの、その、と、とても、おいしい茶だな、と」

　その言葉を聞いて、胸を撫なで下おろす。どうやら、毒が見つかったわけではないらしい。たぶん、粉圓にびっくりしたのだろう。

　問題ないということなので、お茶を皇后様へと運んだ。

「お待たせいたしました。真珠茶でございます」

「なんだ、これは？　それに、菓子はどうした？」

「あとからご説明いたします。まずは、真珠茶のほうをお楽しみください」

　私の説明を聞いた皇后様は、不思議そうな様子でカップを手に取る。

「異国の茶は、初めてだ」

　皇后様は恐る恐るといった感じで、カップに口を付けていた。

「──わっ、おいし」

　今まで威厳に溢れた態度の皇后様であったが、急に乙女おとめのように目を輝かせた。

　皆の視線を受けてハッとなり、我に返ったよう。一度、ゴホンと咳せき払ばらいをする。

「これは──実に、面白い。甘い茶など、初めて飲んだぞ」

　お妃様達が、甘いお茶と聞いて驚いていた。一人、イエ淑妃は眉を顰めている。

「まろやかな味わいで、優しい甘さがある。これは、何が入っておるのだ？」

「茶葉に牛乳と、蜂蜜を、入れました」

　皇后様は真剣な表情で、真珠茶を覗き込んでいた。興味を引いたところで、お茶の効能を説明する。

「牛乳は美び肌はだ効果があり、肌に潤いを与え、蜂蜜は栄養が豊富で、疲ひ労ろう回復効果などもございます──と、このように、薬膳の観点からも、体に良い、お茶となっております」

「ふむ。素晴らしい」

　最後に、この真珠茶最大の秘密を教える。

「お茶に匙を入れて、中にあるものを掬って、いただけますか？」

「茶の中に、何か入っておるのか？」

「はい。それが、私のご用意した、お菓子です」

　皇后様は女官に手渡された陶器の匙を摑つかみ、ミルクティーから粉圓を掬う。

「こ、これは!?」

「たぴおかという、デンプン質を固めたものに、なります」

「たぴ、おか、か。なるほど、これが真珠のようだから、真珠茶と」

「はい。たぴおかは食物繊せん維いが豊富で、体にも優しい食品、です」

「なるほど。では、いただこうか」

　そう言って、皇后様は粉圓を食べる。口に入れた瞬間、クワッと目が見開いた。

「おいしい！」

　皇后様は笑顔を浮かべて言った。

「モチモチのたぴおかに、甘い真珠茶が絡んで品のある菓子のような味わいだ。コクがあるのにさっぱりしていて、いくらでも食べられそう。一品で二度楽しめるという着想も面白い。この一杯の中に、健康によい食材がいくつも使われている点も、素晴らしい」

「はい、ありがとう、ございます」

　私は深々と、頭を下げる。頑張ったことが認められて、胸がいっぱいになった。

　それから、皇后様は背後のお妃様を振り返り、真珠茶を勧める。

「ねえ、あなた達も食べてみて！　おいしいから！」

「皇后様、口調が戻っておりますよ」

「いいから食べて！」

　やはり、皇后様の口調は作っているもののようだ。若くして皇后になったので、威厳を示そうとしているのか？　なんだか大変そうだ。

　それよりも、他の妃はどうだったか。反応が気になるので、覗き込む。

「本当においしいですね」

「甘くて、飲みやすいわ」

「優しい味ね」

　お妃様にも好評のようで、ホッとひと安心。ただし、一名を除いて。

　イエ淑妃は一度飲んだきり、二口目を飲もうとしない。その上、親の仇かたきの如ごとく真珠茶を睨みつけていた。

　口に合わなかったのだろうか？

　皇后様も、イエ淑妃の異変に気付いたようだった。

「イエ淑妃、どうかしたの？」

　もう、威厳のある喋り方はやめたらしい皇后様が声をかける。

　イエ淑妃は、顔を歪ませながら話し始める。

「おかしくないですか？　甘いお茶だなんて」

「でも、おいしいわ」

　皇后様のお言葉に、他のお妃様も頷く。

「宮廷茶会は、我わが国くにの歴史的な茶を楽しむ日です。だから、こんなもの、認められません！」

　その主張に、ジン賢妃が待ったをかけた。

「真珠茶に使われている紅茶も、我が国の歴史的なお茶です」

　紅茶は元々、国内で消費するものではなく、異国人の舌に合わせて作ったものだったらしい。そのため、国内での消費はあまりないのだとか。

　大華輪国は茶葉生産の六割を占しめている、世界最大の生産地らしい。

　生産の半分以上を占めているとは驚いた。

　私は知らないうちに、大華輪国の紅茶を飲んでいたかもしれない。

　教養深いジン賢妃が説明してくれたおかげで、糾きゆう弾だんから逃のがれることができたと思ったが──。

「そうはいっても、甘いお茶なんて納得できません」

　イエ淑妃の一言で、お茶会の雰囲気はよりいっそう険悪なものとなってしまった。

　私のせいだ。きちんと、この国で親しまれているお茶を準備しなかったから。

　私は顔を上げ、皇后様を見る。

「あの──」

　発言を許してもらおうと、声を張り上げた瞬間、大広間の扉が開かれた。

「あ、リェン・ファちゃん、こんなところにいたのね！」

「へ!?」

　明るい声が聞こえ、振り返ると──そこには元気いっぱいのロン・シャンの姿があった。

　私のもとへと駆け寄り、抱きついてきた。

「ロン・シャン！」

　驚きの声をあげるのは、皇后様。どうやら、ロン・シャンは皇后様の御子だったようだ。

「あなたは、いったい何を？　今日は、部屋で大人しくしているようにと言ったのに」

「だって、暇だったんですもの！　それに、リェン・ファちゃんにお礼を言いたくって！」

　はてさて、なんのお礼か？　首を傾げていると、耳元で囁ささやかれる。

「お菓子、と～ってもおいしかったわ。ありがとうね」

「ああ、クッキー」

「そう！」

　先ほど、ロン・シャン姫にクッキーをあげたのだ。いろいろありすぎて、すっかり忘れていた。

「あ、それ、リェン・ファちゃんの淹れたお茶？　飲んでもいい？」

　まだ口を付けていないので、私が持っていたものをどうぞと差し出す。

　ロン・シャン姫は喉のどが渇かわいていたのか、ぐぐっと飲んだ。

「甘くておいしい！　こんなの、初めて飲んだわ！　それに、何か入っているのね！」

　カップを大きく傾けたので、粉圓がミルクティーと共に口の中に入ってきたようだ。

「何コレ！　モチモチしていて、不思議！　こんな食べ物、初めて！」

　匙を差し出すと、ロン・シャン姫は夢中で食べていた。

「あらあら」

　皇后様は、その様子を見て驚いている。

「この子、食が細いのに……」

　このように、喜んで食べることは珍しいようだ。

　最後に、ロン・シャン姫はにっこりと微笑んでカップを返してくれた。

「ありがとう。おいしかったわ」

　無む邪じや気きなロン・シャン姫のおかげで、大広間の雰囲気も良くなる。

「この茶杯に描いてあるお花も、リェン・ファちゃんみたいでかわいいね！」

「ありがとう。これ、たんぽぽっていうお花で、おかーさんが、用意してくれたの。私に、似ているからって」

「そっか。リェン・ファちゃんのお母さんは、リェン・ファちゃんが大好きなんだね！」

　ここで、義母がゲホゲホと咳せき込こむ。飲んでいたお茶が気管に詰まったようだ。

　義母の私への愛は、周知のものとなってしまった。

　そろそろ、お茶会はお開きとなる。

　ハラハラするような場面もあったが、ロン・シャン姫のおかげで良い雰囲気の中で終わることができそうだ。

　これにて、一件落着である。

「最後に、よろしいかしら？」

　皇后様が立ち上がり、話があるという。

　晴れやかな笑顔を浮かべていた皇后様であったが、急に真面目な顔になって話しだす。

「今日は──とても、楽しい茶会が開けたと思うわ。一杯のお茶から、身分に関係なく皆が笑顔になれるのは、とても素敵なことだと思うの。これから私達が何をすべきか、その答えを見つけることができた」

　言いきった皇后様の表情は晴れやかだった。

「国内の情勢は、皆もよくわかっているでしょう。あなた達もこれから、国のため、国民のため、私達に今何ができるか、今一度、考えてほしいわ」

　その話を聞いた時、私はすぐにピンときた。皇后様は、皇帝の悪政を嘆なげいているのだろう。お腹を空かせた子どもがいる。それから、税金が高くなり、困っている人達もいる。仕事がなくて、路頭に迷っている人もいる。

　このままではいけない。

　皇后様は、華族がこの先どうすればいいのか考えるように言いたかったのだろう。

　私も、小さなことでもいいから、何かしたい。

　そう、思った。
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　このあと、晩ばん餐さん会かいを行うらしい。早く家に帰りたかったけれど、仕方がない。

　客間に辿たどり着つくと、私は義は母はを振ふり返かえってお礼を言った。

「おかーさん、ありがとう」

「いきなり何よ」

「お茶会、大成功だったから」

　真しん珠じゆ茶はイエ淑しゆく妃ひを除いて大好評だったし、失敗もしなかった。

　義母が応おう援えんしてくれたおかげだろう。

「だから、ありがとうね」

「べ、別に、あなたのためにしたんじゃないからね！」

　義母はぷいっと顔を背そむけながら言う。耳まで真っ赤になっていた。

　義母は、こういうところが可愛かわいいよね。

　本人に言ったら絶対に怒おこるので、黙だまっておいた。




　その後、客間でのんびりしていたら女官が私のもとへ巻物を持ってくる。

「こちら、ロン・シャン姫ひめから奥おく様さまへの伝言でございます」

「伝言？」

　受け取ったら、女官は会え釈しやくをしていなくなる。

　伝言と言っていたがいったい、なんの用だろう。巻物の紐ひもを解き、はらりと開く。

「ん？　んん？」

　頑がん張ばって読もうとしたけれど、達筆すぎて読めない。

　あのロン・シャン姫が、こんな字を書くなんて……意外だ。

「おかーさん、これ、読めないから、読んで」

「あなたね、手紙くらい自分で読みなさいよ」

「だって、難しくって、読めないんだよ～」

　義母のもとへ持って行き、膝ひざの上に載のせた。

「お願い。これ、今読みたいの」

　ロン・シャン姫からの手紙なので、早く読みたいことを訴うつたえる。

「あら……これ、ロン・シャン姫の字ではないわ。きっと女官が書いたものよ」

「そうなの？」

　やんごとない身分の人達は、自分で筆を握にぎることはないらしい。

　そういえば義母も、お茶会の招待状などは使用人に書かせている。

　あんな無む邪じや気きな子が、こんな大人びた字を書いたわけじゃないとわかってホッとした。

　安あん堵どしたところで、再び義母に手紙を読んでもらうようお願いする。

「おかーさん、お願い」

「もう。仕方がないわね！」

　義母は渋しぶ々しぶといった感じで巻物を持ち上げ、読み上げてくれる。

「──ザン＝リェン・ファちゃんへ。お話ししたいことがあるの。ここの近くにある、中庭で待っているわ。山茶花さざんかの木の傍そばで待つロン・シャン──ですって」

「おかーさん、ありがと。今から、行ってくるね」

「ええ、わかったわ。もうすぐ晩餐会だから、早く戻もどってくるのよ」

「うん！」

　部屋から中庭まで、それほど離はなれていない。すぐに、行って戻って来られるだろう。

　後宮を歩いていて怪あやしまれないように、手紙は持って行く。

　部屋を抜ぬけ、廊ろう下かを歩き、柱ちゆう廊ろうから中庭へと到とう着ちやくした。

　ロン・シャン姫の伝言にあった山茶花は今の時季、花は咲さいていない。赤や白の美しい花を冬季に咲かせると、義母が教えてくれた。椿つばきに似ているが、葉っぱの縁ふちがギザギザで、特とく徴ちよう的らしい。

「あれ？」

　山茶花を探していると、見慣れた後ろ姿を発見する。背が高く、短い三つ編み姿の知り合いは一人しかいない。

「ファン・シーン？」

　名を呼んだら、振り返った。シン・ユーの友人だ。

「あ、リェン・ファちゃん」

　駆け寄って近付く。いったい後宮で何をしているのか。

「ファン・シーン、なんで、ここにいるの？」

「あれ、シン・ユーから聞いていない？　僕ぼく、ロン・シャン姫の教育係なんだよ」

「そうなんだ」

　男子禁制の後宮であるが、特別に立ち入ることを許可されているらしい。

　この国には、閹えん官かんという制度があると聞いたことがある。

　閹官とは、生せい殖しよく機能を失なくした男性のことだ。

　後宮に出入りを許されているということは、ファン・シーンはまさか……。

「リェン・ファちゃん、どうしたの？」

「な、なんでもない」

　気の毒なので、触ふれないでおこう。

「ファン・シーンは、ここで何をしていたの？」

「意地悪なお妃きさき様に、今日はお茶会だからって、追い出されたんだよ」

「そ、そうだったんだ。大変だったね」

「リェン・ファちゃん。僕の苦労、わかってくれる？」

「まあ……」

　女の世界に生きるのは、大変なことなのだ。

「そういえば、リェン・ファちゃんこそ、お茶会で意地悪されなかった？」

「ううん、楽しかったよ」

　いろいろあったけれど真珠茶は好評だったし、いろいろ勉強にもなった。満足している。

　それはそうと、ロン・シャン姫はすでに中庭に来ているのか。彼かの女じよの教育係なら知っているだろうか。

「ファン・シーン、ロン・シャン姫、もう、ここに来てる？」

「なんで？」

「私、ロン・シャン姫に呼び出されたの」

「え、そうだったの？　さっき会ったけれど、そんなことは言ってなかったような」

　ファン・シーンに達筆な手紙を見せた。

「これは──」

　じっと、真しん剣けんな眼まな差ざしで手紙を読んでいる。

「ファン・シーン？」

「あ、ごめん。ロン・シャン姫は、まだ来ていないみたいだ。ちょっとこの手紙、借りてもいい？」

「なんで？」

「ちょっと調べてくるから。リェン・ファちゃんは、ここで待っていてね」

「わかった」

　ファン・シーンは手を振り、笑え顔がおで去って行った。




　なんとなくぶらぶらしながら待っていると、草木が生おい茂しげる場所に、山茶花の木があった。義母の言っていたとおり、葉に特徴がある。

　ファン・シーンの言うとおり、ロン・シャン姫はまだ来ていない。私は山茶花を眺ながめ、時間を潰つぶす。

　晩餐会までまだ余よ裕ゆうがある。しかし、早く戻らないと義母が心配するだろう。

　しかし、待てども待てども、ロン・シャン姫は現れない。

　山茶花を眺めつつ、どうしようかと考える。

　私もファン・シーンと一いつ緒しよに行けばよかった。でも、入いれ違ちがいになったら悪いし……。

　そう思っていた矢先、視界を影が覆おおう。背後に人の気配を感じた。

　慌あわてて振り返ると、そこには見たことのない中年男性が立っていた。

　年頃は四十代後半くらいか。太い眉まゆとぎょろりとした目をした厳いかつい顔に、顎あごの線を覆うように黒々とした髭ひげが生えている。背が高く、体つきはガッシリしていて筋肉質だ。

　長い髪かみを三つ編みにしているので、高貴な身分の方であることがわかるが、たぶん、閹官ではないだろう。

　服の布地も金糸や銀糸が使われていて、驚おどろくほど贅ぜい沢たくなものだ。

　赤い布地に上のぼり龍りゆうが生き生きと波打っている服を着ていた。

　龍を見た瞬しゆん間かん、ドクンと胸が跳はねる。シー・トゥームーの予言を思い出したからだ。




　──未来に、龍が苦しんでいるのが見えるよ……終わりが……ああ、なんという！




　龍というのは、この人のことなのか？

　そもそも、後宮は男性が立ち入れない領域である。ただ、一人を除いて。

　ということは、目の前にいるこのお方は──皇こう帝てい陛下!?

「娘むすめよ、そこで何をしている？」

「!!」

　口元を押おさえ、とっさに悲鳴を吞のみ込こむ。

　指先が震ふるえ、唇くちびるがわななく。だが、すぐに我に返って、以前リー・リンに教えてもらった平へい伏ふくの姿勢を取る。地面に額を付け、事情を説明する。

「あの、わたくしめは、ここで、ロン・シャン姫と会う約束を、しておりまして」

「ロン・シャン……？　ああ、あの、子こ猿ざるのような娘か」

　ボソリと、独り言のように呟つぶやいた皇帝陛下の言葉には、返事をしなくてもいいだろう。

　なんとかして、この場を切り抜けなければ。

「面おもてをあげよ」

　皇帝陛下の言うことは絶対。私は震えながら顔を上げる。

「金の髪に、青い瞳ひとみ……異国の娘か」

「は……はい」

　あろうことか、皇帝陛下はしゃがみ込み、手にしていた扇おうぎを私の顎に当てる。

「ふむ。まったく美しくはないが、愛あい嬌きようのある顔立ちをしている」

　……それ、ぜんぜん褒ほめていないよね？

　猛もう烈れつな引っかかりを覚えたが、皇帝陛下の言うことなので笑顔で応じる。

「来い」

「へ？」

「異国の者としてみるのも一興だろう」

　──してみるって何を!?

　ぐいっと腕うでを引かれ、強ごう引いんに立たされる。それから、有う無むを言わさずに、後宮の中へと引きずられて行った。

「あの、あの、これから、何を？」

「後宮ですることと言ったら、一つしかないだろう」

　後宮とは、皇后様やお妃様の暮らす宮きゆう殿でんで、皇帝のお渡わたりがある場所である。

　ここに住まう女性のすべては皇帝の妻であり、お渡りがあった場合はかならず応じなければならない、という後宮の事情を、リー・リンから習ったことがあった。

　皇帝陛下の言った言葉の意味は、鈍にぶい私でも気付いてしまう。

　もしかしなくても、私、皇帝陛下に後宮の住人だと思われている？

　それから、今から連れて行かれるのは、寝しん室しつだったりする？

「でえええええっ!?」

　とんでもない事実に気付き、叫さけんでしまった。

「うるさい！」

　すぐに、怒られてしまう。

「あ、あの、私、違うんです！」

「何が違うというのだ？」

「私、後宮の人、違います」

「後宮の女はすべて俺おれの女だ」

「今日、宮きゆう廷てい茶会で来た、ザン家の者です」

　私の訴えを聞いた皇帝陛下は立ち止まる。

「ザン家……？　ああ、六花か」

　ザン家の名前を聞いた瞬間、皇帝陛下の顔が強こわ張ばる。まるで、憎にくたらしいものを思おもい浮うかべるような、そんな表情だった。

「あ、あの……？」

　声をかけた瞬間、皇帝陛下は再び私の手を引いて歩き始める。

「え!?」

　皇帝の妻ではないと判明したはずなのに、解放してくれない。どういうことなのか？

「あの、私──」

「あやつはいつも反はん抗こう的な目つきをしていて、いけすかない奴やつだと思っていたんだ。恩おん赦しやを与あたえてやったのに、感謝もしない」

　いけすかない奴というのはシン・ユーのこと？　恩赦とは、いったいなんの話をしているのか。

「妻を寝ね取とられたと聞いたら、どんな顔をするのか」

　寝取るって、なんて恐おそろしいことを言っているのか！

　事情はよくわからないけれど、大変危ない状じよう況きようにあることは理解できる。

　足を踏ふん張ばって抵てい抗こうしたけれど、てんてんとたたらを踏ふむように、廊下を引きずられていく。

　廊下の脇わきに避よけ、頭を下げる女官に助けを求めても無視だ。

「しかし、異国の女を娶めとるとは、物好きな奴め」

　それは否定できない。シン・ユーはとんでもない物好きであった。

　いや、娶るしかない残念な事情があったのだけれど。

　それでも、シン・ユーは私のことを大事にしてくれた。奥さんとして迎むかえてくれたのに、こんなことになるなんて。悔くやしくて、悲しくて、眦まなじりに涙なみだが浮かぶ。

「ごめんなさい！　謝あやまるから、帰らせて！」

「うるさいと言っているだろう！」

　踏ん張っても、すぐに引き寄せられてしまう。

　私がジタバタと抵抗するので、最終的に肩かたに担かつがれてしまった。

　おかげさまで、あっという間に薄うす暗ぐらい部屋に辿り着いてしまう。

　そこには、見たことのないような大きな天てん蓋がい付きの寝しん台だいがあった。

　その寝台の上に、乱暴に転がされる。

「ぎゃんっ……！」

　慌てて体勢を整えようとするが、ツルツルの絹のシーツの上では上う手まく動けない。

　早く起き上がって逃にげなきゃいけないのに──と、ここでふと我に返る。

　もしも、私が皇帝陛下を拒きよ絶ぜつしたら、シン・ユーや義母が罰ばつせられるのでは？

　そんなの嫌いやだ！　でも、このまま状況を受け入れるなんてできない。

　ジワリと、眦に涙が浮かぶ。

　そうこうしている間に、皇帝陛下が私の上に覆いかぶさる。

「うっ！」

　遠えん慮りよなくのしかかられて、苦しくなる。

　皇帝の顔面が目の前に迫せまり、慌てて顔を逸そらした。本当に申し訳ないんだけれど、気持ち悪くなって全身鳥とり肌はだが立った。

　シン・ユーも以前、似たようなことをしてきたが、皇帝陛下のように全体重をかけるなんてことはしなかった。

　シン・ユーは紳しん士しだったのだ。今いま更さらながら気付くなんて……。

　恥はずかしがらずに、本当の奥さんにしてくださいとお願いすればよかった。

　私は、まだ考えが子どもだったのだ。こんなところで後こう悔かいしても遅おそいが。

　抵抗するのか。それとも流されるがままになるのか。

　服の襟えりに皇帝陛下の手が触れた瞬間に、両手で押さえる。

「おい、何をしている？」

　低く、脅おどすような声だった。

　しかし、ここで負けるわけにはいかなかった、

　絶体絶命の危機に陥おちいった瞬間に、第三の選せん択たく肢しが頭を過よぎる。

　それは、舌を嚙かむこと。私の名めい誉よは守られるが、しかし──。

　さまざまな人達の顔や言葉が浮かんでくる。

　私は父と約束したのだ。かならず、幸せになるのだと。

　シン・ユーは私に「傍にいてほしい」と言ってくれた。その言葉を、裏切るわけにはいかない。

　それに、シン・ユーはまだ健康になっていないし、義母とも和解していない。

　私はまだまだ、成なし遂とげていないことが、たくさんある。

　どうしてこんなことを考えてしまったのか。

　なんとか脱だつ出しゆつ方法を考えなければ。

　考えろ！　考えろ！　考えろ！　何か、この状況を抜け出す方法が、絶対あるはず！

　皇帝……寝台……危機……。それらを回かい避ひする方法を！

「あ！」

　ここでふと思いつく。昔読んだ童話を。

　その物語は、娶った妻を初夜に次々と殺してしまう残ざん虐ぎやくな国王の話だった。

　死を恐れた新しい王おう妃ひは、国王に物語を語って聞かせた。

　物語の続きが気になった国王は、王妃を殺さずに生かし続けた──みたいな話だった気がする。

　もう、これしかない！

　私はそれに倣ならって、皇帝陛下に提案してみた。

「あ、あの、異国の物語、聞きたくない、ですか？」

「は？」

「異国の、とっても楽しいお話、ある、です」

　焦あせっているのか、言葉が上手く喋しやべれない。たどたどしいものとなってしまう。

「むかしむかしあるところに、おじいさん、いました」

「なぜ、よその国のジジイの話を聞かなければならない？」

　物語の出だしから全否定である。皇帝陛下の指し摘てきを気にせずに、話し続けた。

「あ、おばあさんもいます」

「ババアもいるのかよ」

　皇帝陛下、口が悪い。焦っているので、おばあさんを忘れていた。

「おじいさんは川に洗せん濯たくに、おばあさんは山に柴しば刈かりに向かいました。あ、間ま違ちがった。おじいさんは柴刈りに、おばあさんも柴刈りに」

「洗濯はどうした？」

「洗濯もします。あとで」

　皇帝陛下が話しかけるので、余計に混乱してくる。祖国の物語を、ここの国の人にわかりやすいよう説明するのも難しい。

「森に柴刈りに行った、おじいさんとおばあさんは」

「山じゃないのか？」

「そう、森じゃなくて山！　山に柴刈りに、行きました」

「設定はきちんと統一してくれ」

　話がなかなか進まない。

「柴刈りを、していると、どこからともなく、え～……」

　祖国ハイデアデルンの高級果物であるメロンが流れてくるシーンだけれど、この国にはないから別の果物にしておく。

「桃もも！　すんごく大きな桃が、どんぶらこっこと流れてきた、のです」

「どうやって、山から桃が流れてきたのだ？　川でも通っているのか？」

「物語、不思議いっぱい！　素す直なおな心で、聞いて」

「いや、不思議以前の問題だろう!?」

　皇帝陛下が私の話した物語を校正し、言いなおす。

「正確にはこうだろう。昔々、あるところに年老いた夫ふう婦ふが住んでいた。夫婦は仲睦むつまじい様子で、野山に柴刈りに出かける。せっせと柴刈りしていると、山頂よりころり、ころりと大きな桃が転がってきた──こうだろう!?」

「桃がきたの、川だったような、気がする」

「やはり、川があるではないか！」

　はぁ～～と深い溜ため息いきをつかれる。私も溜息をつきたい。

「最終的に、その物語はどうなるのだ？」

「桃もも男おとこが化け物退治をして、英えい雄ゆうになるよ」

「待て、桃男とは誰だれだ!?」

「桃から、生まれたんだよ」

「なぜ、桃から子が生まれる？」

「素直な心で、聞いて」

「素直以前の問題だろう。化け物はどんな外見をしている？」

「真っ赤のと、真っ青の」

「もっと具体的に」

「シマシマパンツ」

「そこの情報はいらん！」

　我わが儘ままばかり言う。

「金かな棒ぼう持っていて、パンツだけ履はいていて」

「ただの変態ではないか！」

　皇帝陛下には合わない作品だったようだ。

「じゃ、次の話……『ここ掘ほれワウワウ』を、始めます」

「いや、お前のトンチキ話はもうよい！」

　皇帝陛下は、再び私に手をぬっと伸のばす。

「やめて、私には、シンユウが！」

「うるさい！　いいから、大人しくしておけ！」

　皇帝は私の両手を摑つかみ、頭の上で押さえ込んでしまう。

　のしかかられているので、体は完全に動かない。

　そしてついに──皇帝の手が私の服に触れた。

「い、いや～～!!」

「この、私を拒絶することは、誰であろうと、許さん！」

「そ、そん、な……」

　皇帝の物言いが、顔が、触れる手が怖こわくて、肌はだがゾワリと粟あわ立だつ。

　皇帝は片手で腰こしに巻いている帯を取ろうとしていた。その隙すきに、めいっぱい息を吸すい込こんで叫んだ。

「助けて、シンユウ!!」

　その刹せつ那な、ガラリと寝室の扉とびらが開かれる。乗り込んで来たのは──。

「シンユウ!?」

　幻まぼろしかと思ったが、シン・ユーのピリピリとした空気を目の当たりにして現実であると気付く。今まで見た中で一番怖い顔をしていた。

　突とつ然ぜんの乱入に驚いたのか、皇帝の拘こう束そくがゆるむ。

　押さえられていた手を振りほどき、渾こん身しんの力で皇帝を押おし退のけてシン・ユーに手を伸ばした。

「リェン・ファ！」

　シン・ユーは私に駆かけ寄より、抱だき上あげてくれた。

「怖かった……！」

　シン・ユーはもう大だい丈じよう夫ぶだと言わんばかりに、ぎゅっと抱きしめてくれた。

「ザン＝シン・ユーよ、なぜ、ここにいる？」

　皇帝陛下の問いかけを聞き、私もハッとなる。

　後宮は男子禁制だ。なぜここにシン・ユーが入ってこられたのか。

　シン・ユーは私を床ゆかに下ろし、腰に差してあった剣けんを抜いて床の上に置く。そのあと、片膝を突ついて頭こうべを垂れる姿勢を取った。

「フゥァン・シィァンの案内を経て参上いたしました」

　シン・ユーを後宮へと引き入れたのは、ファン・シーンらしい。

「どうか、皇帝陛下には寛かん大だいなご判断をしていただきたく……！」

　シン・ユーは両膝を曲げて座すわり、額を床の上にぴったりと付けた。平伏状態である。

「妻は異国人で、まだこの国の文化や言語に慣れておりません。それに、ここへは茶会に招待されて来ていただけで、後宮の者ではありません。故ゆえに、どうか、今回ばかりはご容よう赦しやを」

　私のために、シン・ユーがここまでしてくれるなんて。

　私もシン・ユー同様、平伏の格好を取る。どうか、許してほしい。

「後宮の茶会など知らん。ここにいるのは、すべて私の女だ。そういう決まりになっている」

　通常、皇帝陛下は夜に後宮へとやって来る。昼間に現れることはない。だから、昼間に宮廷茶会が開かい催さいされているのだ。
















　今日出会ってしまったのは例外中の例外だったのだろう。

「陛下！　私はどうなっても構いません。妻は、妻だけは──！」

　シン・ユーの必死の訴えに、胸がぎゅっと締しめつけられる。眦が熱くなって、ポロポロと涙が零こぼれてしまった。

「シンユウ……」

　嬉うれしいけれど、とても苦しい。

　皇帝陛下の言うことは絶対だ。しかし、シン・ユーはそれよりも、私を守ることを優先した。

　私一人が我が慢まんをしたら、シン・ユーが罰せられる必要などないのに……。

　シン・ユーは私が考えている以上に、私のことを大事に想おもってくれているのだ。

　心が温かくなるのと同時に、キュンと切なくもなる。

　この感情はきっと……愛だろう。

　私は顔を上げて、平伏し続けるシン・ユーの背中にそっと頰ほおを寄せた。

「シンユウ、ありがとう。嬉しい」

　立ち上がろうとしたその時、背後から声が聞こえた。

「陛下、幸せな夫婦を引ひき裂さいて、楽しい？」

　聞き覚えのある声がしたので振り返る。

　そこにいたのは、ファン・シーンであった。

「フゥァン・シィァン！」

「眠ねむれる獅し子しを、起こしてはいけないよ。今はね」

「今、なんと言った？」

「なんでもない」

　早口だったので、私も聞き取れなかった。

「まあ、とにかく」

　ファン・シーンはズンズンと寝室を闊かつ歩ぽし、私の手を握りぐっと引いて立たせてくれる。

　シン・ユーの背中も軽く叩たたくが、こちらは反応なし。

「リェン・ファちゃんは後宮の女じゃない。シン・ユーの奥さんだ。それに、今日宮廷茶会があるってことは、お知らせがあったでしょう？　それとも、人妻目当てでやって来たとか？　だったら、ずいぶんと悪あく趣しゆ味みだねえ」

「フゥァン・シィァン！　生意気な！」

　本当に、言いたい放題言っている。皇帝陛下にこんな口をきいて、大丈夫なのか。

　顔を見上げると、目が合った。パチンと、目配せをしてくる。安心しろと言いたいのか。

「陛下、異国の娘がお好みなら、ほかにも三人ほどおりますよ。とても美しくて、従順です」

　皇帝陛下は寝台から下り、ズンズンとファン・シーンに迫る。ジロリと睨にらんでいたが、ファン・シーンは余よ裕ゆう綽しやく々しやくのまま。

「覚えていろよ、フゥァン・シィァン」

「はいはい」

　皇帝陛下はファン・シーンの肩を押し退け、寝室から去って行く。

　どうやら、危機は去ったようだ。私は脱だつ力りよくし、その場にぺたんと膝をつく。

「リェン・ファ!?」

　今まで平伏していたシン・ユーが上体を起こし、私の体を支えてくれた。

「大丈夫か？　何かされなかったか？」

「うん……ちょっと」

　その瞬間、シン・ユーの目がカッと見開く。思わず正直に言ったがすごく怖い顔だ。

　何もなかったと言っておけばよかった。

「いったい、何を……！」

　シン・ユーの右手が、床の上に置いていた剣に触れたのでぎょっとした。

「あ、違うよ！　ちょっと、服を脱ぬがされそうに……」

　シン・ユーの細められた目は大きく見開かれる。触れた剣は、握られることはなかった。

　私達のやり取りを聞いていたファン・シーンが、とんでもないことを言う。

「やっぱり、殺しておいたほうがよかった？　ねえ、シン・ユー。今から殺しに行く？」

「ファン・シーン、そんなこと唆そそのかしたら、ダメ！」

　とりあえず、剣の柄つかにあった手を剝はがしておく。それから、シン・ユーの眉み間けんの皺しわを指先で戻そうとしたが、深い皺だったので戻らない。

　ダメ元で頭を撫なでながら皺を伸ばしたら、だんだんと平らになっていった。これでようやく、いつもの無表情となる。

「ファン・シーン、シン・ユー、皇帝陛下に怒られない？」

「怒られないよ。悪いのは、人妻に手を出した皇帝陛下だし」

　胸を押さえ、深く安堵する。どうやら、最悪な事態は回避できたようだ。

「ファン・シーン、もう、帰っていい？」

「いいよ」

　私はシン・ユーの手を握り、引っ張る。

「シンユウ、帰ろ」

「シン・ユー、母君も心配しているだろうから、早く帰ったほうがいい」

　後始末はファン・シーンがしてくれると言う。私は疑問をぶつけてみた。

「ファン・シーン、何者？」

「僕？　ただの子こ守もり係だよ」

　そんなわけないだろう。皇帝陛下に意見する様子は、とても威い厳げんに満みち溢あふれていた。

「リェン・ファ、こいつについては今度説明する」

「あ、うん。わかった」

　シン・ユーがそう言うならば、正体については保留としておく。

　彼かれについては怪しい奴という認にん識しきから、謎なぞの子守り男という認識に変えておいた。

「リェン・ファちゃん、じゃあね」

「また今度」

「うん」

　ファン・シーンとは、手を振って別れた。

　シン・ユーとは手を繫つないだまま歩く。寝室を出たら離そうと思っていたのに、しっかりと握られていて放してくれそうにない。

「シンユウ、手、もう大丈夫」

「後宮を出るまで、安心できない」

「そうだけど」

　すれ違う女官達は、シン・ユーの姿を見てぎょっとしている。無理もないだろう。ここは男子禁制だ。閹官ともすれ違った。みんな、ぎょぎょっとしていた。

「シンユウ、みんな、見ているよ。手、繫ぐの、恥ずかしいよ」

「見せているんだ」

　なんてものを他ひ人と様さまに見せているのか！

　いったいなんの目的で？　まったく、何を考えているのかわからない。

　ズンズンと歩くシン・ユーに手を引かれ、早足で廊下を進む。すると、客間とは違う方向に向かっていることに気付いた。

「あれ、シンユウ。こっち、部屋、違うよ」

「先に行くべき場所がある」

「へ？」

　辿り着いたのは、お妃様の部屋。閹官が二人、出入り口で見張り番をしていた。

「ここは？」

「イエ淑妃の部屋だ」

「な、なんで？」

「フゥァン・シィァンから聞いた。イエ淑妃に騙だまされて庭に呼び出されたと」

「え!?」

　なんと、ロン・シャン姫に呼び出されたと思っていたら、伝言を寄越したのはイエ淑妃だったと。

「な、なんで？」

「イエ淑妃の名で呼び出しても、来ないと思ったのだろう」

　確かに、彼女だったら呼び出されても行かなかったかもしれない。

　ロン・シャン姫の教育係たるファン・シーンが不ふ審しんに思い、調査をしてくれたようだ。

「でも、なんで彼女が──？」

「想像したくもない」

　シン・ユーは冷たい声で言いきった。

　もしかしたら、私が皇帝の目に留まるように仕向けたのか。シン・ユーは詳くわしい事情を聞こうと、やって来たようだ。

「でも、シンユウ。お話、聞かなくていいよ」

　イエ淑妃が、私のことを憎む気持ちは容易たやすく想像できる。理解はできないけれど。

「だが、イエ淑妃は、以前もリェン・ファに暴行を働いた。一度、話をつけなければ、気持ちが収まらない。通常、皇帝の妻に会いに行くことは禁じられているが、今日のことだけは絶対に許さない」

「ええ～～」

　シン・ユーは女性でも容赦しないらしい。

「あの、シンユウ、私、ぜんぜん平気、だから」

　だって、イエ淑妃は皇帝陛下に嫁とついでいる。彼女から接近してきて、私に害をなすことはもうないだろう。

「気にして、いないよ」

「俺は気にしている」

　被ひ害がいを受けた私が問題視していないのに、シン・ユーは一言物申したい模様。

　でも、イエ淑妃はシン・ユーのことを好きだったみたいだし、今更目の前に現れるのは残ざん酷こくなことではないのか？

「お妃様、かわいそ、だよ」

「お前は、なんて吞のん気き者ものなんだ！」

「だって……」

　なんで私がシン・ユーに怒られているのか。理解に苦しむ。

「とにかく、話をつける」

　そう言ってシン・ユーは一歩一歩イエ淑妃の部屋に近付いていく。

　当然ながら、見張りをしている閹官に阻はばまれそうになったが、ひと睨みで牽けん制せいしていた。

　閹官はヒッ！　と悲鳴をあげ、脇に避けている。シン・ユーってば、目力強すぎだろう。

　シン・ユーはそのままの勢いでイエ淑妃の部屋の戸を引き、中に向かって叫ぶ。

「イエ淑妃に、お目通り願いたい！」

　すると、遠くからタッタと誰かが駆けてくる音が聞こえた。

「シン・ユー様！」

　まるで運命とばかりに手を広げ、走ってきたのはイエ淑妃であった。

　そのまま懐ふところに飛び込みそうになったが、シン・ユーはサッと避ける。

「きゃっ！」

　勢いあまって、イエ淑妃は転んでしまった。

　手を貸そうとしたけれど、シン・ユーが私の肩を鷲わしの鉤かぎ爪つめの如ごとく摑んで止める。

　それだけでは止とどまらず、イエ淑妃をジロリと睨んでいた。

「シン・ユー様、なぜ？」

「なんの話だ？」

「私を、迎えに来てくれたのでは？」

「意味がわからん」

　イエ淑妃は起き上がり、涙ながらに訴えた。

「意に沿わぬ結けつ婚こんをしたこの私を憐あわれんで、ここから連れ去ってくれるのではないのですか？」

　イエ淑妃の言葉を聞いて、思わず目が点となる。まさか、まだシン・ユーを諦あきらめていなかったなんて。なんて粘ねばり強づよい人なのか。

　一方、シン・ユーはどこまでも冷ややかだった。

「今の言葉は、聞かなかったこととする」

「ど、どうしてです？」

「自分で考えることだ」

　意に沿わぬ結婚という点が、皇帝陛下への不敬にあたるからだろう。

　恋こいは盲もう目もくと聞く。シン・ユーを前にして、イエ淑妃は我を失っているのだろう。

「俺が来たのは、事情を聞くためだ」

「話、ですか？」

「ああ。お前は、我わが妻リェン・ファに暴行を働いた」

「そ、それは……」

「それどころか、中庭に呼び出して、皇帝と会わせた。なぜ、このような愚おろかなことをする？」

「ま、まさか！　あの場で陛下と奥おく方がたが居合わせたのは、まったくの偶ぐう然ぜんです。本当です！」

　イエ淑妃がシン・ユーに縋すがったが、その手は無む慈じ悲ひに払われる。イエ淑妃は床の上に倒たおれ込こんですんすんと泣きだした。

「妻を呼び出した理由は？」

　噓うそを言ったら許さんと、シン・ユーは低い声で言う。イエ淑妃は震える声で答えた。

「そ、それは、幸せな結婚をした、か、彼女が、憎くて……。誰も、いない場所で、嫌いや味みの、一つや二つ、言わないと、気が済まなくて」

　そうだったのか。しかし、ロン・シャン姫の名を騙かたるのはよくないことだ。

「でも、それならなんで、すぐに会いに来なかったの？」

「中庭に向かう途と中ちゆうに、フゥァン・シィァン様に、見つかって……」

「そ、それは、それは」

　なんと、ファン・シーンは素す早ばやく犯人を確保していたらしい。事情聴ちよう取しゆをしている間に、私は皇帝に捕つかまってしまったようだ。

　シンと静まる室内。

　これで終わりではないらしい。シン・ユーが、イエ淑妃に眼ガンを飛ばしながら言う。

「それで、俺の妻に、言うことがあるだろう？」

「そ、それは？」

「わかっているだろう。早く言え」

　イエ淑妃は潤うるんだ目で一度シン・ユーを見上げたが、容赦なく睨まれたのでぶるりと肩を震わせていた。怖かったようで、即そく座ざに顔を逸らす。

　自尊心が高いお嬢じよう様さまだろうに、シン・ユーに詰つめ寄よられてお気の毒に。

　けれど、嫉しつ妬と心から他人を攻こう撃げきするのはいけないことだろう。その辺は大いに反省してほしい。
















　目が合ったイエ淑妃は、私をキッと睨む。謝る気はないようだ。しかし、シン・ユーが謝罪を急せかす。

「イエ淑妃！」

「は、はい！」

「妻に謝罪を」

「は、はい……」

　イエ淑妃は私のほうを向いて、頭を下げる。

「ごめんなさい。二度と、こんなことはしないわ」

「う、うん、わかった」

　私は床の上でうな垂れるイエ淑妃に、そっと手を差し伸べた。

　顔を上げたイエ淑妃は、涙でぐしゃぐしゃだった。私は懐から手ハン巾カチを取り出し、目元の涙を拭ぬぐってあげる。

　そして彼女の両手を摑み、ぐっと手を引いて立ち上がらせた。

「イエ淑妃、じゃあね」

「……」

　ぷいっと顔を逸らされたけれど、一度離した手を差し出される。

　仲直りをしようということなのか。

　私はイエ淑妃の手を握り、和解を受け入れた。
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　シン・ユーと共に、義母のもとへと急ぐ。客間の扉が開いた瞬間、義母が飛び出してきた。

　実の息むす子こであるシン・ユーを押し退け、私の体をぎゅっと抱きしめる。

　すごく、心配してくれたんだと思っていたら──怒られた。

「どこ行っていたのよ、馬ば鹿か！」

　行動と台詞せりふがまったく一いつ致ちしていない。この場合、正直なのは行動のほうなのだろう。

「おかーさん、ごめんね」

「勝手にいなくなって、どれだけの人に迷めい惑わくをかけたと思っているの？」

「ごめんなさい」

「あなたは簡単に人を信じすぎるからダメなの！」

「そうだね」

　一度、シン・ユーが義母を止めようとしたが、私は大丈夫だからと、目で伝える。

「リェン・ファ！　もう二度と、勝手にいなくならないで！」

「わかった。ずっと、おかーさんの傍にいるから」

　その言葉に満足したのか、義母はぶっきらぼうな様子で言った。

「わかればいいのよ」

　最後に、義母は優やさしく頭を撫でてくれた。

　なんだか嬉しくて、引っ込んだ涙が再び流れてしまった。

　皇帝が後宮にやって来たので、晩餐会は中止になったらしい。

「帰りましょう」

　そんなわけで、私達家族は、そのまま家に帰ることになった。










[image: ]




　後宮を出て、帰りの馬車に乗り込む。久々に見たリー・リンの姿に、ホッとしてしまった。

「リイリン、久々だね～」

「久々って、大おお袈げ裟さですね」

　たった数時間のお別れであったが、その間にいろいろあったのだ。

　シン・ユー、義は母はと車内に乗り込み、馬車は走り出す。

　しかし、途と中ちゆうで停車した。どうやら、道が混んでいるらしい。

「すみません。なんかまた、暴動が起きているようで……」

　また、皇こう帝てい陛下の側近の一人が襲おそわれたらしい。今回は、怪け我がで済んだとか。

「犯人は捕つかまっていないようで、馬車も一台一台、検問しているみたいです」

　華か族ぞくが犯人に協力している可能性があるとのことで、馬車も検問の対象にしているようだ。

　私達の番がやってくる。馬車から下りるように言われた。

　検問をしているのは、シン・ユーの所属する部隊ではないようだ。服に刺し繡しゆうされている模様が違ちがった。

　外はすごい人込みだ。皇帝陛下に減税をしてほしいと、訴うつたえている。

　取とり押おさえる兵士達も、たくさん配備されていた。

　人々は興奮しているように思える。なんだか怖こわい。

　ここで、民の一人が叫さけんだ。

「あれは──華族だ！　あいつらのせいで、俺おれ達は苦しい生活をしている！」

　その叫びが、他の市民達にも火を点つける。

「華族制度反対！」

「金を返せ！」

「皇帝陛下の犬め！」

　石が飛んできたが、シン・ユーは私や義母を庇かばうように前に立つ。

　飛ばされた石が、シン・ユーに当たった。額に血が滲にじんでいる。

「シンユウ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。母上、馬車へ」

「え、ええ」

「リェン・ファも」

「うん」

　このまま私を庇っている状態だったら、石を避よけることすらできないだろう。私は言われたとおり、馬車に乗り込もうとしたが──。

「あ！」

　一人の子どもが、私を指差す。

「この前、お菓か子しをくれたお姉ちゃんだ！」

　子どもが数名走ってきて、手を広げて守ってくれた。

「このお姉ちゃんは、いい人だ！」

「お腹なかが空いていた時に、お菓子をくれたんだよ！」

「石を投げるのは、やめて！」

　私達を守ってくれたのは、下町の子どもだけではなかった。数名の男達がやって来て、訴えてくれる。

「なあ、みんな、聞いてくれ！　あの人は、華族でも悪い人ではない。以前、下町を慰い問もんしてくれたんだ！」

「うちの工場の、製品を買ってくれたお嬢じようさんなんだ！」

　粉タピ圓オカ工場のお兄さんだった。私は嬉うれしくなって身を乗り出し、手を振ふる。

「皇后様とお姫ひめ様、お妃きさき様もたぴおか、おいしいって、言っていたよ！」

　私の叫びを聞いて、粉圓工場の人達は驚おどろいている。

「また、たぴおか、買いに行くね！」

　そう言うと、投げられていた石はピタリと止まり、暴言も収まった。

　それから、素す早ばやく検問が進められる。私達は問題ないということで、そのまま通してもらった。市民達も、行く手を阻はばむことはしなかったようだ。

　幸い、シン・ユーの怪我は額を少し切った程度で、軽傷だった。

　馬車の中で、シン・ユーの傷の手当てをする。といっても、水で傷口を洗うことしかできないけれど。

「リェン・ファに、助けられたわ」

「おかーさん、私は……別に何も」

「あなたが慈じ善ぜん活動をしていたおかげで、敵視されずに済んだのよ」

　あれは慈善活動ではなく、ただの試食会だったのだけれど。

　しかし、市民達は一いつ触しよく即そく発はつだったので、助かったことに変わりはない。




　本当に、よかった。

　家族揃そろって帰宅できたことを、嬉しく思う。
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　やっと、や～っとザン家に戻もどることができた。

　やはり、我わが家やが一番安心する。使用人のみんなの顔を見たら、ホッとしてしまった。

　いろいろあって、今日は疲つかれてしまった。お風ふ呂ろに入って、休みたいところだけれど、まだまだすべきことがある。

　まずは、シン・ユーのもとへと向かった。

　シン・ユーは執しつ務む室で、何やら小難しい顔で何かを書いている。

「シンユウ、ちょっといい？」

「どうした？」

「お話ししたいの」

「だったら、近くに来い」

　紙面から視線を逸そらさずに、そんなことを言ってくる。

　一メートルくらい距きよ離りを置いてみた。

「これくらい？」

「まだだ」

　もっと近寄れと言いたいのか。仕方がない。もう少しだけ近付く。

「これでいい？」

「もっとだ」

　五十センチくらいしか離はなれていないけれど、もっとだと？　じわじわと近付いていく。

　もう、十センチもないというくらいの距離になると、突とつ然ぜんシン・ユーが動き出す。

「ぎゃっ！」

　なんと、私の腰こしを左手で抱だき寄せ、横抱きの状態で膝ひざの上に載のせたのだ。

　すさまじく恥はずかしい格好である。照てれ隠かくしのために、叫んでしまった。

「ち、近すぎる！」

　シン・ユーは気にせず、そのまま執務を続けていた。しっかり腰を抱いたままなので、身動きは取れない。

「それで、用件はなんだ？」

「この、状じよう況きようで!?」

　忙いそがしく、手が離せない状態らしい。

　だったら、話はあとでもいいのに。そう訴えても、私の言うことなんて聞きやしない。

　何回もお邪じや魔まするのもなんなので、このまま話し始める。

「あのね、今日、助けに来てくれて、ありがとって、言いたくって」

　男子禁制の後宮に乗り込むなんて、大変なことだっただろう。もしかしたら、皇帝陛下の不興を買って何もかも失っていたかもしれないのだ。

「別に、何もかも失っても構わないと思っていた」

「え？」

「家族……リェン・ファより、大事なものは、他にない」

「そ、そんな」

　絶対、そんなことはない。仕事とか、六花としての誇ほこりとか、いろいろあるだろう。そう問いかけても、シン・ユーは首を横に振る。

「俺は、もう十年も、幸せだと感じたことはなかった」

　十年というのは、お父さんが亡なくなってからだろう。

　若くしてザン家を継つぐことになり、大変だったに違いない。

「けれど、リェン・ファが来てから、喉のど飴あめを作ろうと奔ほん走そうしてくれたり、健康を気き遣づかって食事を作ってくれたり、親子の仲をどうにか取り持とうとしてくれたり……いろいろしてくれた。嬉しかった。それから、ザン家について真しん剣けんに考え、妻としての責務も果たそうとしているところも……」

「ところも？」

「好ましいと、思っている」

　え、それって、好きってこと？

　回りくどい言い方でわかりにくい。

　しかし、なんだか恥ずかしくなって、いつもみたいに「詳くわしく！」なんて言えなかった。

「リェン・ファ、どうした？」

「な、なんでもない。それで、続きは？」

　シン・ユーは話す。私が嫁とついでくれてからの日々はとても穏おだやかで、幸せだと。

「だから、今日、華族としての身分も、財産も、仕事でさえ、失ってもいいと思って、お前を助けに行った」

「シンユウ」

　胸がぎゅっと締しめつけられる。嬉しくて、嬉しくて、心がポカポカした。

　私の頑がん張ばりは、きちんとシン・ユーに届いていた。空回りではなかったとわかって、深く安あん堵どする。

「リェン・ファとだったら、どこにいても、楽しく暮らせるだろう。お前は、どんな状況でも、幸せを見つける方法を知っている」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、涙なみだがポロリと零こぼれた。

　──レイファ、幸せはその辺にいくらでも転がっているのよ。

　それは、亡くなった母の口くち癖ぐせだった。

　シン・ユーは同じようなことを、私に言ってくれたのだ。

　これ以上、光栄なことはないだろう。

「私、嬉しい……」

　私の言葉に応えるように、シン・ユーは私をぎゅっと抱きしめる。温かくて、胸がきゅんとなった。

「もう、シンユウと、離れたくない……」

　そう言うと、ふわりと体が宙に浮ういた。

「んん？」

　シン・ユーが、私を横抱きにして立ち上がったのだ。

「え、何？」

「もう寝ねる」

「へえ、そうなんだ」

　けれどなんで、私も一いつ緒しよ？

　シン・ユーは部屋を出てズンズンと大おお股またで廊ろう下かを歩き、あっという間に寝しん室しつに辿たどり着つく。

　私の寝室ではなく、シン・ユーのだ。

　優やさしくゆっくりと、寝しん台だいに下ろしてくれた。皇帝と違い、シン・ユーはやはり紳しん士しだ。

「でも、なんで私はここに!?」

「離れたくないのだろう？　だから、一緒に眠ねむるしかないと思って」

「ええ!?」

　そんな、四六時中一緒にいたいという意味ではない！　決して！

　シン・ユーは私の隣となりに横たわり、嫣えん然ぜんとした様子で微笑ほほえんだ。

　なんだ、その、何か企たくらんでいるような怪あやしくも色っぽい笑えみは。

　そんなことはいいとして。

「さっき言ったのは、こういう意味じゃなくて……」

「それに、お前は言っていただろう？」

「ん？　私、なんか言った？」

　シン・ユーは私の負担にならないよう覆おおいかぶさり、耳元でそっと囁ささやいた。

「俺が家にいる間は、リェン・ファのことだけ見て、考えろ、と」

　……うわ、それ、確実に私が言ったやつ。

　でもそれは、義母と喧けん嘩かをしないように言ったことで、まさか、こんな展開になるなんて想像もしていなかったのだ。

「こ、こういうの、じゃないから！」

「しかし俺は、お前が言うとおりにしているだけだ」

「ええっ……」
















「嫌いやなのか？」

　皇帝に押おし倒たおされた時は全身鳥とり肌はだが立ったけれど──今は、嫌じゃない。

　シン・ユーの顔が近くて、かなり恥ずかしくはあるけれど。

「安心しろ。今日は何もしない」

　そう言って、シン・ユーは隣に寝転がる。そして──。

「ひゃあ！」

　なんと！　私の腰を引き寄せて、寝息をたて始めたのだ。

　何もしないとは、いったい!?

　まさか、抱き枕まくら扱あつかいされるとは……。

　ドキドキして、胸が張はり裂さけそう。

　でも、ずっとこうしているうちに、なんだかホッとしてしまう。

　このまま、ゆっくり眠れそうだ。




　いろいろあったけれど、この先もシン・ユーと一緒ならきっと大丈夫。

　不思議と、そんなことを思ってしまった。

　シン・ユーがいるから、何があっても私は毎日頑張れるのだ。





終
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　厳しい冬は終わり、暖かな春がやってくる。

　季節の変わり目は、体調が悪くなることも多いが、リェン・ファの薬やく膳ぜん料理の効果だろうか、最近は調子がいい。

　おかげさまで、精神的にも余よ裕ゆうが出てくる。




　リェン・ファは、変わることなくのびのびと暮らしているようだ。

　相変わらず、俺おれのために市場に行ったり、料理をしたりと、忙いそがしくしているらしい。

　そして、いくら母に冷たくされてもめげずに近寄っていくのだとか。

　母にはもう少し、リェン・ファに優やさしくしてほしいと思うのだが、ジン・ピンいわく、あれでも可愛かわいがっているつもりらしい。

　ちっとも、そういう風には見えないが。

　母の愛はわかりにくいのか。




　しかし、どうやら俺にもその傾けい向こうはあるようで、先日リェン・ファから、「家にいる間は、私のことだけ、見て、考えて」と言われてしまった。

　妻であるリェン・ファのことは、特別大事にしているつもりであったが、伝わっていないようだ。

　だから、きちんと行動で示さなければならないと、覚かく悟ごを決める。




　まず、自分に足りないものはなんなのか、ジン・ピンに聞いてみる。

　彼かれはすぐに、答えを示してくれた。

　なんでも、俺は絶望的に口数が少ないらしい。意識していなかったので、驚おどろいた。

　思ったことは恥はずかしがらず、なんでもリェン・ファに伝えたほういいと。

　想定外の助言だった。

　今までは、別に口に出さずとも伝わるだろうと思っていたのだが、恐らくリェン・ファは鈍どん感かんなところがあるのだろう。

　ジン・ピンの言うとおり、積極的にリェン・ファに話しかけようと思う。




　リェン・ファの、「家にいる間は、私のことだけ、見て、考えて」を実行した結果──なんとも面おも白しろい結果となった。

　こちらが何か行動を起こすたびに、リェン・ファは顔を真っ赤にさせて照れているのだ。

　自分からそうしろと言ったくせに、煽あおり耐たい性せいがなさすぎる。

　しかし、リェン・ファの反応の一つ一つは、とても可か憐れんだ。新しい発見でもある。

　こういうのを見ることができるのならば、もっと早くいろいろ話しかけていたらよかった。

　リェン・ファの一挙一動を見ている使用人だけではなく、母までも彼かの女じよに優しい目を向けている。

　リェン・ファは、長い冬を過ごしていたザン家に春を運んでくれたのだろう。

　日々、母の行いには眉まゆを顰ひそめるばかりであったが、彼女をここに連れてきてくれたことに関しては、感謝しなければならない。

　いつか、ありがとうと直接礼を言おうと思っている。
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　リェン・ファと穏おだやかな日々を過ごす中、驚くべき事件が起きた。

　それはリェン・ファと母が後宮で開かい催さいされた宮きゆう廷てい茶会に招かれた日の話である。

　後宮への出入りが許されているフゥァン・シィァンに、当日何かあったら教えてくれるよう頼たのんでいた。この建物は後宮からの抜ぬけ道みちと繫つながっており、近道となっているのだ。

　その日、仕事をしていたら、フゥァン・シィァンがやって来る。

　珍めずらしく、奴やつは焦あせった様子だった。

「シン・ユー！」

「どうした？」

「大変なんだ！　リェン・ファちゃんが！」

　なんでも、ロン・シャン姫ひめの名を騙かたったイエ淑しゆく妃ひに呼び出され、中庭へ向かったあと、戻もどってこなかったらしい。

「探したんだけど、どこにもいなくて……。シン・ユーのお母さんも、嫁が戻って来ないって動転していて……！」

「イエ淑妃がどこかに連れ去ったのではないのか？」

「彼女は、僕ぼくと一いつ緒しよにいたんだ」

　会う前に、フゥァン・シィァンと鉢はち合あわせになってしまったようだ。

「どこかでうたた寝ねをしているのではないか？」

「違ちがう！　シン・ユー、怒おこらずに、聞いてほしいんだけれど──」

　驚くべき情報がフゥァン・シィァンよりもたらされる。

　言いにくいことなのか、言葉に詰つまっているようだった。

　フゥァン・シィァンの胸むな倉ぐらを摑つかみ、問いかける。

「どうした、何があったのだ？」

「リェン・ファちゃんは……皇こう帝ていの寝しん所じよに連れて行かれたんだ」

　一いつ瞬しゆん、視界がグラリと揺ゆれた。

　リェン・ファは、俺の妻だ。なのに、なぜ皇帝が？

　気付いた時には、執しつ務む机に立てかけてあった剣けんを、腰こし布ぬのに差し込んでいた。

「シン・ユー、もしかして、やる気になった？」

　フゥァン・シィァンに聞かれてハッとなる。リェン・ファを攫さらったのは皇帝だ。

　皇帝の言うこと、成すことは絶対である。反はん抗こうしては、いけない。

　だが、リェン・ファに手を出すことだけは、絶対に許せない。

「今、皇帝を殺すの？」

「うるさい！　いいから、リェン・ファのところへ連れて行け」

　今すぐ後宮へ案内しろと、フゥァン・シィァンを脅おどした。




　結果──なんとか間に合った。リェン・ファはまだ、何もされていなかった。

　今日ほど、安あん堵どした日はないだろう。

　リェン・ファは、無事だった。彼女は皇帝を上う手まく翻ほん弄ろうし、気を逸そらしていたようだ。

　よかった、本当に。心から、そう思った。




　ただ、これで終わりではないだろう。

　今後、職位の降格や、財産の一部没ぼつ収しゆうなどが言いい渡わたされることは予想できる。

　しかし、そんなものでリェン・ファが助かるのならば、安いものだ。

　今まで、ザン家の名めい誉よだの、当主らしい振ふる舞まいだの、さまざまな柵しがらみの中で暮らしていた。

　周囲に期待されるとおりに生きてきたのに、まったく幸せではなかった。

　けれど、リェン・ファと結けつ婚こんしてからは、幸せを感じている。

　もう二度と、手放すわけにはいかない。

　彼女のことは、何があっても守ろうと心に誓ちかう。

　そして、リェン・ファも、同じ思いだったようだ。離はなれたくないと、言ってくれた。

　だから──一緒に眠ねむろうと思った。

　そういう意味じゃないとわかっていたが、今日はなんだか、近くにリェン・ファを置いておかないと落ち着かない。

　それに、彼女は俺に言ったのだ。「家にいる間は、私のことだけ、見て、考えて」と。

　言げん質ちは取ってあるので遠えん慮りよすることなく傍そばに置き、今宵こよいはリェン・ファのことだけを考える。




　リェン・ファはとても温かい。抱だきしめていると、ホッとする。




　この幸せが、この先も続くように祈いのりながら眠りについた。
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　こんにちは！　江え本もとマシメサです。『没ぼつ落らく令れい嬢じようの異国結婚録２』をお手に取っていただき、まことにありがとうございました。

　二巻はずっと書きたいと思っていたエピソードで、旦だん那な様の溺でき愛あい増し増しでお届けします。

　わかりにくい夫シン・ユーが、リェン・ファの迂う闊かつな発言で積極的になる。そんなお話です。また、シン・ユーだけでなく、義は母はの嫁よめ愛も深まっておりますので、合わせてお楽しみいただけたら嬉うれしいです。




　今回もイラストはまち先生に担当していただきました。

　描かいてくださったイラストが素す敵てきで、ラフが届くたびにニコニコでした。

　表紙の、春らしいたんぽぽに囲まれた夫ふう婦ふの姿が可愛かわいらしいことといったら！

　リェン・ファとシン・ユーの茶器を一いつ緒しよに持った手がツボ過ぎて……。萌もえ萌えしてしまいました。

　そんな表紙イラストから着想を得て書かき綴つづった番外編も、合わせて楽しんでいただけたら嬉しく思います。




　最後になりましたが、没落令嬢二巻でも、担当編集様には大変お世話になりました。

　的確なアドバイスのおかげで、物語にキラキラが増したと思います。

　本当に、ありがとうございました。




　関係各位の皆みなさまにも、いつも大変お世話になっております。おかげさまで、二巻も素敵な本となりました。

　感謝の言葉が尽つきません。




　読者様へ。

　皆さまの応おう援えんあって、こうして二巻を出すことができました。ありがとうございました！

　物語はお楽しみいただけましたでしょうか？

　また、どこかでお会いできることを願っております。


江本マシメサ
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　宮きゆう廷てい茶会は無事に終わった。……いや、詳しよう細さいを語ったら無事とは言えないけれど、とにかく、終わったのだ。

　それもこれも、シン・ユーと義は母はのおかげだろう。

　感謝の意を伝えるために、お茶会を開こうと思った。シン・ユーと義母の好きなものを、私が作るのだ。

　さっそく、義母を誘さそいに行く。

「おかーさん」

「何よ？」

　義母は今日も、団扇うちわを片手に優ゆう雅がにお茶を飲んでいる。

「あのね、今度、シン・ユーとおかーさんと三人で、お茶会をしたいなって」

「園遊会で忙いそがしい時期に、何を言っているの？」

「え、えんゆうかい？」

「春の花見のことよ」

「そ、そんなのが、あるんだ」

　なんでも、華か族ぞくの屋や敷しきに客を招き、美しい庭を自じ慢まんするものらしい。

「へえ～、大変だね」

「何を言っているの？　あなたも、参加するのよ」

「え!?」

「え、じゃないわ。ザン家でも開かい催さいするから、心しておきなさい」

「ええ～～」

　と、このような反応を示したら、義母は私の頰ほおを左右からむにっと引っ張る。

「文句言わないの。これも、華族の務めなんだから」

「ううっ……」

　まあ、園遊会はいい。どうせ、嫌いやだと言っても強制参加だろう。それよりも、お茶会についての返事を聞きたかった。

「それでおかーさん、お茶会は？」

「あなたのお遊びに、付き合っている暇ひまはないわ」

「そ、そんな」

「やりたかったら、シン・ユーと二人でしなさい」

「やだ、おかーさんも一いつ緒しよがいい！」

「我わが儘まま言わないの！」

　なんとなくいけるかなと思ったけれど、龍りゆうの置き物のように怖こわい顔で言われてしまったのでそれ以上粘ねばれなかった。

　もしかしたら、シン・ユーからも断られるかもしれない。

　そうしたら、その時はまた別のお礼を考えるまでだ。




　夜。比ひ較かく的てき早い時間にシン・ユーが帰ってきた。ジン・ピンよりも早く迎むかえに行く。

　玄げん関かんにはすでに、シン・ユーの姿があった。

　顔色は良さそうだし、疲つかれているようには見えない。きっと、私の薬やく膳ぜん弁当をしっかり食べているからだろう。

「シン・ユー、お帰りなさい」

「ただいま戻もどった」

　手と手を広げ、シン・ユーを迎える。いつもならば、シン・ユーは私をサッと避さけて廊ろう下かをてくてくと歩いていく。その後ろ姿を、私が追うのがお決まりだ。

　──だがしかし、今日は違ちがった。

　なんと、シン・ユーは私を抱だき返したのだ。

「う、うわあ！」

　もしかして、酔よっているのか？　くんくんと匂においを嗅かぐが、お酒の匂いはしない。

　なんの抱ほう擁ようなのかわからないので、聞いてみる。

「シ、シンユウ、なな、なんで!?」

「こうして欲ほしいから、腕うでを広げていたんだろう？」

「そうだけど」

　シン・ユーが無視する前提の冗じよう談だんというか、なんというか。

　それにしても、今まで無視していたのにいきなり抱擁するとか反則だ。顔がカッと熱くなる。

「で、でもでも、突とつ然ぜんなんで？」

「家にいる間は、リェン・ファのことだけ見て考えるよう、言っていただろうが」

「あ～～、それか！」

　なんと、シン・ユーは私の願いを叶かなえる一いつ環かんとして、こうして抱きしめてくれているらしい。

　わ～い、やったね。嬉うれしい！　なんて、言うと思っているのか……。

「も、もう、ぎゅっとするのは、いいかな」

「……」

　遠くから、使用人がやってくる足音が聞こえる。この姿を見られるのは、恥はずかしい。

　だから、シン・ユーにも教えてあげた。

「ね、ねえ、誰だれか来たよ」

「……」

「だ、だからね、もう、ぎゅう～は、いいんじゃないかな？」

「……」

　シン・ユー氏は依い然ぜんとして、沈ちん黙もくを貫つらぬいている。何か反応を示してほしい。切に思う。

「あ、そうだ。私、シン・ユーに話があるんだった」

　身を捩よじり、シン・ユーの腕の中から脱だつ出しゆつした。

　こういう時、いたずらっ子みたいな顔をしていたら冗談だとわかるのだけれど──シン・ユーは今日も無表情だ。感情なんて読み取れない。

　そんなことはさておいて。本題に移る。

「あのね、シンユウ。シンユウと二人で、お茶会を開きたいなって思って」

「二人で？」

「ジ、ジンピン呼ぶ？」

「二人で」

「う、うん」

　今のは了りよう承しようしたと受け取っていいのだろうか？　念のため、日付についても聞いておく。

「お茶会するの、明後日あさつてのお休みの日でいい？」

「ああ、問題ない」

　時間はお昼過ぎのおやつの時間。場所は庭が一望できる部屋で。

「何か食べたいもの、ある？」

「リェン・ファが作るものなら、なんでもおいしいから」

「わかった。任せて！」

　はりきって、準備をせねば。

　ぐっと拳こぶしを握にぎっていたら、シン・ユーと目が合う。

　ふいに、先ほどの「リェン・ファが作るものなら、なんでもおいしいから」が甦よみがえって急に恥ずかしくなった。

「リェン・ファ、どうした？」

「あ、いや、な、なんでもない」

　そう言って、回れ右をして走る。

　シン・ユーはたまに、ああいう甘あまい言葉を吐はくので、困っているのだ。
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　翌日。お茶会に出す料理を考える。

「題して、『おもてなしついでに、シンユウの健康に良いいものを食べさせたい』！」

　隣となりで話を聞いてくれていたメイ・メイは目を輝かがやかせながら「素す晴ばらしいです！」と言ってくれた。シン・ユーが喜ぶだろうとも。

「奥おく様さまはいつでも旦だん那な様のことを思われていて、素す敵てきですよね！」

「ええ、本当に」

　メイ・メイの隣で心ここにあらずな返事をするのは、リー・リンだ。

　熱心に応おう援えんしてくれるメイ・メイとは違い、リー・リンは実に冷めている。

　まあ、そんな淡たん白ぱくなところが、彼かの女じよの良いところだったりする。絶ぜつ妙みような距きよ離り感を保ってくれるので、逆にありがたい。

「それで奥様、お茶会は何を作るのですか？」

「う～～ん。シンユウが好きで、体に良くて、おいしいもの……何が、あると思う？」

「旦那様のお好きなもの、ですか」

「そうですね。奥様のほっぺたとか」

「え!?」

　リー・リンの突とつ拍ぴよう子しもない提案に、ぎょぎょっとする。

「な、なんで私のほっぺ!?」

「たまに大おお奥おく様が奥様のほっぺを抓つねっているでしょう？」

「うん、地味に痛いやつ」

　あれはきっと義母の愛情表現なのだ。たぶん。

「それで、その時の旦那様が、奥様をじっと、熱心に見つめている時がありまして」

「一回、私のほっぺを抓るなって、おかーさんと喧けん嘩かしていた時があったけれど」

「それは、ご自分もほっぺをぷにぷにしたいのに、できないもどかしさからでしょう」

　……いや、それはどうだろう？

「わかります！　奥様のほっぺは本当に愛らしいので」

「そ、そう？」

　メイ・メイはキラキラした目で頷うなずく。

「そんな奥様にぴったりなお菓か子しがあるんです！」

「え、何？」

「えくぼ饅頭まんじゆうというお菓子ですよ」

「ほうほう？」

　えくぼ饅頭とは、饅頭の中心に窪くぼみがあるもので、大たい華か輪りん国こくで縁えん起ぎの良いお菓子の一つらしい。

「簡単にできますし、旦那様はきっと、満足されるだろうと」

「そっか。だったらメイメイ、作り方教えてくれる？」

「かしこまりました」

　さっそく、メイ・メイに作り方を教えてもらった。

　作り方は普ふ通つうの饅頭と同じみたいだ。生き地じを作って、中にあんこを入れて、蒸籠せいろに並べたあと、中心に窪みを入れる。これが、えくぼに見えるらしい。

　数分蒸むしたあと、蒸籠から出す。

　ふわふわに蒸しあがった饅頭は、とてもおいしそうだ。しかし、思った以上に窪みができていない。

「柔やわらかい饅頭の生地では、これが限界かと」

「そっか」

　もうちょっと、窪みの跡あとが付いたら完かん璧ぺきなのに。と、思ったところで気づく。

「あ、これ、シンユウの体に良い成分、あんまりない」

「あら、そうでしたわね」

　これは、改良が必要だ。薬膳を取り入れ、えくぼ饅頭を体に良いお菓子にする。

　まず、あんこを別の物に変えることにした。胃腸の余計な水分を取り除く、えんどう豆といんげん豆の白あんを作る。

　加えて、ただの白あんだと物足りないので、ミカンの皮の粉末を入れて爽さわやかな風味にした。

　ミカンの皮は血流促そく進しんや、冷ひえ性しよう対策にもなるらしい。

　最後に、綺き麗れいなえくぼが作れるよう、小麦粉と砂糖、バターを使って生地を作る。ここでは、私の国の焼き菓が子しの技術を応用して作った。

　──一時間後。

「よし、できた」

　かまどから取り出したえくぼ饅頭改め、えくぼケーキはきちんと中心が窪んでいた。見た目は完璧。味はどうだろうか？

「生地はしっとりしていて、ほどよい甘さで、とってもおいしいです！」

「白あんも、いいですね。爽やかな味わいです」

　メイ・メイとリー・リンからお墨すみ付つきをもらった。

　きっと、シン・ユーも喜んでくれるだろう。
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　お茶会当日。

　私とシン・ユーは、ザン家の庭が一望できる部屋にいた。なぜか、二人きりで。

　普ふ段だんだったら、ジン・ピンやリー・リンがいるのに。

　気を遣つかってくれたのか。「本当にありがとうございます」と言いたい。

　お茶は茉莉花ジヤスミン茶チヤアにした。バターを使ったお菓子には、これが一番合う気がする。

　今この瞬しゆん間かんに、宮廷茶会に参加するために覚えた、お茶淹いれ技術を披ひ露ろうする時がやってきたようだ。茶葉を入れ、火ひ鉢ばちにかけてあった薬缶やかんから湯を注ぐ。

　その間、シン・ユーは庭の桃ももの花を眺ながめていた。薄うす紅べに色の、綺麗な花だ。

　シン・ユーが花に見とれているおかげで、緊きん張ちようせずにお茶を淹れることができた。

「シンユウ、どうぞ」

「ああ」

　続いて、えくぼケーキを出す。

「これね、ほっぺみたいな焼き菓子だよ」

　シン・ユーは一つ摑つかんで食べた。

「どう？」

「うまい」

「そっか」

　私も一つ食べてみる。

　生地はしっとり。バターの風味がきいていて、中の白あんともよく合う。

　うん、おいしくできている。しかし、一点気になる点が。

「でも、ほっぺみたいに、ふかふかじゃないね」

「普通は、饅頭の生地だろう？」

「そうなの。でも、えくぼの形がうまくできなかったから、焼き菓子にしたんだよ」

　見た目と食感、味のすべてを満たすのは難しいものだ。

「う～～ん」

　何かいい着想はないものか。

　腕を組んで考えていたら──シン・ユーがとんでもない行動に出る。

「リェン・ファの頰を再現するのは難しいだろう」

　そう言って、シン・ユーは私のほっぺをぷにぷにしたのだ。

　触ふれられた部分から、カッと熱くなっていくのがわかった。

「あ……う……」

　照れてしまって、言葉が出ない。

　シン・ユーは頰から手を離はなすと、えくぼケーキを食べる。

「リェン・ファの頰は、おいしい」

　いや、私の頰ではなく、私が作った、ほっぺを模したお菓子ですから！

　恥ずかしいので、その辺は間ま違ちがえないでほしい。

　しかしまあ、シン・ユーは満足しているようなので、よしとする。




　こんな感じで、お茶会は大成功だった。
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ツンデレの義母と、デレデレの嫁









　ザン＝ラン・フォンには、納得できないことがあった。

　それは、息子シン・ユーの嫁リェン・ファへの溺愛っぷりである。

「シンユウ、あのね、今日はメーメーとお菓子を作るの！」

「そうか」

　一見して、シン・ユーは無表情に見える。しかし、母ラン・フォンにはわかるのだ。

　目は嬉しそうに細められており、わずかに口角が上がっている。

　あれは、一生懸命話しかけてくれるリェン・ファが可愛くて可愛くて、仕方がないといった表情だろう。

　そんな様子を見たラン・フォンは、奥歯をギリッと嚙みしめる。

　あのどこにでもいそうな娘の、どの辺りを気に入ったというのか？

　──わからない。息子の女性の趣味が、まったくわからない。

　もしや、自分が気づいていない魅力があるのか？

　それとも、魅了の術のようなものを使えるのか？

　彼女は幸せの珍品だ。そのような力があっても、不思議ではない。

　一度、調査をしなくては。

　息子夫婦の仲睦まじい様子を眺めながら、ラン・フォンはそんなことを考えていた。
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　まず、リェン・ファを呼び出す。単刀直入に聞き出した。

「ねえあなた、何か不思議な魅了の術でも使えるの？」

「え、みりょうのじゅつって何？」

「魅了の術っていうのは、仙術の一種で──」

「せんじゅつって？」

「ああ、もう！　リー・リン、説明なさい」

「畏まりました。奥様、大奥様がおっしゃっていたものは、奥様の国で言う魔法のようなものです」

「あ～、そうなんだ。私、魔法なんて、使えないよ」

「なるほど。大奥様、奥様は幻術の類は使えないそうです」

「……そう」

　普段の様子を見ていても、怪しげな術を使えるようには見えない。

　だったら、シン・ユーはリェン・ファのどこを気に入ったのか。ラン・フォンはますます気になってしまう。

「おかーさん、用事はそれだけ？」

「え、いえ……まあ」

　そう返すと、リェン・ファの表情はパッと明るくなる。

「だったら、今から一緒に、お話しよ！」

　リェン・ファは身をぐっと乗り出し、ラン・フォンにそんなことを提案してくる。

「話って、何を話すのよ」

「おかーさんのこと！」

　リェン・ファは青い目をキラキラと輝かせつつ、無邪気な様子で話しかける。

　ラン・フォンはたじろぐ。今まで、こんな風に笑顔で話しかける人は、夫ユー・ジン以外いなかったのだ。

「私のことって、例えば？」

「えっとね、おかーさんはとってもキレイだから、何か努力をしているのかな～って」

「べ、別に、何もしていないけれど！」

「そうなんだ～」

　と、このように、ラン・フォンはリェン・ファと他愛のない話を二時間ほどしてしまった。ハッと我に返ったのは、リェン・ファと別れたあとだった。

　──あの子、なんなの？　私といて、楽しそうにしているなんて。

　資産家の娘であったが、華族ではないラン・フォンはザン家に嫁いだ際、大変な苦労をした。好かれることなど、なかったのだ。

　日々、義母や義姉からいじめを受け、使用人からは成金商家の娘のくせにと陰口をたたかれていた。

　被害はそれだけではない。ラン・フォンと結婚したせいで、夫ユー・ジンまでも家族から責められていた。それは、とても苦しいことである。

　ラン・フォンを守ったのは、己の気の強さと夫ユー・ジンの存在だけだった。

　だから、息子シン・ユーには苦労をさせまいと、家柄の良い娘を嫁がせようと考えていたのだ。

　しかし、シン・ユーもまた、家柄に問題のある娘を娶ってしまった。

　ザン家の者達はラン・フォンの時同様、いろいろ言ってくる。だが今はもう、過去にラン・フォンをいじめた義母、義姉のような存在はいない。ザン家の陰の権力者は、ラン・フォンだ。だから、今回の結婚に関しては親戚が何か言ってきても、力技で黙らせている。

　ラン・フォンは息子夫婦のためにいろいろ手を尽くしていた。

　それなのに、シン・ユーはちっとも言うことを聞かないのだ。それは、ザン家の血筋なのかもしれない。

　と、そんなことを考えていると、私室の扉が叩かれる。

「誰？」

「おかーさん、私だよ」

「何か用？」

「お菓子、作ったから、見て！」

　そういえば朝、菓子を作るという話をしていた。

　しかし、見てほしいとか……。

　ふと、ラン・フォンは思い出す。シン・ユーも小さいころ、絵を描いて見せにきたことを。それを見た夫ユー・ジンは、将来偉大な画家になるとか、親馬鹿な発言をしていた。

　ふっ、と口元に笑みが浮かんだが、リェン・ファの声で我に返る。

「おかーさん、入ってもいい？」

「好きになさい」

「わーい！　ありがと」

　リェン・ファは部屋に入り、ラン・フォンに作った菓子を見せてくれた。

「これ、シフォンケーキって言って、フワフワ～のおいしいお菓子だよ」

　シフォンケーキというのは、一見して普通の焼き菓子にしか見えない。

　しかし、リェン・ファが机に置いた瞬間、シフォンケーキの生地がふるりと揺れる。いったいこれはどういう食べ物なのか、気になる。

「おかーさん、どうぞ、召し上がれ～」

　どうやらリェン・ファは菓子を見せに来ただけではなかったようだ。

　きちんと、茶まで用意されている。

　別に、断る理由はなかったので、戴くことにした。

「あのね、フォークはなかったから、お箸でどうぞ」

「変な食べ方ね」

「でも、これが一番食べやすいんだよ」

　リェン・ファは食べ方の試行錯誤していたようだ。

　おかしな食べ方だと思ったが、手づかみをするわけにはいかない。

　ラン・フォンはシフォンケーキに箸を入れた。

「──えっ？」

　あまりの柔らかな触感に、驚いてしまう。空に浮かぶ雲のように、生地がフワフワとしていたのだ。

　そのまま口に持って行くと、信じられないくらいおいしい菓子だった。

　こんなにもフワフワで柔らかく、口溶けの良い菓子は他に知らない。

「おかーさん、どうだった？」

「……」

　悔しいけれど、おいしいと認めなければならない。

　ラン・フォンは黙って頷いたのだった。
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　やっと謎が解けた。

　シン・ユーはリェン・ファの、恐ろしいまでに人懐っこいところと、菓子作りの腕を気に入ったのだ。その能力は、魅了の術よりも厄介である。

　キッとリェン・ファを睨んでいたら、にっこりと笑顔を返された。

　彼女は強かで、逆境に強く、とても手強い。

　だから、この厳しい華族社会でも、生きていけるだろう。

　不器用なラン・フォンのように苦労をすることはない。

　それだけは良かったと、ラン・フォンは思った。
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